



























































オタサーの姫と恋ができるわけがない。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　幼おさな馴な染じみと再会イベント！









　他の人が聞いたらバカにするかもしれないけど……、けど──、

　オタクだけどカノジョがほしい、と思うのはいけないことだろうか？

　オタクだけどリアルを充じゆう実じつさせたい、と願うのはいけないことだろうか？

　そんなことはない！　……、と、思いたい。

　二〇一〇年以前と比べて『オタクだけどカノジョがほしい！』『オタクだけどリアルを充実させたい！』という人は増えているし、──事実、その言葉を現実にしているオタクだって増えている。

　オタクはカノジョがいず、リアルが充実していないなんて誰だれが決めた!?

　なら俺も、リアルが充実しているオタク──つまりは『オタ充じゆう』になれるはず！

　今日から始まる高校生活で、俺は『現代的なオタク』になるんだ……っっ！

　──、──さて、そんな俺が入学式の後のオリエンテーションを終えて下げ駄た箱ばこを開けると、一通の手紙が入っているではありませんか！

『神かみ園ぞの心しん路じくんへ──

　入学初日にこんな手紙出してゴメンね……。

　でも……、もう心路くんへの想おもいを我が慢まんできないの。

　オリエンテーションが終わったら、ウッドデッキに来てくれると嬉うれしいな。

　心路くんが来てくれるまで、ずっと待っているからね？』

　…………。

　……、…………。

　おかしいだろ!?　なんで入学初日なのにラブレターなんて下駄箱に入ってんだよ!?

　名前を確かく認にんしても、間ま違ちがいなく『神園心路』は俺の名前だし……。

　だが、差出人が明記されていないのが怪あやしい……。これはアレか？　このラブレターで俺を誘おびき寄せて、本当は誰も来ないのに俺を待たせて、その姿を隠かくれ見て嘲あざ笑わらう──というイジメ。

　そうとわかれば簡単だ。

「──返り討うちにしてやる……ッッ！」

　入学初日にイジメが発生するのか？　と、言われれば、微び妙みように答えに詰つまってしまう。

　でも小学生の頃ころから「オタク！」と言われ続けた俺に、入学初日にラブレターが届く方が不自然なので……、……やっぱ返り討ち一択たくだ！

「まぁ、無視するという選せん択たくもあるけど、イジメっ子候補生にこれからの高校生活で絡からまれないように、距きよ離りを取るために弱みを握にぎっておく──っていう選択もありだよな？」

　早さつ速そく行動を開始しよう。

　校舎の中──、当たり前だけど全然見慣れてなくて、新しん鮮せんだなぁ。廊ろう下かを歩くたびに、新しい物が視界に飛び込んでくる。階段を上ると、いかにも「新入生のために綺き麗れいにしておきました！」というぐらいゴミ一つない階段ゆえに、すごく心地ここちいいキュ、キュ、という足音が響ひびく。なんか──本当に新しい環かん境きよう、って感じだ。

　で、確かウッドデッキは中央校舎の二階のグラウンド側だっけ？

　少し歩くと……、

　おっ、特に苦労もなくウッドデッキに辿たどり着けたぞ。

　ここまで来れたら、後は簡単だ。ウッドデッキを一望できるポイントに、スマホのカメラを起動して動画撮さつ影えい状態で設置すればいい。

　ウソのラブレターに誘き出された俺を見て笑うイジメっ子。そいつらを、さらにカメラで動画撮影して笑う俺──という作戦だ。イジメっ子が作戦にハマったら、必要に応じて「お前らのしていることはお見通しでした！」と、そいつらを牽けん制せいする算段である。

　でも……もしカメラの存在がイジメっ子にバレたらまずいよな？　最悪、殴なぐられるかもしれない……。……その時のために、もう一台、予備のスマホをカメラ起動状態にして設置しておくか……。殴られても、一台でもカメラが残れば、それを証しよう拠こに先生に通報できるわけだし。

「スマホを設置するならあそことあそこだな？　よしっ」

　イジメっ子が到とう着ちやくする前に、先回りで手を打てて良かった。

　今のところ誰もウッドデッキにはいないけど、もう『ラブレターの送り主を待っています状態』に入っておくか。

　俺は、もし誰かが告白するならここが一番イイ！　っていうポイントを考えて、見つけて、そこまで移動する。

　でも──、

　もしも──、

　万が一──、

「ありえないけど──本当に本物のラブレターだったら、どうするか……」

　いっ、……いやいや！　そんなのは本当にありえない！

　確かに俺は（実際ムリそうだけど）できるならばカノジョを作って、その上でオタクライフを満まん喫きつしてオタ充になろうと画策したけど、今日って入学初日だぞ!?

　俺は幼い頃からオタクで──、

　小学生の男子って、インドアよりアウトドアが大多数だろ？　昼休みも、教室に残って本を読むヤツより、校庭に出て遊ぶヤツの方が多いし。

　そのせいで、小学生の頃は友達が少なかったなぁ……。

　そして中学生の頃は、オタクってだけでスクールカースト上位の女子グループに、イジメられてはいないけど、引かれたっけ……。

　で、彼女らと仲良くしたい男子も、彼女らに同調して俺をハブく、っと。

「そんな俺に入学初日からラブレター？　一周回って、逆に信じられそうだ」

　そう、仮に一周回って信じるとしたら──、

　俺のことをどこかで知った女の子が──、

　ドキドキしながらここにやってきてくれて──、

　頰ほおを赤らめて、精せい一いつ杯ぱい、思いの丈たけを俺に伝えて──、

「付き合ってください！」なんて俺に言ってくれるのだろうか──。

「ヤバイ……想像したら俺まで恥はずかしくなってきた……」

　自覚できるほど顔が赤くなる。

　手に汗あせを握り、心臓は張り裂さけそうだ。

　そして、バカなことに──、

　そんなありえない妄もう想そうをして、それでもどこか期待している俺がいる。

　俺が自分を戒いましめようとした、

　──その時────、




「────神園、心路くん……だよね？」




「──えっ？」

　俯うつむいていた顔を上げる。

　そこには、優やさしそうな美少女がいた。

　失礼ながら顔をよく見ると──どこまでも続く、果てしない夜空を閉じ込めたような、黒のツーサイドアップ。愛あい玩がん用のウサギのように愛あい嬌きようのある、しかし妖あやしくも魅み惑わく的な、くりっとした二ふた重えの瞳ひとみ。初うい々ういしくも桜色に染まった頰。艶つややかで、花の蕾つぼみのように小さくて可愛かわいらしい唇くちびる。

　彼女の顔は、稚いとけないのに切なげで、あどけないのに感極きわまっていた。

　透すき通るような白い肌はだに、すらりと伸のびた肢し体たいと、豊かに膨ふくらんだ胸を一ミリでも視界に入れてしまえば、彼女の女の子としての魅み力りよくが、一いつ瞬しゆんで否いや応おうなしに思い知らされる。

「あ、あのぉ～」

「あっ、は、はい……っ、神園心路です、けど」

　恥ずかしい……っ、声が上うわ擦ずってしまった。

　ていうか本当に女の子が来た、だと……っ!?　もしかしてマジで告白イベント!?

　しかし、女の子の方はそんな俺のことを気にしていないご様子。

　なぜかは知らないけど──、

　大きな瞳に涙なみだを溜ためながら、それでも嬉しそうに微笑ほほえんでいる。

「──やっと会えたね、心路くん」

　──どういうことだ？　この女の子は、どこかで俺を知っていた？

　女の子は一歩だけ、俺に近づく。

「あ……っ、あの、ね？　ヒメ……、心路くんにもう一度会えたことが、嬉しくて……、嬉しくて……、──どうしても自分の気持ちを抑おさえられないの……。だから────」

　刹せつ那な、西に傾かたむいた太陽の茜あかね色いろの光に、女の子の目の端はしに溜まった涙が煌きらめいた。

　心底美しいと思える夕日が──校舎も、グラウンドも、世界の全てを茜色に染める。

　ウッドデッキには、俺と女の子の二人しかいない。まるで二人だけの世界のように。

　涼すずしげな夕暮れ時の春風が吹ふき抜ぬけると──、女の子の長くてサラサラの綺麗な髪かみと、セーラー服のスカートがなびいた。

　桜の花びらが、空高く舞まい上がる。

　校舎の近くの線路から、踏ふみ切りの音がする。

　そして──、

　女の子の髪からは仄ほのかに甘く、心地いいバニラの香かおりが。

　身体からだからは幼い感じで、色で喩たとえると乳白色のようなミルクの匂においが。

　最後に、女の子の唇は──……




「……っっ……んぅ、──、んっ」

「────っっ!?」




　……──女の子の唇は、俺の唇に触ふれていた。

　女の子の唇は──、──まるで天使の口付けと思えるほど、やわらかくて、温かくて、湿しめっていて、心地いい。
















　数秒後、女の子は名残なごり惜おしそうに、俺から唇を離はなした。

　その際には（少しでも長く繫つながっていたい）と主張するように、俺と女の子の唾だ液えきが、混じって、繫がって、そしてか細くも垂れて、しかし切れる。

　な……っ、なんでだ!?　なにゆえ俺は初対面のはずの美少女にキスされた!?

　俺が動どう揺ようしてるっていうのに、女の子の方は泣きながら笑っているし!?

「え、えへへ……、ご、ゴメンね？　ヒメ、心路くんと再会できたのが幸せすぎて、──そのぉ……な、なんていうか……、──想いを我慢できなかったの」

「い、いや……その……」

「うみゅ？　なぁに？」

「非常に訊ききづらいんだけど──キミ誰だれ、ですか？」

「…………、…………ふえ？」

「──えっ？」

　すると、女の子は不意に、先ほどとは別の意味で泣きそうになってしまった……っ。

　ぐっ……配はい慮りよに欠けたか……っ、反省しないと……。

　確かにこの女の子の発言の端はし々ばしからは、俺と知り合いという事実が窺うかがえた。

　そしてこの子は、キスができるぐらい俺に好意的ときている。

「心路くん……覚えてないの……？」

「いや……っ、え、と…………」

　マズイ！　この子は俺にキスするぐらい好意的なんだぞ……っ、俺が忘れたって反応をすれば、当然傷つけてしまう……っ！　──、──だがそれ以上に、『忘れた』という事実を誤ご魔ま化かすためにウソを吐つく方が、彼女は傷つくだろう。

　なら──っっ、

「す、すまない……。名前を教えてもらえると助かる……」

　これが最善の対応のはずだ。……苦肉の決断には変わりないけど…………。

　しかし俺の最善のはずの対応に、女の子は子供っぽく拗すねたような表情かおをする。

「……名……えない……」

「…………えっ？」

「心路くんが思い出すまで、名前、教えないもん！」




　　　　◇　◆　◇　◆




　やっちまったアアアアアアアアアアア！

　俺、入学式の前日に『恋れん愛あい弱者の逆転青春！』『其その上で、謳おう歌かするぞ……ッッ、オタクライフ！』って妹の書道グッズ借りて書いて、自分の部屋のドアに張り紙したばっかじゃん！　なに物語ゲーム開始から一番初めのイベントでフラグぶっ壊こわしてんだよ俺!?

　だが俺はまだ諦あきらめない！

　昨日の女の子は『心路くんが思い出すまで、名前、教えないもん！』と言った。

　ってことは、思い出せば答え合わせをしてくれる。

　つまり、コミュニケーションを取ってくれるってことだろ？

　諦めるにはまだ早い！

　入学式・兼けん・始業式の翌日──、

　つまりは四月一二日（月）から通常授業が開始される。

　この日の一時限目は丸々、諸もろ々もろをするＨＲに使われて。二～六時限目の授業は中学校での授業内容の軽い復習と、中学校と高校の勉強のどこが違ちがうかを説明されて終しゆう了りよう。

　そして訪おとずれた放課後。

　ふっ、家に帰ったら妹の夢ゆめ乃のにでも自じ慢まんしよう。

　放課後になっても、俺は誰とも話さなかった！

　……、厳密に言うと話『せ』なかった、なんだけど…………。

「さて、ミッションを開始しよう！」

　昨日俺にキスしてきた女の子の正体を暴あばこうと思う！

　そしてきちんと名前を思い出してから、忘れてしまったことを謝罪したい！

　女の子曰いわく、俺と彼女は知り合いらしい。そこで俺は昨夜、自宅で幼よう稚ち園えんと小学校と中学校の卒業アルバムを確かく認にんした。けど……どこを捜さがしてもいなかったよなぁ……。

　なら、次の一手は──

「例の女の子を見つけ出してレッツ・尾び行こう！」

「うわっ、キモ！」

「……あ？」

　誰だ、いきなり他人ひとのことを罵ば倒とうするヤツは？　声は右みぎ隣どなりから聞こえたぞ……っ！

　右隣の席に視線をやる俺。俺を罵倒するとはいい度胸だ。今度授業中に消しゴムのカスを投げ付けてやる。

「アンタ、神園心路……だっけ、名前？」

「え？　ああ、あってますよ」

　そこには『女子高生』と呼ぶよりも『ＪＫ』と呼ぶ方が適切な女子がいた。

　明るい茶色に染められた髪。入学早々着き崩くずされたセーラー服。ショーツがチラ見できそうなぐらい限界に挑いどみ、男子を挑ちよう発はつしてくるミニスカ。教師が黙もく認にんするギリギリラインのネックレス。校則違い反はんのネイルアート。──確定だな。

　この女はギャルだ。逆らったら殺される。逆らわないようにしよう。

　おい、誰だよ！　コイツに消しカスを投げるって暴挙に及およぼうとしたバカは！

「あたしの名前わかる？」

「……。フランク・マンコビッチ？」

「そんなアメリカ人野球選手みたいな名前じゃないから!?　あたしは空そら野の継つぐ未み！」

　……実際にフランク・マンコビッチというアメリカ人野球選手は過去、存在してたんだけど、こいつ、よくわかったなぁ…………。

「怒おこるとシワが増えますよ？　で、空野さん、どうしたんですか？」

「空野って呼び捨てでいいし、敬語もいいけど……神園ってオタクなん？」

「そうだけど、なにゆえ？」

「さっきスマホの待ち受け画面見ちゃったんだけど、アニメの画像だったからね」

「ん？　ああ、『冴さえカノ』っていうラノベ原作のアニメだな。そのメインヒロインのイラストをホーム画面にしているんだ」

「好きなん、そういうオタクっぽいの？」
















「ハッ！　無論、大好きだ！　アニメ、マンガ、ラノベ、ゲーム──媒ばい体たいを問わずに」

　オタ充じゆうを目指す上で重要なのは、オタクであることをオープンにすることだと考えている。隠かくしてはいけない。オタクであることを大っぴらにして、その上で周囲から認められることが大事なんだ！

「好きなジャンルは？」

「ラブコメならハーレムモノだな！　主人公がたくさんの個性的な美少女に囲まれるとか幸せすぎる！　一方で！　バトルならファンタジーよりも学園異能モノだ！　これは理り屈くつで説明できないけど、たぶん生まれつきの好みだろう」

「じゃあ、好きなヒロインの属性は？」

「一いち概がいには言えないけど──、それぞれの作品のストーリーに合がつ致ちしていて可愛かわいいならオールＯＫだ！　『とりあえずツンデレ出しておけばいいや』とか『売れるから妹キャラ出しておけばいいや』とか──そういうのはダメ！　『ヒロインがツンデレだからこそできるストーリー』や『ヒロインが妹キャラだからできる展開』とか……、属性を物語の主しゆ軸じくに組み込ませた意義や意図がないと納なつ得とくできん！　その点、俺おれ妹いもやはがないは実に凄すごかった！」

「うわぁ……濃こゆい……」

「……。……なるほど」

「なにが、なるほど？」

「パッと見ギャルな空野は、オタクである俺のことをバカにして、入学早々カツアゲの対象にする気なんだな？　今は六二円しか持ってないからそれで勘かん弁べんしてくれ」

「少なっ！　つーか、カツアゲなんてしないから！　ただ高校に進学したんだし、それを機に新しい友達を作ろうと思っただけ！　……ボッチになんかなりたくないし」

「……、もしかして、それで俺に話しかけたのか？」

「アンタと友達になりたかったの。──ボッチ回かい避ひという理由でも、他の男子と比べて話しかけやすそうという理由でも、ね」

　にっ、と笑う空野。嗚呼ああ──、その笑え顔がおが可愛く見えてしまい、思わずドキッとしてしまった……。不覚だな。──でも直感だけど、空野の外見は遊んでいる風だが、気き兼がねなくて、年相応の良い女の子っぽい。

　これは友達としての第一歩か？

　俺としても空野とは、友達という意味で少し仲良くなりたい……、が、

「……、……ギャルなのにオタクのことをバカにしないのか……？」

「ハァ～……、神園がオタクで、だから加か藤とう恵めぐみのイラストをスマホの壁かべ紙がみにしていたんでしょ？　それが話のきっかけになったんだし、バカになんてできないから……」

　空野、よく初対面の相手の前でため息なんて吐けるなぁ～。

　にしても、彼女は表情がコロコロ変わる。屈くつ託たくがなく可愛らしい笑顔に加えて、『男子ってしょうがないなぁ』的ニュアンスの微笑ほほえんでいるような呆あきれ顔や、俺がボケた時の驚おどろいた顔は、すごく表情が豊かな女の子って感じがした。

　正直……すごく可愛い……。

「空野に一つ訊きたいことがあるんだけど……」

「ん？　なに？」

「このスマホに映っている女の子に見覚えは？」

　俺は昨日、件くだんのラブレターを偽にせ物ものと勘かん違ちがいして、さらに色々勘違いを経て、一連の出来事をスマホで動画撮さつ影えいしてしまった。

　女の子が去った後、俺は無事スマホを回収することに成功。

　で、無意味に終わりそうだった動画は、運良くもここにきてキスの女の子を捜すのに役立つことになる。

「遠くから撮とってるから顔が判別しづらいけど……」

「──けど？」

「リボンの色を鑑かんがみるに、二年生じゃないん？」

「中等部……ではないよな？」

「体格的には高等部っしょ」

　そう、今の会話からも察せられるように、俺たちが通う小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校は中高一いつ貫かん校である。

　ちなみに俺は高校からの外部受験組だ。

　たぶん、空野の方も（内部進学組なら、このクラスに元からの友達……少なくとも見知った顔が一人もいない、というのは考えづらいので）俺に『友達になりたかったの』とコミュニケーションを取ってくるあたり、外部受験組だろう。

　とにかく、この学校は中高一貫校なんだけど……。

　…………、明らかに違うんだよなぁ……、内部進学組と外部受験組の様子が。

　内部組は、すでに友達っていうかコミュニティを確立していて──、

　俺のような外部組は、そのコミュニティに交じれなくてソワソワしている──。

　ボッチにはなりたくない……っ。入学早々に哀あわれまれたくない……っ。

　俺はオタ充になるんだ！　って、俺が思っていると──

　空野が可愛らしくきょとん、と小首を傾かしげて──

「つーか、この動画どうしたん？」

「……、盗とう撮さつした」

「やっぱキモ！　確かにこの女の子、スマホカメラの存在に気付いてなさそうだ！」

「待て！　これには事情があるんだ！　ただ弱みを握にぎろうと思っただけで！」

「なおさらダメじゃん！　さっき『尾行』とか言っていたよね？　……アンタ…………」

　違う！　全ては誤解だ！　勘違いだ！　ラブレターを冷やかしと勘違いして、それゆえに冷やかし連中の弱みを握って返り討うちにしようと考えただけで……、──その結果がこれなんだからしょうがないだろ!?

「ぐ……っ、──まぁ、いい。問題ない」

「いやいや！　充じゆう分ぶん問題あるから！」

「とにかく、この女の子が高等部の二年生っていうのはハッキリさせられた。後は発見し次し第だい個人的な情報を入手できるまで尾行するだけだな」

「個人情報保護法って知らないん!?」

　嗚呼、俺の発言と空野の認識が齟そ齬ごを起こしている……。俺は『個人的な情報』を『名前に辿たどり着ける簡単な情報』のつもりで口にして、調べるのは女の子のクラスや部活や委員会に留とどめておくつもりだった。

　しかし空野の認識している『個人的な情報』って、重要度の高い個人情報だよな？　住所とか電話番号とか。

「それじゃあ、空野。また明日あした～」

「頼たのむから朝のニュースに出ないでよね!?」
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　廊ろう下かを歩きながら俺は考える。

　やはり最近のオタクは、昔のオタクと明らかに毛色が違ちがう。どちらが良いとか、どちらが悪いとか……そういう比ひ較かくは断じてしない。けど、最近のオタクは同族の友達がたくさんいて、明るくて楽しそうで、そこそこ大きな市民権を得ている。──一部、調子に乗りすぎて反感を買っている人もいるけど、それは本当にごく一部、ってことで。

　一方で俺はどうだ？　まだ高校生なのに、どことなく二〇一〇年以前の香かおりが漂ただよっている。いや……観みてるアニメとか、読んでるマンガ・ラノベは結構現代的なんだけど、オタクとしての在り方がイマイチ昔っぽい。要するに痛々しい。

　そう、俺は『長なが門とは俺の嫁よめ！』とか『リアルなんてクソゲーだ！』とか、その手の、言ってしまえばオタクのテンプレジョークを純度一〇〇％の本気で言っているようなヤツだった！　以前幼おさな馴な染じみに告白された時も、冗じよう談だん抜ぬきで『二次元の女の子じゃないとヤダ！』って振ふってしまったし……。

　あの時の幼馴染の女の子の涙なみだは、今でも覚えている……っ！

「…………っ、嗚呼……、恥はずかしいっ。俺はもう、痛々しいオタクから現代的なオタクに変わるんだッッ！」

　例を挙げるなら『げんしけん』の斑まだら目めタイプから『冴えカノ』の倫とも也やくんタイプになりたいんだ……っ！　いや、俺、斑目大好きだけど。

　…………。

　……、…………。

　女の子の正体・名前を知って、忘れていたことを謝る。

　それで、虫のいい話だけど、俺はその女の子と仲良くしたい！

　流石さすがに名前さえわかれば、自おのずと女の子のことを思い出すだろう。

　さて──、俺は移動を開始して数分で、目的地に到とう着ちやくした。

　目的地とは、高等部二年生の教室の前。

　この学校は『甲こう』の字を横にしたような構造になっていて、中央校舎に職員室や食堂や購こう買ばいなどがあり、北校舎は高等部の教室、南校舎は中等部の教室。──と、なっている。

　キスの女の子は空野の推測を信じるに──高等部二年生。

　ってことは……Ａ～Ｄクラスの場合北校舎の二階で、Ｅ～Ｇクラスの場合北校舎の三階だな？　──、まだ二年生の大半がＨＲ終わっていないようだし──、

「──片っ端ぱしから確かく認にんしていくか、ドアの窓から覗のぞいて」

　では、いざ往ゆかん──ッッ！

　まずはＡクラスから……っと、教室後方のドアの窓から覗くと、帰りのＨＲ中に、教師の話を聞かないでスマホ弄いじっているヤツがバレバレじゃん。おい、廊下側三列目、後ろから二列目の男子の先せん輩ぱい！　スマホでＤＭＭのエロゲすんな！

　次にＢクラスは──おおっ、こっちのクラスはスマホ弄っているヤツがいない！　でも代わりにマンガ読んでいるヤツはいた。窓側一列目、後ろから三列目の男子の先輩！　学校で『Ｔｏ ＬＯＶＥるとらぶる ダークネス』を読むとは恐おそれ入った！　……いや……っ、待て！　あっ、ちょ──っ、──嗚呼、『Ｔｏ ＬＯＶＥる ダークネス』を読んでいるのが先生にバレて晒さらし者になってしまったか……。

　続いてＣクラスは──ん？　……んん？

　あれ？　────いた！　いたぞ！

「────昨日のキスの女の子……っ」

　しかし……ここで運悪くも二年Ｃ組のＨＲが終わった感じか？

　事実、ぞろぞろと教室の中から先輩方が出てきて……ヤバイ、焦あせる！

　いやいや、そんな不ふ審しんそうな顔で俺のこと見ないでくださいよ！　少し女の子をストーキングしようと思っただけですって！　正当な理由で！

「姫ひめ！　この間ほしがっていたフィギュア、ゲットしたお！」

「わぁ！　ありがとぉ～、ヒメぇ、このフィギュアすっごくほしかったんだぁ～」

　ぅん？　教室の中から昨日の女の子の声がする？

　バレないように覗いてみるか……。

「それよりも、姫！」

「うみゅ～？　なぁに？」

「姫が好きそうな今月のラノベの新作、チェックしておいたぜ！」

　おふぅ、先ほどとは違う男子が女の子に話しかけているぞ……。

　え～っと……『[image: ～][image: ～]だお』って方が小太りで、『[image: ～][image: ～]だぜ』の方がガリの長身だな？

「あはっ、ありがと！　ヒメ、頼たよりになる男の子、だぁ～い好き♪」

「それで何かほしいラノベあった？　あるならオレが買ってくるぜ！」

「待てって、オレが買ってくるお！」

　うわぁ……、昨日の女の子の席に、二人の男子が群がっている。

　しかもそいつら、フィギュアやら何やらを献けん上じようしている風じゃありませんか……。

「いや、オレの方がラノベに詳くわしいぜ？　なっ？」

「でもさ？　オレの方が金持ってるから、店てん舗ぽ別特典も揃そろえられると思うお？」

　多分……男子の先輩二人は、仲良くないのだろうなぁ……。

　昨日の女の子を中心に、友達の友達は他人、みたいな関係が広がっていると思われる。

　なんていうか……男子の先輩、「オレが、オレが！」って様子で、ギリギリ声を荒あららげてはいないんだけど……、お互たがいがお互いを牽けん制せいするような口論になっているし……。

　二人の男子が必死に、そしてクールぶりながら対立していると──、

　姫、と呼ばれる女の子が──、

　そこで──、

「うみゅ……、二人とも、仲良くしよ……？　ケンカはよくないよぉ……。二人がケンカすると、ヒメ、悲しいよぉ……」

「えっ、いや……」「姫、オレたちはケンカなんて……」

「うん……ヒメのせいだよね？　ゴメンね？　ヒメ、次からは気をつける……」

「違うって、姫のせいじゃないお！」

「そうそう！　お互いラノベのことになると熱くなるだけだぜ……っ？」

「……ホントに？　……、──はわわ、ヒメ、なんか勘違いしちゃった。うぅ[image: ～][image: ～]、恥ずかしいよぉ[image: ～][image: ～]」

　ちょっと待て！　何をどうしたら勘違いって結論に落ち着くんだ!?

　明らかにあの男子の先輩二人、仲悪いだろ！

　気付け！　二人ともお互いに、相手を見下すような視線を送っているぞ！

「姫はドジっ娘こだお」

「そういうところで悪い男に騙だまされるんだから、気を付けるんだぜ？」

「えへへ、ありがとぉ～。二人とも、ヒメのこと大切に思ってくれてるんだね？」

　どこがドジっ娘だよ!?　むしろ明らかに計算し尽つくすタイプじゃん！

　悪い男に騙される？　お前らが騙されてるよ！

　そして騙されている事実に気付かず、お前らも騙そうとしているし！

「なるほど……これが噂うわさに聞いていた『オタサーの姫』ってヤツか……っ！」

　あの女の子、俺に好意がある（らしい？）上にオタク──つまり俺と同じ趣しゆ味みなのか。

　が……ッッ！　しかし──ッッ！

『オタサーの姫』ってどういうことだよッッ!?

　そう──、オタサーの姫とは、オタクサークルのような男性の所属比率が高いコミュニティに在ざい籍せきする、数少ない……言い換かえるなら希少価値の高い女子メンバーのこと！　特にオタクとかって、女の子に対して耐たい性せいがないじゃん？　その上、男女比が偏かたよっているから……、……『そこ』に存在するだけで女の子はお姫様扱あつかいされる！

　ゆえに『オタサーの姫』！

　あれぇ～？　俺ってもしかして昨日、オタサーの姫にキスされたのか？　やべぇ……、流石の俺も、自分からオタサーの姫という地じ雷らいを踏ふみ抜く勇気はない。

　確かに俺は女の子と仲良くしたい。しかしいくらなんでもオタサーの姫は……。

　う～ん、実に悩なやましい。

　で──、

　その後も俺は三人の様子を観察していたが……怖こえぇ……。

　みんな笑え顔がおなのに、誰だれ一人ひとりとして心の底から笑ってねぇ……。

　もはや三人の言うこと全てがウソと勘かんぐりたくなるレベルだ……。

「……、……。──危ない危ない、本来の『女の子の名前を暴あばく』ってミッションを忘れるところだった…………」

　今のところのヒントは、女の子本人も、取り巻き二人も、『彼女』のことを『ヒメ』って呼んでいることだけ……。

　果たしてそれは『本当の名前』なのか？

　それとも『オタサーの姫』から取った愛あい称しようなのか？

　もしくは『オタサーの姫』の方ではなく、『本当の名前』から取った愛称なのか？

「────あっ──」

　……いや────、

　…………待て────、

　落ち着け、俺……っ、──『ヒメっていう愛称』？

「────まさか……っ」

　と、そこで──

「それじゃあヒメ、部活に行ってくるね？」

「行ってらっしゃいだお！」

「また明日あした話そうぜ！」

　──女の子は教室前方のドアから出てくる。

　よかった、俺がいたのが教室後方のドアで……。

　さて──、

　俺は──『二つの間ま違ちがい』を願っていた──。俺が彼女の名前を間違っているという願いと、彼女が長らく会わなかった間に『こんな風』になっているのが何かの間違いという願いを、心の奥底で祈いのっていた。

　でも──、──やはり確かめる必要がある。

　だから俺は、オタサーの姫を呼び止めた。

「──百合ゆり姫ひめ！」

「──ふえっ!?」

　確かに反応するオタサーの姫。次の瞬しゆん間かんには、俺の呼び声に振ふり返ってくれる。

　彼女は──訂てい正せい──百合姫は、俺のことを視界に捉とらえたのだろう。

　お互いに目があった瞬間に、百合姫は嬉うれしそうな笑顔になる。

　聞き心地がいい足音が数回。近づいてくる百合姫。

　そして──

「花はな咲さき百合姫──、で、間違いないよな？」

「うん！　心路くんの幼おさな馴な染じみのお姉ちゃん、花咲百合姫だよ♪」

　──いつの間にか────、幼馴染に加えて、オタサーの姫という属性を得ていた百合姫は────答え合わせで一〇〇点をくれた。
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　思い返せば、あの時のやり取りがあったから『今』に至ったのかもしれない──。

　あの時、つまりは百合姫の小学校の卒業式の後──。

「ヒメは、心路くんのことが好きなの！　大好きなの！」

「百合姫……、……」

　体育館の裏──、涼すずしい春風──、一方でうららかな日差し──、

　百合姫の震ふるえている小さな肩かた──、真しん剣けんな熱を帯びた瞳ひとみ──、

　──今でも鮮せん明めいに思い出せる。

「心路くんは、ヒメのこと──、──嫌きらい？」

「……っ、……嫌いじゃない」

　その言葉を聞いた時の、百合姫の嬉しそうな微笑ほほえみ。

「なら──心路くん、ヒメとお付き合いしてくださいっ！」

　その言葉を口にした時の、百合姫の桜色に染まった頰ほお。

「ヒメは、心路くんと恋こい人びとさんになりたいの！」

　その言葉を紡つむいだ時の、百合姫の想おもいが伝わってくるような瞳。

　…………。

　……、…………。

「ゴメン……百合姫……」

「えっ…………？」

「俺は──二次元の女の子じゃないとヤダ！」

　俺はその一言で、百合姫の告白を断ってしまった。

　刹せつ那な、百合姫の大きくて可愛かわいらしい瞳に浮うかぶのは──大おお粒つぶの涙なみだ。

　だがしかし百合姫は、必死に涙を我が慢まんしようとして、我慢しようとして、我慢しようとして、だけど──それでも耐たえることができずに泣き出してしまった。

「し、心路くん……？」

「……、……なに？」

「ヒメは二次元の女の子じゃないけど──『ここ』にいるんだよ？」

「──そうだな」

「それなのに……二次元の女の子がいいの……っ……？」

　当時の俺は、大切な何かを言葉にできなくて、ただただ、百合姫の問い掛かけにコクンっ──と、小さく首を縦に振っただけ。

　すると当然、当時の百合姫は、悔くやしくなってしまったのか、その場から走り去ってしまった。その後、俺の記き憶おくに残り続ける、涙が落ちて湿しめった地面を残して。

　…………。

　……、…………。

　一応、みっともないけど弁解しておくと、この時の俺は、本気で、ネタとか冗じよう談だんとかではなく、二次元の女の子に恋こいしていた。

　オタクを拗こじらせている。

　痛々しい、実に痛々しい。

　その言葉の重みも知らないクセに、その言葉を平気で放つなんて、本当に痛々しい。

　当然、それから俺と百合姫は疎そ遠えんになった。

　でも──

　考えてみれば、あの時のやり取りがあったから『これから』に至れるのかもしれない。

　その『これから』に至る第一歩は──
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　花咲百合姫──彼女と初めて出会ったのは、幼よう稚ち園えんの頃ころだった。当時住んでいたマンションの部屋も隣となりで、幼稚園も同じで、俺が一年遅おくれで入学した小学校も同じで──異性と遊ぶとよくからかわれる時分でも、かなり仲良しだった記憶がある。

　性格は、かなり優やさしくて良い子だった。

　誰だれとでも積極的に仲良くなろうとするし、先生の言うことにも素直だし、俺のようなただ住んでいるマンションの部屋が隣なだけの、友達が少ない年下にも優しかったし。

　まぁ……そのせいで一部の女子からは「良い子ぶってる！」「優等生ちゃんｗｗｗ」ってイジメられかけたんだけど……。

　それでも俺と仲良くしてくれる、オタクではない、普ふ通つうの可愛らしい女の子だった。

　ほんの少ししか話さなくなったのは、俺がオタクを拗らせたあの告白の返事の後。

　それがさらに強まったのは、俺が小学校から中学校に進学する際にした、神園家のお引ひっ越こしの時。

　結果、俺と百合姫は疎遠になってしまったんだけど──、

「心路くん、そこの廊ろう下かを左に曲がって？」

「……はいはい」

　俺は今、その百合姫に指示されるままに廊下を歩いていた。窓から茜あかね色いろの夕日が差し込む。また、グラウンドの方からは、野球部の金属バットが白球を打つ小気味いい音が木霊こだましてくるではないか。まさに放課後、って雰ふん囲い気きだな。

　そんなノスタルジーな夕暮れなのに──、

　しかし俺は──、

「あは、心路くん、いつの間にかヒメより背が高くなったんだね♪」

「それより……恥はずかしいから腕うでに抱だきつかないでくれ……」

　──しかし俺は、百合姫に腕に抱きつかれていた……。

　くそ、どうしてこうなった……っ？

　ウェイ、ウェイ、落ち着こうぜ俺？　まさか小学生の頃に告白されて『二次元の女の子じゃないとヤダ！』って断った女の子と高校で再会？　それなんてエロゲ？

　いや、そこまではいいにしても、なにゆえあんな何の穢けがれも知らない、白しら百合ゆりのような百合姫がオタサーの姫ひめなんかになってしまったんだ……!?

　再会した幼馴染とラブコメ？　いいじゃん。

　オタサーの姫と痴ち情じようのもつれ？　こっちはダメじゃん。

　嗚呼ああ、百合姫を『幼馴染』と見るか『オタサーの姫』として見るかで、全てが変わってしまうではないか！

　入学早々、女の子と仲良くできるかも、って少し浮かれたのに──、

　俺のオタ充じゆうへの道程みちのり、険しすぎ……。

「あれって、花咲先せん輩ぱいか……!?　野球部の先輩に写真見せてもらったことあるぞ……ッ」

「お近づきになったが最さい期ご、彼女の誘ゆう惑わくには耐えられない。先輩がそう言ってたぜ……」

「……噂うわさだけだと思っていたが実在したのか!?　小鶴新田のプリンセス……っ！」

　どこかへ向かう道中、百合姫は俺の腕に抱きついてくる。

　が──、その上さらにおっぱいまで押し付けてくる……っ！

　なんか、あれだ……周りの生徒からガン見されているな……。学校の廊下で男子の腕に女の子が抱きついていたら当たり前だが……。あと、ヒソヒソ話もされているし……。

　────ひそひそ、ヒソヒソ。

「百合姫……、離はなれてくれると嬉しいんだが……」

「はわわっ、ご、ゴメンね？　ヒメに抱きつかれると暑いよね？」

「いや、……暑くはないんだけど…………」

「うみゅ……、ヒメ、よくお友達から『ＴＰＯを弁わきまえて』って言われるの……。心路くんもヒメに抱きつかれたら迷めい惑わくだよね……？」

　悲しそうな表情かおをして、腕を放す百合姫。

　果たしてそれはウソなのか、あるいは本心なのか？

　そういえば──、

　いつの間にか健すこやかに発育した幼馴染の女の子の双そう丘きゆう……。カップ数を測ることなんてできないけど──大まかには、腕に抱きつかれると、腕が谷間に沈しずむレベル。セーラー服越ごしにでも、サージ生き地じを内側から張らせて、大きさを主張しているレベル。──と、いったところだな。

「そ……っ、それで、俺たちはどこに向かってんだ？」

「お互たがい話したいこともあるだろうし、二人きりになれる場所に行こうと思っていたの」

　なんてこった……。言おうとしていることは伝わるんだけど、言い回しが確実にオタサーの姫っぽい。二人きりになれる場所、ってトコを強調なんてしなくてもいいのに……。

「さてさて、到とう着ちやくしたよ。──中に入って！」

　連れてこられたのは、北校舎からさらに北に進んだ部室棟とうの三階だった。

　閑かん散さんとしていて、時が色いろ褪あせたような、色が滲にじんで仄ほのかな朱しゆ色いろになった大正時代の写真のような、そんな雰囲気が部室棟の三階には広がっている。

　そこは、どこか懐なつかしい気分になれる気がした……。

「し、失礼します……」

「はい、失礼されますっ」

「──ここは？」

「ヒメが所属している部活の部室だよ！」

　入室する俺。部室の中には見るからにふかふかそうなソファーがあり……あれで寝ねたら気持ち良いだろうなぁ……。他には──人が寝そべられるぐらい大きいオシャレな机。その周りに六脚きやくの椅い子す。三架かの本ほん棚だな。二台のデスクトップパソコン。最後に薄うす型がたのＴＶがあった。ちなみに天てん井じようにはエアコンも。

　高校の部室としては、豪ごう華かすぎないか……？

　…………。

　……、…………。

　俺は机の周りにあった六脚の椅子の内、一番左奥の席に座った。

　そして百合姫は俺の対面、一番右奥の席に。

「──、なんていうか……。久しぶりだな、百合姫」

「うんっ、心路くんも久しぶり♪」

「──。早さつ速そく一つ訊ききたいんだけど……昨日の手紙って……？」

「心路くんのママから、心路くんがヒメと同じ高校に入学すること聞いていたの」

「それで驚おどろかそうとしたわけ？」

「違ちがうもん！　ヒメは──っ、そのぉ……うみゅ……」

　なんで尻しりすぼみに声が小さくなっていくんだ？

　百合姫は恥ずかしがっているのか、なぜか頰を桜色に染めて、人差し指をもじもじツンツンさせながら俯うつむいてしまった。

　昨日のキスを思い返してたりして……？

　……っ、ダメだ。俺も一いつ瞬しゆん、思い返しそうになってしまった……っ！

「い、言いたくないならそれはいいや」

「むくぅ……ホントは良くないのにぃ……」

　子供っぽく頰ほおをぷくっと膨ふくらませる百合姫。

　一方で俺は次の話題に移ろうとしていた。

「なぁ、百合姫……」

「？　なぁに？」

「百合姫ってもしかして、オタク──に、なったのか？」

　一体……どんな答えが返ってくるのだろうか？　嗚呼、自分でもわかるぐらい、期待と不安が心の中で入り混じっている……っ。

　そんな俺を真っ直すぐ見て、百合姫は──

「うんっ、そうだよ？　ヒメはもう、立派なオタクなの♪」

　……マジかぁ[image: ～][image: ～]……、俺が知っている頃までは、ただ俺の布教を受けているだけだった受け身で一いつ般ぱん人の百合姫が、いつの間にか受け身ではない、本物のオタクになっているとは……。

「ちなみに……どんなのを嗜たしなんでるんだ？」

「どんなの？　え～っと、普通に、アニメ・マンガ・ラノベ・ゲーム・同人誌・声優・アニソン・キャラグッズ・フィギュア──とかとか？」

　おふぅ……意外と本格的だ。オタクからしたらこのあたりは当たり前なんだが、そもそも一般人は、アニメ・マンガならともかく、同人誌という単語は知らなかったりするし。

　ちなみに俺が今までの人生の中でビックリしたのは、一般人だと、ことによると声優という職業を知らない人もいる──ってこと。

「フィギュアといえば、さっき偶ぐう然ぜん百合姫のクラスが視界に入っちゃったんだけど──」

　無論、本当は偶然じゃないけど。意図的に覗のぞいていたんだけど。

「──男子からフィギュアをプレゼントされていなかったか？」

「ああっ、これだよね？」

　カバンからフィギュアの箱を取り出す百合姫──って、よく詰つめ込めたな。フィギュアの箱ってでかいのに……。──いや、──待て、ちらっと覗けたけど、カバンの中に教科書とノート入ってないじゃん。オキベンだな？

　なんて俺が百合姫のカバンに気を取られているうちに、机の上に置かれる『艦かんこれ』の愛宕あたごさんのフィギュア。

「まさかとは思うけど……いつもこんな高そうな物を貰もらっては……？」

「なんかね？　あの二人はいつもヒメにアニメグッズをくれるんだぁ～♪」

　──っ、落ち着け、俺？　『疑ぎ惑わく』が『確信』に変わったからって、取り乱してはいけない……っ！　一ひと先まず、もう情報は出で揃そろっていて、今の百合姫の発言で、本人の言げん質ちも取ったようなもの──。

　なら──、

「──百合姫って、オタサーの姫──なのか？」

「ふぇ？　……な、なんで？　どうしてそう思ったの……っ？」

　なにゆえここで、そんな少し期待しているような上うわ擦ずった声を出す!?

　普通、後ろめたいことがバレて焦あせるモンだろ……!?

「いや、今の百合姫の発言でそう思っただけで……」

「そ、それで、心路くんはどう思った……っ？」

「ぅん？　どう、って具体的には？」

「えっ!?　例えば──『百合姫が俺の知らない間に他の男子と仲良くしてて、なんかモヤモヤする』とか『男子が百合姫と仲良くしていて、なんかムカつく』とか──そんな感じのこと？」

「えっと……『百合姫がチヤホヤされて、少しマイナスな意味でオタサーの姫を満まん喫きつしているな～』……とは思った」

　ところで少しでもプラスな意味合いでオタサーの姫を満喫する、っていうことはあるのだろうか？　基本、どう転んでもオタサーの姫を満喫するってマイナスな意味合いだろ。

　当然、百合姫本人には言わないけど……。

「…………」

「？　どうした、百合姫？」

「ぷいっ、心路くんの鈍どん感かんさん」

　よくわからないけど不当な罵ば倒とうを浴びせられてしまった……。甚はなはだ遺い憾かんである。

　さて、この話題は百合姫のご機き嫌げんを損そこないそうなので、次の話題に行くか。

「さっきの男子二人は、ここの部員じゃないのか？」

「昨年度の一月までは部員だったんだけど……色々あって退部しちゃったの」

「へ、へぇ……。──、闇やみが深そうだから訊かないでおくわ」

　ダメだ……っ、これも触ふれちゃいけない話題だった！

　どうする俺……っ？　俺の方からまた新しい話題を振ふるか!?

　と、考えていると、今度は百合姫が話しかけてきた。

「ところで──、心路くんって、昔と変わってない、よね？」

「充じゆう分ぶん変わっただろ。外見的にも、内面的に[image: ～][image: ～]……は、少し判別しづらいけど」

「──違くて、昔と変わらずに、オタク、だよね？」

　ふいに、百合姫は立ち上がる。

　彼女の声こわ音ねは、どこか縋すがるように聞こえた。

「あ、ああ、オタクだけど……」

「──よかった──」

　百合姫はそう言うと、数歩だけ移動して、部室の右手側、埃ほこりが被かぶらないようにカーテンが引いてあった三架の本棚の内、左ひだり端はしのそれの前へ行く。

「ヒメね──、昔、心路くんとお話しできることを増やそうと思ったんだ」

　こそばゆそうに頰を人差し指で搔かく百合姫は──、

「だから一いつ生しよう懸けん命めい、心路くんの趣しゆ味みを理解しようとしたの」

　喜ばしい意味でも、寂さみしい意味でも、子供の頃ころから変わっていて──、

「それでヒメは、少しだけど──、──昔と比べて、心路くんに追いつけたと思う」

　俺の知っている時分の彼女と比べてみると──、

「そして『それ』を──、心路くんに認めてもらいたいな♪」

　花咲百合姫は子供の頃から成長していて──……

「アテンション！」

　芝しば居いがかったその一言で、俺の視線を釘くぎ付づけにする。

　バァ……っ、と本棚に引かれていたカーテンを、翻ひるがえすように取り払はらう。

　果たして、何が出てくるんだ？　ここまで引っ張っておいて、重要な物じゃない、とかはないはずだけど……。

　カーテンのはためきが収まると、俺は立ち上がって本棚に収納されていた本を──、

「──っっ……。全部、同じ作者のラノベ……っ？　作者名は──」

　六段構造になっている俺よりも少し大きい本棚の二～四段目には、同じ作者の同じシリーズの同じ巻が、どの巻も五冊ずつ揃そろえられていた……っ！　……圧巻だ。二シリーズあって、どちらも五巻を超こえているから……、……五〇冊以上同じ作者のラノベがこの本棚にあるってことになるぞ……!?

　そ、それで……改めて作者名は──ッッ

「──百合ゆり崎さき放はな姫ひめ。──つまり、それらは全部、ヒメが書いたラノベなんだよ！」

「…………は？」

　何を言ってるんだ？　『ヒメが書いたラノベ』だと？　子供の頃、百合姫はオタクじゃなかったはず……。……俺の影えい響きようで多少同年代の子供の中ではアニメやマンガを知っていたけど、それにしたって……っ！　いや、待て？　──、危あやうく記き憶おく障害になりかけたけど、今の百合姫はオタクなんだ！　もう昔の認にん識しきは通用しない──ッッ！　俺と同等かそれより上のオタクと仮定して、百合崎放姫というペンネームと、その証言を組み合わせると……、ホントかよ……っ！

　ブレて揺ゆれまくる感情を抑おさえられない。正直、百合姫の発言には耳を疑っている。

　でも、もし『それ』がウソじゃないとしたら──、




「つ──っ、つまり……、百合姫は現げん役えき女子高生ラノベ作家ってことか!?」



















「えっへん！」

「で、ラノベが本ほん棚だなに収納されているってことは……っっ」

「ここは二次元文化研究愛好部──通つう称しよう・ニジケンだよ！」

　百合姫は、女の子特有の可愛かわいらしい笑え顔がおで、誘さそう。

「心路くんもニジケンに入部してくれる、よね？」

　まずは親しげに──

「入部してくれたら、ヒメぇ、す～っごく嬉うれしいな」

「……ほ、他に見学したい部活がある……って、言ったら？」

　次いで寂さみしげに──

「えっ……？　……、うみゅ……そういうのは、寂しいよ？」

　感情が熱量を持って、俺の身体からだの内側から外側へ飛び出すように暴れる。

　本当に本当なのか……っ!?　俺はいつの間にかラノベ作家と知り合いになっていて、しかもそれが女の子の幼おさな馴な染じみとか、まるで夢みたいだ……。一いつ介かいのオタク男子からしてみたら、人生に一度だけあるかないかのミラクルだぞ？

　そのチャンスを無む駄だにしてはいけない……っ！

「……俺、ニジ…………部するよ」

「ん？　なぁに？　聞こえないよ？」

　ぐっ、ラノベの主人公のような難なん聴ちようを発動しやがった……っ。

　しかしこの時ばかりは、俺も声が小さかったか……？

　言うしかない。幼馴染とはいえ、ラノベ作家と知り合いになれるチャンスなんだっ！

「──俺、ニジケンに入部するよ！」

「わぁ！　ありがと！　──、優やさしいんだね──、心路くんは♪」

　百合姫がまたもや腕うでに抱だきついてきたので、俺は彼女を引き剝はがすことになる。




　　　　◇　◆　◇　◆




「心路くん！　一いつ緒しよに部活いこ～っ！」

　ニジケンに入部して一晩経たったわけだが……百合姫のヤツ、わざわざ俺を迎むかえに一年生の教室まで来ているんだけど、恥はずかしくないのか？

「ちょっと待ってくれ。まだカバンに荷物入れてない」

「はぁい～」

　……、……、……んんっ？　なんで百合姫は教室の中にまで突とつ入にゆうしてくるんだ!?

　大人しく廊ろう下かで待っててくれよ!?　ここ一年生の教室だぞ？　気まずくないのか!?

「……神園、……神園」

「？　どうした？」

　右みぎ隣どなりの席から空野が超ちよう小声で話しかけてくる。

　別に放課後になると空野が右隣の席に来るとかではなく、普ふ通つうに席が隣同士なのだ。

「神園──、花咲先せん輩ぱいの部活に入部したん？」

「……色々あってな。つーか、なにゆえ百合姫のことを知っている？」

「動画じゃ顔を判別できなかったけど、そもそも花咲先輩はこの学校じゃ有名人だから」

「心路くん、誰だれが有名人なの？」

「「……っ!?」」

　びっくりしたぁ……っ、教室に入ったのは見ていたけど、そこから空野との会話に意識を向けすぎて、百合姫の接近速度を認識できていなかった……っ！

「こ、こんにちは、花咲先輩……」

「うみゅ？　──、──こんにちは♪　え～っと……」

「……神園の友達の、空野継未です」

「うんっ、よろしくね、継未ちゃん？」

　なん……だと……!?　オタサーの姫ひめとギャルっぽい女の子が会話すると、意外にも前者が優位に立つのか……っ!?　さっき、百合姫は有名人（たぶん悪い意味）──、みたいなことを言いかけていたけど、オタサーの姫って、ギャルから見ても『近づいちゃいけないオーラ』が出てるんだな。

「そ……そ、そういえば、神園が花咲先輩の部活に入部したって話に戻もどるけど……新入生の部活動勧かん誘ゆう期間ってまだ始まってなかったよね？　それなのに──」

　おおっと、ここで空野が（たぶん）居い心地ごこちが悪くなって、会話の相手を百合姫から俺に移した！　一方で百合姫は……、……なんで俺と空野を「むくぅ～」って言いながら、ジト目で睨にらんでんだ？

「──昨日百合姫から説明されたが……入部は勧誘期間に突入する前にしてもいいらしいぞ。入部は今月の一二日からで、勧誘は一九日からだ」

「フツー、入部スタートと勧誘開始って逆じゃないん？」

「新学期の最初の一週間は、新入生には学校に慣れてほしくて、部活に所属している上級生には色々準備してほしいんじゃないか？　入部は勝手にしていいけど、勧誘は新入生も上級生も新しい環かん境きように適応してからね～、って」

「ふーん」

　よしっ、ようやく帰りの準備を終わらせられた。会話しながらだったから、少し遅おそくなったけど……。同時に世間話も終わらせると「じゃ、また明日あした」「ああ、さよなら～」と帰りの挨あい拶さつをして、俺は自分の席を立って、百合姫を連れて教室を出るんだが……、

　で……、

　……なんで百合姫は不満そうなんだ？

「お、お待たせ、百合姫……」

「ぷいっ」

　昨日からずっと感じていたことだけど……ヤバイ、そんな擬ぎ態たい語ごを口に出して言うヤツ、生まれて初めて目もく撃げきしたぞ……っ！

　しかもそいつが自分の幼馴染とか……残念すぎる！

「なにゆえ不満なのでしょうか？」

　ニジケン部室に向かうための廊下を歩きつつ俺は問う。

「心路くん、継未ちゃんと仲良さそうだった」

「友達らしいからな」

「しかも、継未ちゃん、可愛かった！」

「まぁ、そうだな」

「しかもしかも、心路くん楽しそうにしてた！」

「いや！　それは気のせいだ！」

「むくぅ、……心路くんはヒメの幼馴染なんだからね？　他の女の子と仲良くされると、ヒメぇ、悲しいよぉ……。うみゅ……」

「は、はぁ……」

　不満そうにしたり怒おこったり落ち込んだり……忙せわしないな……。

　成長しているはずなのに、感情表現が昔と同じぐらい直線的だぞ……。

　百合姫の横顔をチラ見すると、微び妙みように目が潤うるんでいた。……もしかして、ウソ泣き？

「そこで──っ」

「……そこで？」

「そこで心路くんにはヒメの機き嫌げんを直すための義務を課します！」

「ほう、その内容は？」

「え～っと……、久しぶりに心路くんのお家うちにお泊とまりしたいなぁ～、なんて……」

「わかった、じゃあ今週の金曜日の放課後からでいいか？」

「……っ！　うんっ、楽しみにしてるね♪」

　その後──、廊下を進み、北校舎と部室棟とうを繫つなぐ渡わたり廊下を渡り、部室棟の階段を上がり、部室に辿たどり着くまで、──百合姫はかなり、とても、超ご機嫌だった。なにがそんなに嬉しいのか……？　「心路くんっ」「どうした？」「えへへ、呼んでみただけ～」なんてやり取りも二～四回はあったし……。

「帰ってきたよ！　ヒメと心路くん、二人だけの部室に！」

　ルンルン、って擬態語が聞こえてきそうなほど、幸せそうにドアを開けて百合姫は部室に入った。俺もその後に続くんだけど……って、ちょっと待った──、

「二人だけなわけないだろ。昨日は見なかったけど、他の部員はどうしたんだ？」

「あぅ！　それは、そのぉ～……」

　百合姫は俺から逃にげるために、入り口から離はなれているソファーに座る。

　が、俺も逃がす気はない。……なんか怪あやしいから。

　俺は百合姫の隣となりに座る。……おおっ、やはりソファーはふかふかだったか。

「実は……」

「……実は？」

　予想より早いが、百合姫はこの部活の部員に関することを話してくれる気になったらしい。俺は──大人しく聞くことにするか……。

　そして百合姫は──、ニジケンの部長（昨日そう説明された）は──、

　二次元文化研究愛好部の事情を告白する──、

　即すなわち──、

「この部活の部員って、ヒメと心路くんしかいないの」

　──という明らかな人材不足の事情を。

　言っていることは理解できる。この部活には俺と百合姫しか部員がいない。つまり、部員が二人だけってことだよな？　でも……一番初めのＨＲ（オリエンテーションもどき）で担任の先生から受けた説明だと、確か部活動を維い持じする部員数の最低限度って『五人』じゃなかったか？

「とりあえず、一から説明してくれ……」

「昔はいっぱい部員がいたらしいんだよ？　ヒメが入部する前なんかは、もう少しで二〇人に届きそうなぐらい部員がいたらしいし。意外とニジケンは伝統があるの」

「ほうほう、続きは？」

「でもでも……どんどん部員が減っちゃって……。活動内容が結構幅はば広かったんだけど、オタクの高校生がしようと思うのって、マンガ執しつ筆ぴつとかゲーム製作でしょ？　だからマンガ部とゲーム部に部員が流れて、あまりメジャーじゃないオタク活動をしようとした生徒だけがここに集まってきたの」

「──で、そのメジャーじゃないオタク活動をしようとした生徒はいずこに？」

「メジャーじゃないってことは、人数が少ないってこと。そしたら大たい抵ていの人は『一人でやるのと変わりないじゃん』ってなって……それでどんどん辞めて……、人数不足で……、最終的には──……」

「ぅん？　最終的には？」

「──、ニジケンは、廃はい部ぶの危機に陥おちいっているの」

　…………。

　……、…………。

「廃部の危機、って……具体的には？」

「まず、部員を五人、残り三人集めないといけないかな」

「昨年度までの部員はどこに行ったんだ？　流石さすがに二人か三人ぐらいはいるだろ？」

「はわわ！　それが～、そのぉ～、昨年度の一月に、小さい問題が起きちゃったの」

「話が進まないから突つっ込まないでおくけど、いつまでに五人集めればいいんだ？」

「五月の第二金曜日までだね」

「残り一ヶ月──。意外と猶ゆう予よあるし、何とかなりそうじゃないか？」

　なんだ、結構楽観視してもいい状じよう況きようじゃん。怠なまけるわけにはいかないだろうけど。

　が、百合姫は落ち込んだ様子で続ける。

「でも廃部になりそうな要因は、部員数以外にもあるの」

「……はぁ？」

「まず──、学校に存在する部活動として功績を挙げなければ、廃部決定。運動部なら高校総体とかだけど、ニジケンは文化部だから文化的活動の実績が必要になる」

「……他には？」

「次に──、中間テストで部員が受けたテストの内、二割が赤点だった場合は次の期末テストまで活動中止。──でも、活動中止と言っても、ニジケンの場合は実質、廃部と同義になっちゃう」

「部員の数はわかるとして……百合姫は小説家なんだから、充じゆう分ぶん功績を挙げているだろ」

「うん。──だからそのたった一つで、首の皮一枚繫がっている感じなの。あと補足だけど五人が集まったとしたら、ヒメだけじゃなくて残りの四人にも功績をある程度挙げてもらう必要があるから、そこも結構ギリギリ」

「なら……中間テスト云うん々ぬんっていうのは？」

「学生の本分は勉強だから、赤点は怠たい慢まん、なのに部活動をするのはおかしい。──って学校の方針だと思う。例えば一回の中間テストで英語・現代文・古文・漢文・数学Ⅰ・数学Ａ・物理・化学・日本史・世界史の一〇科目に部員五人が挑いどんだとしたら、平均で一人一科目しか赤点を取れない計算だね。一人平均二科目赤点だとアウトになっちゃう」

「で、それをなんとかしなければ活動中止？」

「うん……。一番マズいのは、活動中止＝ヒメの功績がなくなる、ってこと。ヒメはこれからもラノベを書いていく予定で、さりげなくそれを部の活動として生徒会に申しん請せいする算段だけど、活動が中止になっているのにそれをすると『活動中止期間なのに、どうやって部としての功績を挙げたの？』って拒こばまれちゃうから……」

「なっ、なら、同好会という手も……」

「この学校って、中高一いつ貫かん校で、それを考こう慮りよしてもさらになお部活の数が多くて、拠きよ点てんとなる部室の数が足りてないの。だから同好会創設はあんまり現実的じゃないと思う……部室が与あたえられないという意味で……」

　…………。

　……、…………。

　俺と百合姫は、ソファーに隣同士で座りながらうな垂れる。

　これって、部員数・活動実績・中間テストの三方向から一いつ斉せいに王手かけられている状況じゃないのか？　マゾゲーマーが喜びそうだな……。

「──心路くん」

　不意に百合姫が呼びかけてきた。

「どうした？」

「ヒメぇ、やっと心路くんと再会できたんだから、もっと一いつ緒しよにいたいよぉ……」

「そうだな」

「部活以外でも会えるかもしれないけど、形がほしいなぁ」

「……そうだな」

「ヒメ、心路くんしか頼たよれる人がいないの……っ」

　さて、どうしたものか……。──俺はオタク。少なくとも自分ではそう思ってる。入りたい部活は特にない。唯ゆい一いつの例外が、このニジケンってわけだ。きっと理由は、オタクが当たり前の部活だっていうのと、百合姫がいるっていうのの、二つ。

　チラッと隣を確かく認にんすると、百合姫が不安そうな表情をしながら──

　──俺のブレザーの裾すそを、チマっと摘つまんでいた。

　アレだな？　俺はどっちでもよくても、百合姫がどっちでもよくない、ってことだろ？

　しょうがない。

「……わかった、一緒に……まずは部員集めから始めるか」

「わぁ！　うん……っ！　ヒメぇ、心路くんみたいに優やさしい人、大好き♪」

「そういうことを軽々しく言うなし……」

「でもでも！　これからやっと、心路くんとオタク活動できるね♪　あはっ」

　百合姫の発言を鑑かんがみるに、俺とオタク活動するのが部活存続のメインの理由に聞こえるけど……実際はわからない。だけど一方で俺は、百合姫はオタサーの姫ひめだけど、だからこそ百合姫には女の子のオタ友が必要だと思う！

　あれ？　なんかすれ違ちがってないか？　気のせいか？




　　　　◇　◆　◇　◆




　おかしい……。かれこれ入学から三日経たった今日は四月一四日なのだが……、……俺、クラスメイトとまともに話してねぇ！

　普ふ通つうに会話成立してるの隣の席の空野だけじゃん!?

　なんか教室全体が『小鶴新田のプリンセスの取り巻きには近づかないでおこう』という空気に包まれている気が……。これも百合姫の呪じゆ縛ばくか……。いやいや！　俺、取り巻きじゃないですよ!?

　くそぉ……、このままではクラスで浮ういて、ボッチになり、理想とは逆走してしまう！

　きちんとオタク趣しゆ味みを認めてもらう前に、まずは友達を作らないと！

「神園さぁ、花咲先せん輩ぱいと付き合っている感じなん？」

　場所は教室──。時は昼休み──。

　空野が右みぎ隣どなりの席から話しかけてきた。

「なにゆえ？」

「だって、昨日は先輩、神園のことを迎むかえに来ていたし……あと実際に目もく撃げきした生徒も多いんだけど、学校の廊ろう下かで神園の腕うでに抱だきついているらしいじゃん、花咲先輩？」

「……百合姫が勝手に抱きついてきただけだ。俺は望んでなんていなかった」

「ほ～う？　つまり神園の認識としては付き合っていない、と？」

「幼おさな馴な染じみだから抵てい抗こうがないだけだろ。同じ幼よう稚ち園えんや小学校に通っていた頃ころは、一緒にお風ふ呂ろに入ったし、一緒に寝ねたし、子供の頃の話だから暴ばく露ろするけどよくキスだってしたし」

「ふ～ん……、でも気を付けなよ？　花咲先輩って、よく悪い噂うわさを聞くから」

「──百合姫がオタサーの姫、ってことならもう知っている」

「違くて、花咲先輩って、昨年度の一月にサークルクラッシュを起こしたんだって」

「……、……はっ？」

　サークルクラッシュを？　百合姫が？

　サークラって『あれ』だろ？　サークルの人間関係が壊こわれること。

　主に男女の多角関係のもつれで……って、待て！

　一昨日おとといの──

『さっきの男子二人は、ここの部員じゃないのか？』

『昨年度の一月までは部員だったんだけど……色々あって退部しちゃったの』

『へ、へぇ……。──、闇やみが深そうだから訊きかないでおくわ』

　──という会話。

　そして昨日の──

『この部活の部員って、ヒメと心路くんしかいないの』

『はわわ！　それが～、そのぉ～、昨年度の一月に、小さい問題が起きちゃったの』

　──という発言。

　これって全て、空野の言う百合姫が起こしたサークルクラッシュが原因ってことか!?

「……、……空野は、オタサーの姫って単語の意味、知っているか？」

「どうしたん、急に？」

「とりあえず……、百合姫がオタクじゃない一いつ般ぱん人な生徒にも、なんて思われてるか確認したいんだ……。ぶっちゃけ、空野から見てオタサーの姫ってどう？」

「えぇ～、──『オタサーの姫』って基本的に男性が多いとされるオタクサークル、略してオタサーで紅一点を張る存在のことでしょ？」

「そこまでの認識なら、百合姫もギリギリ変な目で見られてないか……？」

「でもさ？　オタクな男子は女の子に免めん疫えきがないじゃん？　自分の身近にいる女子にあっけなく陥かん落らくしがちだし……。だからオタサーの姫は男子にチヤホヤされるんだけど──通説の姫は『男子にチヤホヤされたいから、あえてオタサーに入った』って順序が逆のケースが多いよね」

「ダメだった！」

「なにが!?　急に机に頭を叩たたきつけないでよ！」

「そこまで知られてんじゃ、百合姫は一般人からも『そういう女子』って見られてることになるじゃん！」

「なら、もうやめる？」

「いや、一応続けてくれ」

「…………。そんじゃ続けるけど──、──オタサーの姫ってオタク文化に対してニワカで、アニメとかを男子にもてはやされるためのツールとして使う場合すらある、ってあたしは聞いたよ。その上、男子に思わせぶりな態度ばっかり取るから、男子が姫を巡めぐって諍いさかいを起こす展開も珍めずらしくなくて、最悪サークルが壊れることだってあるんだっけ？　それが昨年度のサークルクラッシュ、みたいな？」

「救いようがない！」

「怖こわっ！　急に机に頭を叩きつけるようにヘドバンしないで！」

　絶望だ……、百合姫はもう、一般人からもそういう風に『人間関係を壊した女』として認識されているらしい……。それが何かを起こす、何か実害がある──とかはわからないけど、少なくともいい気分じゃない……。

　だって、オタサーの姫だとしても、百合姫は俺の幼馴染だから……。

「ところで、さぁ」

「どうした？」

「花咲先輩ってツイッターとかやってんのん？」

　空野は急にそんなことを訊いてきたけど……それがどうしたんだろうか？

　多分、百合姫はオタサーの姫でもあるが、同時にラノベ作家でもある。

　だとしたら、可能性はなくはないと思うけど。

「安直な発想だけど、オタサーの姫ってツイッターとかしてるイメージあるんだよね」

「ほうほう、それで？」

「花咲先輩のツイッターを覗のぞけば、学校の中ではなく外で、どう扱あつかわれているかもわかるんじゃない？　花咲先輩のオタサーの姫が、学校の中だけで収まってたら、まだ救いようがあるっていうか？」

「なるほど……」

　確かスマホは制服の右ポケットに入れておいたはず。──あったあった。

　で、スリープを解除して、パスナンバーを入力！

　スマホで自分のツイッターを開いて、百合姫のペンネームである『百合ゆり崎さき放はな姫ひめ』を検けん索さく……っと。

「…………あ？」

「おお～、これは見事に真っ黒だねぇ」

　確かに百合崎放姫で検索すると、一つのアカウントがヒットした。んだけど……

　とあるラノベ作家には──

『新刊面おも白しろかったです～っ！　来年も新年会ありそうですし、早くお話ししたいですね♪』

『ヒメさんって仙せん台だい在住なんだっけ？　現げん役えき女子高生だし、新年会とかじゃないと会えないもんね～。早く二〇歳はたちになってお酒飲めるようになれるといいね！』

『ヒメ、お酒って怖いイメージあるんですよ……。でもカシス系（？）は女の子でも美味おいしく飲めるって聞きました！　早く大人になりたいです～っ！』

　とあるイラストレーターには──

『わぁ！　イラスト、とぉ～っても可愛かわいいです！　尊敬しちゃいます～っ！』

『ありがとうございます！　ヒメさんの新刊も読みましたよ！』

『ホントですか!?　ヒメ、嬉うれしいです♪』

　とあるファンには──

『このお仕事で長生きできるのか不安だなぁ……。夜になると何も悲しくないのに涙なみだが出そうになるの。ヒメって寂さみしがり屋さんなのかなぁ…………？』

『放姫先生のために新刊を、読書用、保存用、布教用の三冊買いました！』

『放姫先生、頑がん張ばってください！　ボクも布教活動頑張ります！』

『みなさん、応おう援えんありがとぉ！　ヒメ、優しい読者のお兄ちゃん、だぁ～い好き！』

　…………。

　……、…………。

　これは見なかったことにしよう……。

「結局、学校の中でも外でも百合姫はオタサーの姫になってしまったのか……」

「う～ん、そこまで悩なやむほどのことなん？」

「どういうニュアンスで？」

「そこまで神園がオタサーの姫に嫌けん悪お感かんを持ってんなら、疎そ遠えんになればいいと思って」

「なんか違う……。理り屈くつではその通りかもだけど、それにしては俺、百合姫に好意的な感情を持っているから……幼馴染として……」

「へぇ、感情の問題ねぇ～」

　どうすればいい……？　自分の幼馴染が暫しばらく会わない内にオタサーの姫になっている時は……。２ちゃんねるにスレッドを立てるか？　ツイッターで愚ぐ痴ちるか？

　いや、違うだろ……。

　幼馴染の俺が百合姫を認めないで、誰だれが百合姫を認めるんだ……？

　幼馴染の俺が百合姫を守らないで、誰が百合姫を守るんだ……？

　あいつは──、百合姫は──、

『ヒメぇ、やっと心路くんと再会できたんだから、もっと一いつ緒しよにいたいよぉ……』って、

『部活以外でも会えるかもしれないけど、形がほしいなぁ』って、

『ヒメ、心路くんしか頼たよれる人がいないの……っ』って、

　そう、俺に言ってくれた……。……なら俺は百合姫のために、もう二度と、サークルクラッシュが起きないようにする……っ。

「百合……ため、もう……とサ……ル…………ュなんて……させない……っ」

「ぅん？　どうしたん？　聞こえないんだけど」

　そうだ、それしかない。

　エゴだけど──、

　俺は幼馴染の女の子が自じ業ごう自じ得とくとはいえ──、──そういう風な立場にいるのを黙もく認にんできないんだ……っ！

「百合姫のためにもう二度とサークルクラッシュなんて起こさせない！」

　弱い動機かもしれない──。

　自分の意志が欠けている理由かもしれない──。

　でも──、

　──俺は幼馴染の味方でいたいんだ。

　──もう百合姫の涙は見たくないんだ。

　──百合姫が、ニジケンの存続を望んでいるなら。








一・五章　オタサーの姫ひめとガチャポン









　四月一五日（木）──。俺と百合ゆり姫ひめはアニメイト仙せん台だい店を訪おとずれていた。

　明るいアニソンが流れる店内。お客さんであるオタクたちは、お目当ての本やグッズを発見すると楽しげに賑にぎわいを見せる。一方で店員さんはかなり大変そうだが、それでもやはり、大好きなアニメに囲まれた職場で働くことに笑え顔がおを隠かくしきれていない。

　そんな中、俺は百合姫のガチャポンに付き合わされていた──。

「しんじくん～、このガチャポン、シークレットが出ないよぉ……」

「そんなこと俺に言われてもどうしようもないだろ……」

　オタサーの姫あるある、その一──、

　なにゆえかは知らんが、ガチャポンが大好き。

「あっ、うみゅ……一〇〇円玉なくなっちゃった……。──両りよう替がえしてくる！」

　してくる！　……って言っても、両替機までは一〇歩圏けん内ないなんだよなぁ……。

　両替といえば、百合姫はお目当てのガチャポンを取り巻き＝オタサーの騎き士しに取ってもらったりはしないんだな。まぁ、今ここに騎士はいないけど。俺と百合姫の二人だけど。

　……、いや待て……!?　百合姫の場合、ラノベ作家だから印税もあるじゃん!?

　何円入ってくるのかは知らないけど……、……少なくともガチャポンし放題なのか!?

　嗚呼ああ、正直羨うらやましい……。

　ところで、なぜオタサーの姫にはガチャポンと両替機がここまで似合うのだろう？

　あっ──、──、──もう戻もどってきた。

　そしてリトライする百合姫。

「今度こそシークレットが当たりますよーにっ」

　一〇〇円玉を投入。次いでハンドルをガチャガチャ回す。

　最後に、出てきたプラスチック製の玉を開けた。

　ネットで見かけたけど……本当にオタサーの姫って『こういうの』がしっくりくるんだなぁ。黒くろ髪かみで前髪パッツン＋ツーサイドアップ＋ニーソックスの女の子がガチャポンを回しているシーンを、実際にアニメイトとかゲーマーズで見かけると、マジで「おっ、オタサーの姫だ」って言いたくなること必至だろう。──今は当事者だから言いたくないけど！

「うみゅ……、また違ちがうのが出た～……」

「もう諦あきらめたらどうだ？」

「むくぅ、だって～、ヒメぇ、どうしてもシークレットがほしいんだもん～」

　その気持ちはオタクだから痛いほどよくわかるけど……、でも自分の隣となりを見てみようぜ？　具体的に言うと──『不思議の国のアリス』をモチーフにした、フリル付きでピンクの手て提さげバッグに入ったガチャポンの玉の数々を。

　……なんでオタサーの姫はアリスをモチーフにした小物を好むのだろう？　謎なぞだ。

「心路くん～、ヒメの代わりに取ってぇ～？」

　百合姫のヤツ……っ、腕うでに抱だきついておっぱいを押し当ててきやがった……っ。

　しかもすっごく甘ったるい鼻にかかるアニメ声で！

「はいはい、一回だけな……。──、──ん？」

「ぅん？　どうしたの、心路くん？」

「このガチャポン、今の百合姫ので空になっている……」

「…………ふえ!?　つ……、つまりヒメは、どこぞの誰かさんにシークレットを取られちゃって、ノーマルしか入っていない状態のガチャポンを延々と回し続けていた──ということ？」

「残念ながらそういうことだ」

「うみゅううううううう！　ヒメの一〇〇円玉を返してえええええええ！」

　──嗚呼、ご愁しゆう傷しよう様さま。








二章　幼おさな馴な染じみVS妹inお泊とまり会









　俺の高校生活の目標が『目指せオタ充じゆう！』なのは「くどい！」って怒おこられそうなほど今さらなことだけど──、──どうしてそんな目標を抱いだくようになったのかを、つまり動機を、俺は未いまだ誰にも、百合ゆり姫ひめや空そら野のにも語れずにいた。

　中二病はハシカのようなモノである。

　思春期に、自分をカッコよく、あるいは女の子なら可愛く演出・表現したいがために、色々なありもしない設定を自己に付加する。

　例えば──自分は前世で救世主だった、とか。

　例えば──自分は世界を変えるほどの異能力を持っている、とか。

　言ってしまえば俺の小学～中学時代は、ちょっとした中二病の亜あ種しゆに蝕むしばまれていた。

　クラスの女の子を目の前にして「二次元の女の子は最高！」って言ったり──、

　先生を目の前にして「小鳥遊たかなしまひるちゃんルート突とつ入にゆうーっ！」ってゲームしたり──、

　そういう『オタクな俺』をカッケエエエエエエエエ！　って自うぬ惚ぼれていた。

　かゆい！　かゆい！　今思い返すと背中がかゆい！

　若気の至りだ！　今も充じゆう分ぶん若いけど！

　ごほん──、

　さて──、

　中二病、及およびその亜種の痛々しさに気付くのは、『何か』を経て成長した証あかしである。

　俺も小学～中学生の時分を振ふり返ってみると──嗚呼、昔の自分を殺してやりたい。

　無論そんなことは不可能だけど……。

　ならばせめて、今を充じゆう実じつさせよう。

　こんなふうに考え方を改めたのは、当然『あれ』が、理由ではなくともきっかけだけど──

　──ともかくこんな感じの思考回路で、俺は高校生活を経てオタ充になろうと思った。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺と百合姫が通う小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校は、名前の由来にもなっている宮みや城ぎ県仙せん台だい市の宮みや城ぎ野の区の小鶴新田にある中高一いつ貫かん校だ。文武両道を謳うたっているけど、百合姫曰いわく「頭がいい子は勉強を極きわめている。でも逆に運動ができる子はスポーツを極めているの。ＲＰＧのステータス的に言うと、勉強九〇・運動六〇……、もしくは勉強六〇・運動九〇……、っていう偏かたよったステータスの生徒が多いかな」──とのこと。

　いやいや！　少し偏ってはいるけど平均は高いじゃん！

　最も寄より駅は仙せん石せき線の小鶴新田駅で、校舎から一〇分程度。

　で──、俺と百合姫はその仙石線に乗って仙台駅に、次いで乗り継つぎ、東北本線に乗って長なが町まち駅に、最後に自転車を漕こいで俺の自宅まで走る。

「ふわぁ～、心路くんの背中、おっきいね♪」

「…………さいですか」

「心路くん！　心路くん！　ぎゅ～、ぎゅ[image: ～][image: ～]っ」

　なんでそこまで強く抱きつく必要があるんですかね？

　本来、自転車の二人乗りっていけないことなんだけどなぁ……。

　百合姫の胸を強調する感じの上うわ目め遣づかいに負けたのが運の尽つきか……。

「えへへ～、今日は心路くんのお家うちにお泊とまりだぁ」

「約束してしまったからな、金曜日に泊める、って」

　しかしそのせいで、自転車のカゴはヤバイことになってるんだけどなぁ……。俺がいつも使っている通学用カバンに加え、百合姫の通学用カバンに、お泊まりグッズが詰つめ込まれているパープルのボストンバッグがカゴにムリヤリ入れられている。

　百合姫の通学カバン、なぜかウサギの耳が付いててマジでオタサーの姫ひめっぽい……。

　一方、ボストンバッグは……、──フリル付き！　リボンいっぱい！　ハートマーク！

　どこで買ってくんだよ、こんなの……。

「──夕日、きれいだね」

「いやいや、俺、東側向かって走ってるじゃん。夕日見れるの百合姫だけじゃん」

　それでも、夕暮れ時の雰ふん囲い気きは感じられる。

　茜あかね色いろに染まった住宅街。涼すずしげな夜風もどき。

　仄ほのかな樹木や電柱の影かげ。芳かぐわしいナノハナと白はく木もく蓮れんの香かおり。

　約一キロは直線が続いている、広くて見晴らしが良いのに、しかし人通りが少ないセンチメンタルな大通り。俺は百合姫を後ろに乗せて、静せい穏おんで真っ直すぐな茜色に染まる道を、懐なつかしくて優やさしい気持ちになりながら自転車で走る。

「今はここらへんに住んでるの？」

「そうだな」

「──ねぇ、──」

「ん？　どうした？」

　すると百合姫は抱きつきながら、俺の耳元に唇くちびるを寄せる。

　ああ……、耳を掠かすめる吐と息いきがこそばゆくて、心臓がうるさい……。

「二人でいけないことしてると、ドキドキするね」

「自転車の二人乗りぐらい、子供の頃ころに何度もしただろ」

「もうヒメたち、子供じゃないよ？」

「じゃあ降りるか？」

「ううん、このままでいたいな……♪」

　少しの間、俺も百合姫も無言に──。

　はぁ……こういう態度こそ、百合姫がオタサーの姫と呼ばれている所以ゆえんなんだろうなぁ……。他の人が聞いたら誤解しそうなセリフをピンポイントで言ってくるんだし。

　一昨日おととい、空野の前で「百合姫のためにもう二度とサークルクラッシュなんて起こさせない！」なんて宣言したんだから、なるべく早く有言実行する必要があるわけだ。今日が一六日だから、大体入学から五日費ついやして百合姫と過ごしたけど、本人にその気がなくても、他た人にんから見たら誤解されるような言動は多々あったし……。

　今度からは、きちんと対策を練らないと……。

　しかしその前に、部員集めが優先か……。

　でないとサークルを壊こわすどころか、壊すサークルすらなくなってしまう。

　前ぜん途と多難すぎぃ！

「──。ところでさ、俺ん家ちに泊まりにくるのはいいけど、なにすんの？」

「泊まりがけで心路くんとオタクっぽいことしたい！」

「本当にすっかりオタクになったんだなぁ……」

　ついでに言えばオタサーの姫にもなっているし……。

「やっぱり、心路くんが高校生になった今、どのぐらいのオタクなのかをヒメが知っておかないといけないと思うの！」

「もうすぐ部活の勧かん誘ゆう期間が始まるから、どの程度オタクとして戦力になるかをチェックするのか……。部長は大変ですね……」

「あはっ、じゃなきゃニジケンの勧誘なんてできっこないからね♪」

　自覚はないけど……空野あたりに言わせれば、俺と百合姫の関係は『友達以上、恋こい人びと未満』なんだろうか？　いや、……考えすぎだな。『幼馴染』っていうのは友達とも恋人とも違ったカテゴリーなんだから。

「着いたぞ」

「わぁ、なんか凄すごい不思議な感じ！」

「？　別に普ふ通つうの家だろ？」

「そうだけど、ヒメ的に神かみ園ぞの家って言えば、あのマンションの隣の部屋だからね」

　なるほど、確かに一理あるかもしれないな。

　俺が小学校を卒業するまで、神園家は花はな咲さき家と同じマンションの隣の部屋にあったわけだし。引っ越こし後、新しくできた方の神園家に百合姫は一度も来てなくて、来るのは今日が初めてなわけだし。

　さて、自転車を停とめて……、

　っと……早さつ速そく家の中に入るか……。

「ただいま～」

「おじゃましま～す……」

　百合姫、そんなビビらなくてもいいのでは？　でも新しい方の神園家に来るのは初めてだから、しょうがなくもあるか……。一応俺たち、一五歳と一六歳の男女なんだし。

　と、そこで──

「お兄ちゃん、お帰り！」

　小走りでやってきた我が妹が、俺の腰こしより少し上に、だきっ、っと抱きついてきた。

　こいつ、百合姫のことが眼中にないな？

「ふっふっふ～、お兄ちゃん精分、ほきゅーほきゅー」

「夢ゆめ乃の～、お客さんがいるぞ～」

　しかし夢乃は離はなれない。なんでだよ……。離れろよ……。

　お客さんがいるんだから甘えん坊ぼうを封ふう印いんしろよ……。

「むくぅ……っ、心路くん！　なに妹相手にデレデレしてるの!?」

「──っ、えっ──？　なんで百合姫さんがここにいるんですか!?」

　デレデレしてないけど？　そして夢乃、ようやく百合姫の存在に気付いたのか……。

「同じ高校に通ってて、その上同じ部活に所属しているからだよ！　ね～、心路くん？」

「ちょっと！　お兄ちゃんに抱だきつかないでください！」

　百合姫、小学四年生と張り合ってどうする……。

　百合姫は夢乃に対たい抗こうするように、俺を後ろから抱きしめてくるわ……、夢乃は百合姫に負けないように、前から俺に抱きついてくるわ……、一体どうしろと？

　背中には百合姫のおっぱいが当たっているし……、お腹なかより少々上には夢乃の吐と息いきが当たっているし……。

「お兄ちゃんは夢乃のお兄ちゃんなんです～っ！」

「心路くんはヒメの幼馴染なの～っ！」

　最終的に──百合姫は後ろに、夢乃は前に、俺を引っ張り合い始めた──。




　　　　◇　◆　◇　◆




　夕飯は四人で頂くことになった。俺、百合姫、夢乃、母さん──って感じで。

　メニューはカレーだったが俺と百合姫と母さんが中ちゆう辛からなのに対し、夢乃だけが甘口で、なぜか「これが……敗北の味……っ」って食事中うな垂れていた。

　で、夕食の次はお風ふ呂ろなんだが……、

「しっ、しし、心路くん……っ」

「ん？　どうした？　そんな顔を真っ赤にして」

「そのぉ……ひ、ヒメ、とっ……、っ……一いつ緒しよに！　お風呂、入らない……!?」

「なにゆえ!?　俺たちもう高校生だぞ!?」

　カーペットに座る俺に、ソファーに座っていた百合姫が爆ばく弾だん発言してきやがったっ！

　恥はじらっている百合姫。太ももをもじもじさせて、不安そうに肩かたを揺ゆらす。

　頰ほおを桜色に染めて、視線を絶対に俺とあわせずに、しかしチラチラ俺を覗のぞいてくる。

　嗚呼ああ、リビングに母さんがいなくて心底よかった……。

　だけど、母さんがいなくても、リビングには夢乃がいるんだよな～。

「お兄ちゃん！　夢乃も夢乃も！」

「なにが夢乃も!?　お前もう小学四年生だろ!?」

「お兄ちゃんが百合姫さんと一緒にお風呂するなら、夢乃もお兄ちゃんと一緒にお風呂入りたい！　ねぇ～、いいでしょ～？」

　夢乃……っ、重たいから、……いや、軽いけど……、暑いから背中から抱きつくな！

　そしてそんな風に可愛かわいくねだっても、ダメなものはダメだ！

「待ってくれ！　頼たのむから少し考えさせてくれ！　…………上手うまく断る方便を（ぼそっ）」

「「は～い」」

　どうする!?　普通に考えて、夢乃は妹だからギリギリセーフな気もするけど、百合姫の方は絶対にアウトだ。──で、二人同時に説得するのは無理だから、一人ずついこう。

「まず、百合姫はなんで俺と風呂なんかに入りたいんだよ……？」

「ふえ!?　それは……そのぉ……、やっぱり心路くんはオタクの男の子だから、そういうテンプレなイベントが好きなんだと思って……」

「確かに好きだけど、それを百合姫が再現する理由は？」

「だってぇ……心路くんと離れていた分、早く仲良くしたいんだもん……」

　寂さみしそうな表情になって俯うつむく百合姫。

　泣きそうな目をするなよ……。

「それとも心路くんは……幼おさな馴な染じみと一緒にお風呂入ると、ドキドキ、しちゃうの……？」

「はっ!?　い、いや、……っ、そんなことないけど……!?」

　なんか巧こう妙みような罠わなにハマった気がする。

　幼馴染にドキドキなんてしない　[image: →]　じゃあ一緒に入浴しよ？　[image: →]　いや、それは考えさせてくれ　[image: →]　やっぱりドキドキするの？　──っていう誘ゆう導どうが一つ目の罠。

　しかし一つ目の罠を回かい避ひしても『幼馴染にドキドキしないなら、一緒にお風呂も大だい丈じよう夫ぶだよね！』って感じに誘導されてしまう。これが二つ目の罠。

　嗚呼……、ジレンマである。

　ドキドキを否定しないか──。

　それとも否定する代わりに一緒に入浴か──。

「と、ところで夢乃は──」

「ぅん？　百合姫さんとは大丈夫なのに、夢乃がダメな理由ってあるの？」

　普ふ段だんアホの娘このくせに、なんでこういう時だけ的を射たこと言うんだよ!?

　ぐっ、確かに夢乃の言うことも一理ある。皮肉なことに、百合姫を認めた時点で、夢乃も同時に認めなくてはならないなんて……。

　で、仕方なくリビングを出る俺と百合姫と夢乃。

　そういう運びになると、三人で脱だつ衣い所に移動し、三人で服を脱ぐのは……不ふ可か抗こう力りよくな気がする。……男子一人に対し、女の子二人が同じ空間で服を脱ぐとか……、気まずい。

「……んっ、──しょ」

　俺に背を向けながら、百合姫は、本当に脱ぎ始めやがった……。

　百合姫の下着は、上下お揃そろいのフリフリだった。布の面積が少なく、年とし頃ごろの女の子が背せ伸のびしている感じがよく表れている。ブラを外すと、百合姫の大きめな乳ち房ぶさが揺れた。次いで百合姫はショーツを脱ぬごうとするが──ゴムにかける白くて細い指の動きが、上品で滑なめらかなのに、逆にいやらしい。左足を浮うかせてショーツを半分脱ぎ、しかし右足は上げず、右側だけ穴に脚あしを通したままショーツを重力に任せて足元に落とした。それを百合姫は屈かがんで拾うが、その際に安産型の大きくてやわらかそうなお尻しりが、俺に対して突つき出されてしまう。

　最後に──バスタオルで前を隠かくしながら、お揃いのショーツとブラを、脱衣籠かごの中に入れる百合姫。

　こ、これ以上はいけない……っ、すぐに視線を逸そらさないと！

　しかし、俺が視線を逸らした先には──

「？　どうしたの、お兄ちゃん？」

　俺が視線を逸らすと、そこでは夢乃が脱いでいた。

　まだ小学四年生だからか、ブラは着けていない。未成熟な青い果実を彷ほう彿ふつさせる、発育前の胸は幼かった。パンツを脱ぐ際に、小こ振ぶりなお尻が左右に揺れる。小さなお手々で、最後まで残されていたパンツを脱ぎ終えると、夢乃は生まれた時の姿になってしまう。

「？　お兄ちゃん、聞いてる？」

「……いや、不平等だから百合姫の時と同じ目線のナレーション……っていうかモノローグを脳内に流したけど、妹はやはり妹だった……」

「？　うんっ、夢乃はお兄ちゃんの妹だよっ」

　けど……どう足あ搔がいても妹は妹だけど、少しは成長したか？　身体からだが丸みを帯びてきたというか、触ふれたらやわらかそうになったというか……。女の子の体つきになってきたということだろう。

　まぁ、いいや……。俺も脱ごう。

　…………。

　……、…………。

　あのさぁ……、一番風呂って、浴よく槽そうに蓋ふたがしてあるじゃん……？

　そのせいで湯気がまったく立ち込めてない！　アニメとかでよくある局部を隠すことが、まったくできない！　これは喜んでいいのか!?　嘆なげいた方がいいのか!?

　洗面所・兼けん・脱衣所では、百合姫は衣類を脱ぎ終えた後、すぐにバスタオルを巻いたが……この場合はどうすればいい……!?　温泉じゃないからバスタオルを巻いたまま入浴してもいいのか……!?

　いや、待て……っ、バスタオルを巻くにしろ、巻かないにしろ、俺が百合姫を視界に入れなければいいだけの話か……っ!?

「お兄ちゃん！　早く入らないと風邪かぜ引いちゃうよ？」

「……っ、そうだな！　入るか……っ」

「そっ、そうだね！」

　俺も百合姫も、思わず焦しよう燥そうが声に出てしまったけど……夢乃に怪あやしまれてないよな!?

　いけないいけない……っ、百合姫に変な気持ちを抱いだくなんて、本人に失礼だ……っ！

　無心になれ、無心に！　幼馴染を相手に、やましい気持ちなんて何もない！

　一ひと先まず、俺たちは湯船に浸つかる前に、身体を洗おうとするが──

「し、心路くん……っ」

「……っ!?　ど、どうした？」

　こんな緊きん張ちようしている時に、いきなり名前を呼ばないでほしい……。

　で、本当に百合姫はどうしたのだろうか？

「ひ、ヒメが、髪かみとお背中を……洗って、あげようか？」

「……えっ？　……うん？　──べっ、別に大丈夫だ」

「う、うん、じゃあ洗うね？」

　違ちがアアアアアアアアウ！　『大丈夫』って『していいですよ』って意味じゃなくて『結構です』って意味だ！　紛まぎらわしい返事をした俺も悪いけど、こういう状じよう況きようなんだから察してよ！

「ねぇねぇ、お兄ちゃん！　前みたいに夢乃の髪とお背中、洗って～っ！」

「改めて言うけど、お前もう小学四──」

「お兄ちゃんも高校生だけど、百合姫さんに洗ってもらってるもんっ」

　嗚呼……、夢乃の反論は、単純明快だからこそ強い……。

　小学生の妹に言い負かされるなんて屈くつ辱じよくだ……。

　そして──

　どのように髪と背中を洗うかというと──

「心路くん、かゆいところはなぁい？」

「──大丈夫だ。──、──夢乃は？」

「えへへ～、お兄ちゃん、くすぐったぁい♪」

　──百合姫が俺の髪を洗って、そのままの状態で俺が夢乃の髪を洗ってあげている感じである。まぁ、これなら気き恥はずかしくもあるけど、百合姫は背後にいるし、百合姫の裸ら体たいを視界に入れることがなくて安心──って捉とらえておこう。

　さて、次は背中だ──、

「わぁ……改めて見ると……心路くんの背中、大きいね……」

「そりゃ、昔と比べたらな……」

　……、……背中の大きさに言げん及きゆうされるのは、こそばゆいけどいいよ？

　でもなんで百合姫、タオルを泡あわ立だたせて洗うんじゃなくて、手に直接ボディソープをつけて背中を洗うの？　もしかして、いつも家でそうやっているから違い和わ感かん覚えないのか？

「あっ、お兄ちゃん！」

「っっ!?　ど、どうした夢乃？」

　俺が背中を洗ってあげていた夢乃が、いつの間にか振ふり向いて何か驚おどろいた表情かおをしているけど……はてさて、何に驚いたんだ？

「どうしてお兄ちゃん、今日はお■■ちん大きいの？」

「────っっ!?」

「はわわわわわわ……っ！」

　ええい！　急いで髪と背中をシャワーで流す！　そして湯船に飛び込んで、三～四秒で一～一〇まで数える！　もうこれでいいや！　顔と身体が痛いほど熱くなるぐらい恥はずかしい！　とっとと、上がってしまおう！

　ドアを開けて、出て、すぐに閉めて──その場で両りよう膝ひざと両手をついて絶望する……。

「百合姫～、夢乃～、……っ」

『う……うん、なぁに……？』『どーしたの、お兄ちゃん』

　ドア越ごしのせいで、くぐもった二人の声が届く。

「俺はのぼせたから、後は二人でゆっくり入浴してくれ……」

『そ、そうだね……、心路くん、顔真っ赤だったし……』

『うん？　──、うん、わかったっ』

　ハァ……、まさか百合姫と一いつ緒しよに入ったせいであれが反応するなんて……。

　不幸中の幸いは、見たのが何も知らない夢乃だけで、百合姫は見ていなかった──ってトコか……。

『百合姫さん！　お兄ちゃんのお■■ちん、凄すごい大きかったんだよ！』

『へ、へ～、そ……そうなの[image: ～][image: ～]……？』

　夢乃オオオオオオオオオオオオオ！　それ以上は言うな！　ドア越しに聞こえてきて恥ずかしいんだけど!?　ほら！　百合姫も返事に困っているだろ!?

『触さわってみたかったなぁ～、カッコよかったなぁ～』

『あ、あのね、夢乃ちゃん？　そういう股こ間かんとか、女の子の場合はおっぱいとか、今日はヒメと心路くんしか聞いてなかったからいいけど、普段は言っちゃダメだからね？』

『は～い！』

　百合姫、ナイスフォローだ！　よく夢乃を教育してくれた！

　なんて俺が安心しかけた、その時だった──。

『大きいといえば、百合姫さんのおっぱいも大きいですよね？』

『ふぇ？　う～ん、前に測ったときはＤカップだったかな？』

『へぇ～、──、普段はダメだけど、今日はお兄ちゃんと百合姫さんしかいないから、いいんですよね？』

『えっ？　え、えっ？　な、なぁに？』
















『夢乃、百合姫さんのおっぱい揉もんでみたい！　えいっ』

『ひゃん!?　ゆ、夢乃ちゃん、くすぐったいよぉ!?』

　ドアの外から声だけでも突っ込みを入れようとしたけど……、……でも、ここで声を飛ばしたら、百合姫が可哀かわい想そうな気がしたので、俺はバスタオルで身体を拭ふいて、ドライヤーで髪を乾かわかして、何も言わずに脱衣所を出ることにしよう……。

　それにしても……、

　百合姫はＤカップなのか……。




　　　　◇　◆　◇　◆




　帰ってきたぞ、マイルーム。……今日は百合姫も付いてきているけど。

　百合姫、勝手に、幼おさな馴な染じみとはいえ他人ひとの部屋をジロジロ見るな。

　そして座るならクッションに座ってくれ。ベッドに座るのは…………いや、俺が気にしなければいいだけの話か。

　ハァ～、……。

　……、百合姫のパジャマ──。生き地じの薄うすいパステルピンクの、ウサ耳付きパーカーに。下は紐ひもでウェストを調節するタイプの白いショートパンツで。足を冷やさないようにパープルのクルーソックスを履はいている。──あざとさは成長したけど、良く言えば女の子らしくて可愛かわいい、悪く言えば幼い……っていう服の趣しゆ味みのベクトルは変わってないんだな。

「どうした？　借りてきたウサギみたいにそわそわして？」

「……なんでウサギなの？」

「ネコと言うほど気まぐれで落ち着きなくないし、イヌと言うほど従順でお利口さんじゃないからな、百合姫は。──それにパジャマのフードにもウサ耳付いてるし」

「うみゅ……なんていうか、……男の人の部屋に入ると、緊張、しちゃうの」

　おおっと、ここにきてオタサーの姫ひめっぽい発言、頂きました。

「緊張って……子供の頃ころは何回も行ったり来たりしただろ？」

「それは……、ヒメは心路くんだから特別で……。男の子のお部屋まで付いていくのは、心路くんだけ、なんだよ？」

「そう言われると……」

「──ヒメ、──心路くんのことは、信じてる、から」

　これで家に到とう着ちやくしてからのオタサーの姫っぽい発言、二回目だな。

　二〇秒間の会話で二ポイントゲットの連続ゴールじゃないか……。

「で、何する？　ゲームでも持ってきたか？　一応部屋には一通りのハードはあるけど」

「じゃあ、アテンション！　今夜の徹てつ夜やのお供はこれ！」

　ボストンバッグから百合姫が取り出したのは──

「おおっ？　『シュタインズ・ゲート』とか王道だな」

「オタクなら絶対にやるべき名作だからね！」

「でもこれ、俺も今部屋にあるから持ってきた意味ないけどな」

　確か本ほん棚だなのゲームのパッケージの段に……ほら、あった。

　それを見せてやると百合姫はしょぼーん、とする。

「と、とにかく、これをプレイしてみたいと思います！」

「一応自力でもできるけど、フラグ管理がかなりメンドくさいんだよな……」

「ヒントは最大五回まで！」

「攻こう略りやくサイトを見ていい回数？」

「ううん？　ヒメに訊きいていい回数」

　普ふ通つうに攻略サイトを見て確かく認にんした方が早いし確実だと思うんだが、まさか……、

「……。まさかとは思うけどトゥルーエンドに辿たどりつく選せん択たく肢し、全部覚えているのか？」

「ふふん、ヒメが覚えているのはトゥルーエンドだけじゃないよ？　六つ全部のエンディングに辿りつく選択肢、完かん璧ぺきに覚えているんだから」

「すげぇ……離はなれていた間に俺以上のオタクになっている……」

「しかもしかも！　今までやったノベルゲーの全エンディングに至る全選択肢を覚えているよ！　だから今以外でも、選択肢に詰つまったらいつでもヒメお姉ちゃんを頼たよっていいからね？」

「おおぅ……なんか俺以上に濃こいな……」

「あはっ、心路くんとお話ししたくてオタクになったのに、いつの間にか心路くんと同じぐらいオタクになっちゃった♪　だ・か・ら──、責任取って、ね？」

「なんの責任だよ!?」

「ふふ──まぁ、とにかく、眠ねむらない夜の始まりだよ！」

　…………。

　……、…………。

　現在、夜を越こえて──一七日（土）の五時。

「眠たくはないけど、お腹なかは空すいてきたか……」

「心路くんは、学生が徹夜する時の一番の悩なやみ、って知ってる？」

「家族の視線は……意外とないな。徹夜を繰くり返してると、家族の方も『ああ、また息子むすこは徹夜か。学生だなぁ』って感覚が鈍にぶってくるらしいし」

「そうだよねぇ～」

「というわけで答えは空腹だ」

「正解！」

「──でもこれって、一度でも徹夜したことのある学生にとっては、当たり前なことなんだよなぁ……。考えるまでもなく、実体験として記き憶おくに残るから」

「確かに──一日三食、ありがたいことにママが料理してくれる時、七時に朝食、一三時に昼食、一九時に夕食と仮定して────じゃあその場合に徹夜したら、夕食から朝食まで何時間空くの？　って話だからね」

「さすがに夜に料理するのは罪悪感が芽生えるからな」

「そこで心路くんに朗報だよ！」

「……なに？」

「ヒメが朝あさ御ご飯はん作ってあげるね♪」

　…………。

　……、…………。

　現在、太陽が完璧に顔を出して──一七日（土）の六時半。

「はい、心路くん。お待たせ～」

　窓から朝日が差し込むな……、……カーテン開けたせいだけど。世間一いつ般ぱんでは爽さわやかなのかもしれないが、俺としてはただただ眩まぶしい。で──、窓の外の電線に留まったスズメが、チュンチュン、と鈴すずの音色のようにさえずる……んだけど──、

「いただきます」

「うん、どうぞ召めし上がれ」

　──今の俺たちって、傍はたから見たらどのように映るんだろう？　朝チュン？

　いや、他人からどう見られるかよりも、自分たちがどう思っているかが大切、なはず。

「ねぇねぇ」

「もご？　──んむ──、なに？」

「朝御飯を作ってたら、心路くんのママに『百合姫ちゃんはいいお嫁よめさんになりそうね。心路と結けつ婚こんしてほしいわ～』って言われたよっ」

「…………ノーコメント」

「むくぅ～、心路くん冷たい……。もっとヒメをかまって？　ね？」

　あっ、今の最後の発言もオタサーの姫っぽい。

　なんだろう。普通の言葉でもオタサーの姫っぽく聞こえたり。オタサーの姫っぽい言葉でも、慣れたせいか普通に聞こえたり。──疑ぎ心しん暗あん鬼きになり始めているのか？

　…………。

　……、…………。

　……、…………。

　現在、太陽が完璧に昇のぼりきって──一七日（土）の一二時。

　俺と百合姫はさすがに限界の三割ぐらいは眠たくなってきて、俺は百合姫の右みぎ肩かたに、百合姫は俺の左肩に寄り添そいながらゲームを進める。

「しあわせだなぁ」

「急にどうした？　っつーか、何が幸せなんだ？」

「えへへ～。心路くんと一緒に、天気のいい休日の昼間に、部屋にこもってダラダラ～とゲームできることが幸せなの。ビバ、堕だ落らく的ゲームライフ！」

「『ノーゲーム・ノーライフ』だな」

「あは──、そうかもね。──もし心路くんといつまでも一いつ緒しよにいられるなら、休日は昼間からごろごろゲームして、録とり溜ためたアニメを消化して、徹夜でラノベ読んで、の[image: ～][image: ～]んびり、オタクっぽいことを満まん喫きつしたいね？」

「いや……いつまでも一緒って……」

　そんなのまるでカレシカノジョの関係だろ……。

　もしかして、まだ百合姫は俺のことが好きなのか？

　そんなことは……普通ありえない。あんな冷れい酷こくな方法で振ふったんだ。悪意があったとか、なかったとか、そういうのが関係ないレベルの冒ぼう瀆とくで、百合姫を泣かせたんだ。

　たぶん百合姫は、オタサーの姫といっても根は優やさしいから、だから疎そ遠えん状態から仲直りして、昔みたいに遊びたい──とは考えているかもしれないけど……。

「心路くん～っ」

「ぅん？　どうしたんだ？」

「ヒメ、心路くんの理想の幼馴染になれたかな？」

「いやいや……、お前は俺の理想の幼馴染の像を知っているのか？」

「あはっ、どんな性格でも、二次元ぽければ、大体心路くんの理想のヒロインでしょ？」

「くっ……否定はしない……」

　そのセリフがきっかけだったのかもしれない。

　百合姫は、俺の手を、恋こい人びと繫つなぎで握にぎってきた──。

「うみゅ[image: ～][image: ～]、お日様があたたかいね[image: ～][image: ～]」

「唐とう突とつに話が変わったな……」

　そうして俺は百合姫に片手を恋人繫ぎで握られたまま、もう片方の手で器用にもゲームを進める。嗚呼ああ、『シュタゲ』がノベルゲーで助かった。一つのボタンを押すだけで展開が進むからな。

「こういう日はゲームもいいけど、昔みたいに日向ひなたでお互たがいに手を繫いで『お日様あたたかいね～、心路くん』『眠いね～、百合姫～』って晩御飯に呼ばれるまでお昼ひる寝ねするのもいいと思うの」

「流石さすがにそれは子供過ぎるだろ!?」

　……、……確かに幼よう稚ち園えん児じの頃は、そういう風に日向ぼっこしながら二人でスヤスヤ寝たこともあったけど……。そんな昔のことを今さら掘ほり起こされると背中がかゆい！

　なんて心の中で突つっ込んでいると──

　ちょ……っ、百合姫、自分の頰ほおを俺の肩かたにスリスリするな！　くすぐったい！




　　　　◇　◆　◇　◆




　光……？　カーテンの隙すき間まから朝日が漏もれているのか？　ってことはそろそろ目を覚まさなくては……。まだ眠い……二日連続で徹夜すれば当たり前だな……。

『シュタゲ』を全クリして、百合姫に「オタクとして腕うでは鈍ってなかったねっ」と頭を撫なでられて、『とらドラ！』のアニメを一気観みして、感動のあまり泣く百合姫を宥なだめて、そして最後にお互いにお薦すすめのラノベを貸して読み終わって──昨日、っていうか今日寝たのは三時だっけ？　で、今何時だ？　時計はいずこに？

「…………んっ、……ぁは……、──く、ぅん。[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んんん……」

「…………なっ……!?」

　一気に意識が覚かく醒せいして、上半身を起こすと、隣となりには全ぜん裸らで寝ている百合姫の姿が！

　そして俺は……もしかして時計を手て探さぐりで発見しようとして、百合姫のおっぱいを鷲わし摑づかみにしてしまったのか!?　ヤバい……少しだけ揉もんでしまった……。

「うみゅ～……ぅ、ん……、……おはよ～、しんじくん……」

　全裸のまま身体からだを起こす百合姫。今ので意識が覚醒したのか!?

　今まで誰だれにも晒さらされていなかったであろう、ゆえに、処女性を主張するように白い肌はだ。一六歳という子供と大人の境目に立っている彼女の柔やわ肌はだは健康的で瑞みず々みずしい。たゆん、とした女性らしさの象しよう徴ちようである双そう丘きゆうの先せん端たんは、ほんのり桜色に色付いていた。くびれていて細い腰こし。しかし見るだけでやわらかさを失っていないと判断できるお腹。そしてお尻しりは、白くて、思春期に入っている女の子特有の丸みがあって、本当に綺き麗れいでやわらかそう。

　そういえば……もう百合姫は、結婚できる年ねん齢れい、赤ちゃんを作れる年齢なのか……。

　ヤバイ……っっ、見み惚とれていた時間なんて〇・一秒にも満たなかったはずなのに、網もう膜まくに焼き付いている！

　とにかく、急いで百合姫にシーツを渡わたさないと！

「百合姫……っ、これで身体を隠かくせ！」

　かなり強引に、俺は百合姫にシーツを押し付けた。

「はわわ……!?　ななななっっ、なんでヒメ裸はだかなの!?」

「たぶん……俺は昨日百合姫が入浴中にリタイアしたから推測だけど……、部屋に戻もどってきた後に、パジャマを着る余力すらなく、そのままベッドに倒たおれて寝たからじゃないのか……っ!?」

　自分の状態を確認すると、百合姫は、バッと俺から勢い良くシーツを受け取り、自分の身体を隠す。ちら、っと様子を窺うかがうと──恐おそらくは恥はずかしさと照れによって、頰が桜色に染まっていた。

「「…………」」

　心臓がバクバクしているのに、頭はイヤというほど覚めているなぁ……。

「「…………」」

　い、いかん……っ！　気恥ずかしくてお互いに無言状態が続いている！

「し、心路くん……、……っ」

「ど、どうした……？」

「し、心路くんは、そのぉ……ヒメの裸、見たい……？」

「……、……っ、はっ!?」

　と、その時──誰かが階段を上がってくる足音がしたけど……、その足音は俺の部屋の前で止まったんだけど……、──誰であろうとこの状態を見られるのはマズい！

「お兄ちゃん！　遅ち刻こくする……、よ……？」

「嗚呼、見られた……」

「あわっ、ゆ、夢乃ちゃん!?」

　何てことだ……、小学四年生の妹に、全裸の女の子とベッドの上にいる兄の姿を見せてしまうことになるなんて……。

　夢乃はどんな反応をするのだろう……？

「お兄ちゃん！　そして百合姫さん！」

「……は、はい！」

「……あぅ……」

「裸で寝たら風邪かぜ引いちゃうんだよ！　あとあと、二人で一緒に寝るなんてズルい！　夢乃もお兄ちゃんと一緒に寝たかったのにぃ！」

　よし！　夢乃がバカで助かった！　バカっていうか子供だけど！

　小学四年生なのにここまで純じゆん粋すいだと、誰かに騙だまされないか心配だなぁ……。

「で、お兄ちゃんに質問っ」

「どうした？　我が妹よ？」

「早くしないと学校に遅刻しちゃうけど、いいの？」

　ばっ、と同時に時計を確かく認にんする俺と百合姫。……もう七時四五分、だと……!?

　夢乃は──ッ、……、普ふ通つうに準備終わっているぞ……。いつものようにピーチ色のランドセルが良く似合っている……。

「夢乃は先に行くね？　いってきま～す！」

　そうして夢乃は俺と百合姫を残して、一階に下りて、……あ、今玄げん関かんのドアが開いて、すぐに閉まる音がした。

　で、残された俺と百合姫はというと──

「着き替がえるぞ、百合姫！　早くしないと遅刻しちまう！」

「えっ、朝あさ御ご飯はんは!?」

「学校に着いてから購こう買ばいでパンを買う！」

「うみゅ～っ！」

　元々の予定では、百合姫は日曜日の夜には帰るはずだったのに……まさか一緒に同じ家から登校することになるなんて…………。不幸中の幸いは、百合姫がボストンバッグに予備の下着や靴くつ下したを詰つめ込んでいたことか……。

　そしてわずか一〇分で──、

「母さん、行ってくる！」

「いってきま～すっ！」

　急いで自転車を……っ、と、そういえば俺だけなら自転車で直接学校まで行けるんだけど、俺ん家ちまで電車で来た百合姫がいるから、一いつ旦たん長町駅と仙台駅を経由する必要があるのか！

「百合姫、後ろに」

「はぁ～い」

　自転車の荷台に乗り、俺の腰にしがみつく百合姫。

　その時だった──、

「……えぇ～……、何してんの、神園？」

「…………。……空野、だとっ？」

　──自転車に乗って、俺のクラスメイトである空野継つぐ未みが現れたのは。

「なにゆえ空野が俺ん家の目の前に？」

「いやいや、ここあたしの通学路だから」

「にしては通る時間、遅おそくない？　遅刻するぞ？」

「別にあたしは遅刻しても気にしないから。……それより」

「なんでしょうか？」

「神園と花咲先せん輩ぱい、二人が同じ家から出てきたように見えたんだけど、そういうこと？」

「どういうこと!?」








三章　部員勧かん誘ゆうしたら女の子（ネコ耳で元気な後こう輩はい）が入部した!?









　今日は四月一九日（月）ってことで、いよいよ今日の放課後から新入部員の勧誘が始まる。俺と百合ゆり姫ひめはその準備のためにニジケンの部室に集まっていた。

　いい加減、プリンタからチラシが出力されるのを眺ながめるのにも飽あきてきた……。

「それじゃあ、今日から新入生をバンバン勧誘していこうねっ」

「──その前に、俺から一つ明確にしておきたいことがある」

「うみゅ？　なぁに？」

「勧誘する部員は全員、女の子にしないか？」

「どうしてそうなるの!?　ま、まさか、ハーレムを作る気なの!?」

「いや……友達から百合姫が一月にサークルクラッシュを起こしたって聞いたんで……」

「……友達って、もしかして継つぐ未みちゃん？」

「えっ？　あ、うん。そうだけど」

　一応俺も男子のオタク友達はほしい……っていうか、本来なら女子オタよりもそっちの方が、よりほしいんだけど……。……でも花はな咲さき百合姫というオタサーの姫ひめがいるからなぁ……。優先順位は、サークラ回かい避ひ・ニジケン存続　[image: ]　男子オタク友達、って感じだ。

「……っ、ぷい、……それで？」

「それで──昨年度男子と揉め事を起こしたなら、同じことを起こさないように、勧誘する全員を女の子にした方がいいのかなぁ～、って思っただけだ」

　そうだ、俺は百合姫のためにサークルクラッシュなんて起こさせない。

　その根本的な解決方法は、百合姫のオタサーの姫っぽい言動をみんなに認めさせるとかしかないんだけど──、それが一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは無理な以上、そもそもサークラが起きない環かん境きようにするしかない。

「心しん路じくんがハーレムを作るなんて絶対にイヤ！　勧誘する生徒は男の子に限定する！」

「どうしてそうなる……っ、そんなんだからオタサーの姫って呼ばれるんだぞ!?」

「が、がーんっ！　オタサーの姫を悪口っぽく言われたよぉ!?」

「いや、基本オタサーの姫なんて悪口……っていうか、言葉そのものにマイナスな意味合いが付ふ随ずいしている単語だろ。メンヘラとかストーカーみたいに」

　だがしかし、百合姫は多少ダメージを食らったものの、俺の提案を受け入れなかった。

　その後も──、

　俺は「それでもサークルクラッシュを起こさせないために部員は女子限定」と主張し、

　百合姫は「それでもハーレムなんて認めない！　部員は男子限定にするの」と主張し、

　──この後もお互たがいの主張は平行の一いつ途とを辿たどり……、

　最終的には…………、

「はぁ……、──最終確認だ。勧誘は男女問わず行う。男子が入部するにしても、女子が入部するにしても、成り行きに任せる。──ってことでＯＫ？」

「むくぅ……もう……、しょうがないなぁ……」

　なぜそこで不満そうなんだ……？　不満、っていうか疲つかれているのはこっちなのに。

　まぁ、いい。チラシは印刷し終えて机の上にあるから、後は──

「なぁ、百合姫」

「ん？　どぉしたの？」

「闇やみ雲くもに勧誘したんじゃ他のメジャーな部活に新入生を取られるだろ？」

「あ～、そうだね」

「なら、何かしらの作戦を立てて挑いどんだ方がいいと思うんだが……」

　俺と百合姫は椅い子すに座りながら、考え合うことにした。

　そして百合姫が一つの案を出したのは、だいたい一分後のこと──。

「やっぱり勧誘──つまり人を集めるには、他よりも目立たないといけないと思うの！」

「じゃあその手段を考えるとなると……やっぱりコスチュームが妥だ当とうか？」

「野球部ならユニフォーム、水泳部なら水着、茶道部なら和服、──みたいに、部活そのものの目印や象徴になる服のこと？」

「それで合っているんだけど……となると『オタク』を象徴している服が何か、ってところがネックになってくるんだよなぁ」

「う～ん……メイド服？」

「ちょっと参考までに友達に訊きいてみよう」

　確かスマホはズボンの右ポケットに……っ、と、──嗚呼ああ、空そら野のとＬＩＮＥの友達登録をし合っていてよかった。申し出てくれたのは向こうからなんだけど……。

　────

　心路　＠　大勢の人から注目を浴びたいんだけど、メイド服って妥当な判断だろうか？

　ソラノ　＠　そのニュアンスだと服を着るより、いっそのこと全ぜん裸らの方がいいんじゃない？

　────

「友達に訊いてみたら『全裸が一番』だってさ」

「そんなことしたら捕つかまっちゃうよ!?」

　────

　心路　＠　捕まるのは勘かん弁べん願いたいから、メイド服についての意見を頼たのみます。

　ソラノ　＠　……すごいね……。まるで、メイド服なら表に出ても捕まらない、って言い分に読める……。メイド服なら、着て表に出ても捕まらないと思っている感じ……？

　────

　んんっ？　どういうことだ、この文章？　例えば空野がメイド服を着るのが百合姫ではなく俺と勘かん違ちがいしているとか……？　──いやいや、ないない、常識で考えて俺がメイド服を着るなんて。明言していないけど、常識で考えたらわかることだ。──うんうん、やっぱ、俺がメイド服を着るならアウトだけど、百合姫がメイド服を着て部活の勧誘をするぐらいセーフじゃないか？

　待て、──ＯＫ、把は握あく。やっと理解できた。これは恐おそらく、──『許可を貰もらっていないと怒おこられるのではないか？』って意味だな？

「百合姫、勧誘の許可って、どの範はん囲いまで許容されているんだ？」

「えっと……法律・校則に反しないなら、場所、時間、方法は問わない。そう説明されたよ？　もちろん、一いつ般ぱん常識は守るけど」

「その許可願いって──」

「もう受理されたから安心して。事務役員さんの判子も押してもらったし」

　────

　心路　＠　補足するが……、メイド服程度、すでに役員に許可願いを出して受理されているからな？　だから全面的に安心してくれ。

　ソラノ　＠　おかしいだろぉぉ……っ、どうなってんだよ宮みや城ぎ県！　こんなことを許可するために、あたしたちの両親はお金を払はらっているわけじゃないんですけどぉぉぉ……っ！

　────

　そんなにおかしいことだろうか？　例えば県・国（誰だれかを捕まえるといったら警察とか？）に納めた国民の税金がこんな風に使われたら怒るかもしれないけど、学校に納めた学費が、部活の勧誘の許可権を持っている人の給料になるぐらい、別にねぇ？

　なんて思っていると……おっ、またメッセージが届いた。

　────

　ソラノ　＠　神かみ園ぞのなんか捕まってしまえ！

　心路　＠　捕まったとしても説教を一〇分ぐらい聞き流せばいいんだろ？　ＯＫ！　空野のおかげで考えがまとまった。──仲間を勧誘しに行ってくる！

　ソラノ　＠　捕まったら説教じゃ済まないし、一〇分でも済まないから！　つか、これ以上お前みたいな仲間を増やしに行くな！

　心路　＠　仲間を増やすのが目的なのに「増やしに行くな」とは、これいかに？

　ソラノ　＠　わかった！　わかったよ！　一億歩譲ゆずって仲間を増やすのは見み逃のがすにしても、せめて夜にやってよ！

　心路　＠　昼間に大勢の前でやるから効果があるんだろ？

　ソラノ　＠　知るかアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！

　────

「……。……よし、行くか。メイド服はどこに置いてあるんだ？」

「演劇部の倉庫だよ。メイド服はニジケンと演劇部とで共用なのっ」




　　　　◇　◆　◇　◆




　演劇部の倉庫に置いていたニジケンと演劇部の共用メイド服を取り出すと、それを持って俺と百合姫はもう一度ニジケンの部室へ。

　で、俺は百合姫が着き替がえ終わるまで、ドアの前、廊ろう下かで待機しているわけだ。

「お待たせ致いたしました、ご主人様♪」

　部室のドアが開いて百合姫が出てきたんだけど……凄すごい、生まれて初めてメイドさんを見たぞ……っ、コスプレだけど……。

　純白フリフリのカチューシャはメイドの定番。肝かん心じんのメイド服は、胸元が開いている上に、腰こしにコルセットが巻かれているので、やけにおっぱいを強調する形になっているな。百合姫がそもそも巨きよ乳にゆうっていうのもあるが──胸の谷間も大だい胆たんになっているし、コルセットのせいで、かなり下乳が目立っている。しかも……ミニスカかよ……。風が吹ふけばショーツが覗のぞけるぐらい丈たけが短い。後は、ニーソックスと、ガーターベルトが印象的だ……。

「いかがでしょうか？　お気に召めされませんか？」

「い、いや……いいんじゃないか？」

「えへへ～、ありがとうございます♪　ご主人様にお褒ほめ頂き、ヒメ、嬉うれしいです！」

　待て百合姫……っ、その恰かつ好こうのまま抱だきついてくるな!?

　綺き麗れいな黒のロングヘアからは甘いバニラの香かおりがするし、やわらかい身体からだからは幼いミルクの匂においがするし……、っ──引き剝はがさないと！

　俺は百合姫の両りよう肩かたを、両手で押し返した。
















「あはっ？　なぁに？　心路くん、ヒメお姉ちゃんにドキドキしちゃった？」

「心臓に悪いという意味ではドキドキした」

　調子に乗りおって……。百合姫は俺をからかうように、メイド服姿で胸の谷間を強調するように、上うわ目め遣づかいをしてきやがった……っ！

「時間もないし、早く勧かん誘ゆうしに行くぞ」

「はぁ～い！」

　おっ、と──そうだ、部室のロッカーに眠ねむっていた『二次元文化研究愛好部、部員募ぼ集しゆう中ちゆう！』のプラカードも忘れないようにしないと。

　部室棟とうの階段を下りて、渡わたり廊下から北校舎に戻もどり、昇しよう降こう口で靴くつを履はき替かえて、

　そして昇降口前の広場に赴おもむくと──、

「人、多すぎないか？」

「目算で一五〇人はいるかなぁ？」

　嗚呼……確かにそれぐらいはいるなぁ……。野球部とサッカー部とテニス部とバスケ部は、それぞれの部のユニフォームを着ているからわかりやすい。あと、でかい楽器を持っている吹すい奏そう楽がく部も。──で、その五つの部活だけで五〇人はいるのでは？

「部員が多い部活って、この広場以外でも勧誘してるんだよな？」

「うん、勧誘できるポイントは、この広場と、校門前と、一年生の教室前の廊下と、学校の敷しき地ちに沿っている部分には限定されるけど通学路だね。あと、部室にも新入生の対応をするために五人ぐらい残していると思うの」

「野球部とか、部員何人いるんだ……」

「メジャーな部活は中等部から高等部まで、六学年で各一五人って計算したら九〇人ぐらいかなぁ。実際にはそこまで多くないけど、だいたい、ね」

「それだけいると、どの部活でも三～五人ぐらいタバコ吸ってそうだな」

　さて……それは置いておいて、俺たちも勧誘を始めるか。

　役割分担としては、俺がチラシ配り担当で、百合姫がプラカード持ちと掛かけ声担当、っていう具合で。

「二次元文化研究愛好部、部員募集中で～す！」

「あっ、チラシどうぞ～」

「アニメ・マンガ・ラノベが好きな人は二次元文化研究愛好部に入りましょ～っ！」

「チラシはこちらで～す」

　…………。

　……、…………。

「勧誘のチラシ、受け取ってもらえないね……」

「ニジケンがたった二人で勧誘しても、一〇人以上で勧誘している他の部活も少しあるからな。目算で一五〇人。新入生を除いても約九〇人。一／四五とか、分母が大きすぎる」

「分母が大きいってことは、それだけ目立たなくなるってことだから……どうしたらいいのかなぁ…………」

「分母が大きいなら、分母を減らすしかないだろ」

「うみゅ？　どうやって？」

「そろそろ俺が仕し掛かけたトラップが発動する頃ころだ。まぁ、一ひと先まず傍ぼう観かんだな」

　と、その時──

　キーンコーンカーンコーン。──と、チャイムが鳴る。

『生徒指導の平ひら沢さわです。野球部のみなさんは、直ちに生徒指導室まで来てください。野球部の部室で見つかった男性同士の同性愛を題材としたマンガと、白はく濁だく液が入った避ひ妊にん具の件でお話があります』

　刹せつ那な、時間が凍こおった。そのアナウンスに、俺を除いた誰もが静まり返った。中には冷えた笑えみを浮うかべたまま嫌いやそうな汗あせをかいているヤツまでいる。

　件くだんの野球部は、お互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きになりながら、お尻しりを引き締しめ、両手で隠かくしながら、隣となりにいるチームメイトをいぶかしむような目つきで見やっている。

「──何したの、心路くん？」

　きょとん、と可愛かわいらしく小首を傾かしげる百合姫。

「だって普ふ通つうに考えたら想像できるだろ、俺たちが人数不足で勧誘に手こずるぐらい」

「うんうん、それで？」

「だからニジケンの部室にあったＢＬ──つまり男性同士の恋れん愛あいをテーマにして描かかれたマンガを、大量に野球部の部室に置いてきた！」

「ああ！　三代ぐらい前の部長の私物だね。処分に困っていたから助かったよ」

「ちなみに避妊具は最初からゴミ箱に捨てられていたな。キャプテンと女子マネージャーあたりが本当にヤっていたんじゃないか？」

「あ、あぅ[image: ～][image: ～]……」

　あっ、百合姫のヤツ、俺の『本当にヤっていたんじゃないか？』って発言に俯うつむきやがった。切なげに太ももをもじもじ擦こすり合わせて、両手の人差し指をつんつんさせて、耳まで紅潮させている。

「こ、こほん……、……野球部がいなくなったからだいぶ勧誘も減ったけど、まだまだサッカー部とかテニス部がいるから、厳しいままだね……」

「仕方がない、少しだけゲスい方法で往いってみるか」

「げ、ゲス!?　って、どうするの……っ？」

「ちょっとチラシを持っててくれ」

「うん」

「俺はサッカー部が集まっているところに特とつ攻こうしてくる」

「うん…………って、ええっ!?」

　チラシは百合姫に持たせて[image: ～][image: ～]……、……俺は、そうだな……サッカー部は学校の敷地に沿って立っている鉄てつ柵さくの近くに密集して勧誘している。で、柵の根元には土台となる、人がしゃがめば隠れられそうな程ほどのコンクリートに、景観を重視した植木が並んでいる。

　俺は校門から外に出て、サッカー部が勧誘しているポイントの鉄柵を挟はさんで裏側に回り込み、コンクリートと植木に身を隠すようにしゃがみ──

「サッカー部、部員募集中でーすっ！　サッカー部では週に一回、他校との合コンを開きまーすっ！　その上、女子マネージャーはこの高校で一番多くて、なんと四人です！　その内、現在フリーなのは三人！　さらに、部長がＡＶソムリエなので、部員になって彼の家に遊びにいけば、三〇〇を超こえるＡＶを無料で自由にレンタルできます！　最後になりますが、サッカー部は校内で一番女の子と付き合っている男子の割合が多く、まさかの八割！　断言しますよ！　サッカー部に入れば、間ま違ちがいなく彼女ができる！　みなさん入部してくださーい！」

「俺、入部します！」「オレも入部します！」「俺も俺も！」「ボク、テニス部だけど退部して、サッカー部に入部し直します！」「おれ、野球とサッカーの違ちがいわからないけど入部したいです！」「女の子絡がらみのことだけ参加して、練習には出ない枠わくってありますか!?」

　おお～、結構混乱が広がったなぁ。サッカー部の部員は対応できていないし、入部希望者はどんどん増えていくし。

　で、俺はその混乱に乗じて、校門から学校の敷地内に戻る。

「どやぁ？」

「心路くんのドヤ顔がウザい!?」

「サッカー部はこの混乱に対処できない。入部届の用紙もあの様子じゃ絶対に足りなくなるし、運が良ければ途と中ちゆうで誰だれかが失なくす。そして──」

「そして？」

「多くの男子がサッカー部に集中しているから、余った女子を勧誘しやすくなる！」

「むくぅ[image: ～][image: ～]っ！　心路くん、まだ諦あきらめてなかったの!?」

　痛い……っ、百合姫、頰ほおをつねるな！

　百合姫は幼くも可愛らしく、頰をぷくっと膨ふくらませる。そして俺の頰をつね終わったかと思えば、今度は引っ張ってくる……っ……。痛いし、……あと……少しだけだけど周りから見られて恥はずかしい。

「なにそこまで怒おこってんだよ？」

「ぷいっ、心路くんのばか……」

　これもオタサーの姫ひめっぽい発言だな。思わせぶりな態度で、きっと今まで多くの男子を勘かん違ちがいさせてきたのだろう……。それと、今発見したことなんだけど、オタサーの姫っぽい発言って、総じて幼いセリフなんだよなぁ……。

「さて、そろそろ普通の勧誘を再開するか」

「納得いかないけど……しょうがないなぁ……」

　なんて言いつつも、最終的には勧誘を再開するあたり百合姫も勧誘に本気なのだろう。

　まず俺は──

「二次元文化研究愛好部のチラシです。よかったらどうぞ～」

「あ、はい、ありがとうございます」

　まずは一人、女の子が手に取ってくれたか……。安心安心。

　ここで逃にがしはしないぞ。とりあえず──

「アニメには興味ありますか？」

「あ～、アニメ詳くわしいですよ、ジャンプとかのアニメ観みますし」

「いいですよね～、ジャンプ。特に──」

「そう特に──」

「『Ｔｏ ＬＯＶＥる』が！」「『ワンピース』が！」

「「…………」」

「あ、ああっ、ワンピース面おも白しろいですよね！」

「で、ですよねー？　『Ｔｏ ＬＯＶＥる』ってマンガもジャンプですか？」

「え……、ええ、数年前までジャンプでやっていたんですけど、途中でジャンプＳＱスクエア．の方に移い籍せきしたんですよ～？」

「……へ、へ～、そ、そうなんですか～」

「もしかして、『ワンピース』の他に『コナン』とかも観てたりして……？」

「そ、そうですね～、他にはジブリとか……。キミは……、……？」

「あなたが知ってそうなのだと、『ニセコイ』とか『サイケまたしても』とか……」

「……す、すみません、知らないです～」

「あっ、そうでしたか～、……、……」

「あ、あはは[image: ～][image: ～]……」

　そういえば２ちゃんねるで読んだことあったなぁ～……。

『あたしアニメオタクなんだぁ～』って自じ称しようする人に限って『どんなアニメ観てるの？』って訊きくと『ジブリ』！　『ワンピース』！　『コナン』！って答える、っていうスレッド。それらももちろん面白いけど、それってカテゴリーがオタクアニメじゃないんだよ。一いつ般ぱん向けアニメなんだよ。そういうのが本当に好きなオタクもいるから、問題はアニメのカテゴリーじゃなくて、観る人の心・本質がオタクか否いなか、ってトコだけど。

「キガ、ムイタラ、ゼヒ、イラシテクダサイ」

「キガ、ムイタラ、イカセテモライマス」

　わ[image: ～][image: ～]……、お互いにすげぇカタコト。今の女子、絶対に来ないな。断言する。

　んんっ──気を取り直して百合姫の方は──、

「ねねっ、キミってオタクってヤツ？」

「はい、そうですよぉ？」

「奇き遇ぐうじゃん！　オレもマジオタクでさぁ！」

「そうなんですか!?　わぁ、ヒメと一いつ緒しよですね♪　じゃあ好きなアニメは？」

「オレ、『ラブライブ！』大好きでさぁ、ラブライバーって言うの？　キミみたいな同じ趣しゆ味みを話せる友達がほしかったんだよねぇ～。マジで運命じゃない？」

　だ、男子生徒に絡からまれているし……!?

　その前に──な……っ、なんだこいつ!?　なんか俺が目指しているオタ充じゆうっぽいぞ！

　確かにチャラチャラしている雰ふん囲い気きはあんまり好かないし、真似まねしようと思わないけど──、でも（その濃のう淡たんはともかく多少は）オタクコンテンツの知識があって、コミュニケーション能力もあって、その二つを活用し今百合姫を相手にしているように、オタ友の輪を広げようとしている様は、まさにオタ充！

　しかも男子生徒のいかにも『オタクを隠してませんよ～』的態度から察するに、もしかしてオタクであることを大っぴらにして、その上で周囲から認められているのか!?

　ホント、軽けい薄はくさ以外は、俺の目指すべきオタ充じゃないか！

　ん？　俺が雑感を抱いだいている間に、一いつ瞬しゆんだけ、百合姫が俺の様子を見た気がする……。

「ほ、本当ですかぁ？　ヒメ、運命とか言われるとドキドキしちゃいますぅ……」

「マジマジ、大マジ。ねぇね、他になんか好きなアニメある感じ？」

「え～っと、ヒメ、ラノベが好きだからそれ原作のアニメに限定すると──」

「うんうん」

「生存、レイヴンズ、ＨＤＤ、いつ天、フルメタ、これゾン、デアラ、冴さえカノ、ロウきゅーぶ、乃の木ぎ坂ざか、禁書、ＳＡＯ、シャナ、とらドラ、俺おれ妹いも、問題児、ハルヒ、ノゲラ、変へん猫ねこ、はがない、ゼロ使、ＩＳ、バカテス、下ネタ、ＧＪ部グツジヨぶ、俺ガイル、ニャル子さん、ダンまち、異能バトル、落第騎き士し、俺おれ修しゆ羅ら、中二病、──ぐらいかなぁ？」

「はっ？　うん？　うん？　うぅ[image: ～][image: ～]ん？　そっ、……それは置いといて、ニジケンだっけ？　それの部室はどこにあるの？」

　あっ、逃げた。あのチャラ男、話についていけなくなって話題を逸そらしたぞ。

　別に全部観ろ、っていうわけじゃないけど、この中の一つもわからないなんてニワカ過ぎだろ！　あのチャラ男、オタ充ではあるものの、コミュ能力は高いが、純じゆん粋すいなオタクとしては薄うすい感じだなぁ……。『ジャラライバー』とか『ラブライバー四天王』とかと比べると霞かすんで見える。ミーハーなのかね？

「ニジケンの部室は部室棟とうの三階なんですけど……今、部室に誰もいないから、二人きりになっちゃいますよぉ？」

「……マジで？」

「ヒメと密室で二人きりになったからって、変なことしちゃダメ……だよ？」

「しないしない！　マジしない！」

　さっきからマジこいつ、マジで何回『マジ』って言ってんだよ、マジパネェ。

　……、……いかん、口調が移った。

　つーか、百合姫、そういう風に思わせぶりな発言をするから周りからオタサーの姫って呼ばれるんだぞ？

「ヒメ、お兄ちゃんのこと信じているからね？」

「モチモチ！　何もしないって！」

　嗚呼ああ、百合姫の上うわ目め遣づかい＋涙なみだ目めにチャラ男は陥かん落らくしてしまったか……。

　くそ、仕方がない、部室で一八禁な行こう為いをされても困る。仲裁に入ろう。

「お……、お～、百合姫～、そっちの勧かん誘ゆうは進んでるか～？」

「ふぇ？　し、心路くん……」

「えっ？　男持ち？　え？　えっ？」

　百合姫がぽかん──としているのは無視するとして……どうしたんだ、このチャラ男は？　いかにも『ケンカもしてますし、女の子とも遊んでますよ～』って雰囲気を漂ただよわせているのに、急に及および腰ごしになって……。

「あっ、す、すみませんっした！　ちょっとチョーシに乗り過ぎました！」

　弱っ！　弱すぎ！　昨今ＲＰＧの最初の敵ですら、もうちょい頑がん張ばるぞ!?

　……なんか今のチャラ男、一周回ってギャグ要員だな。笑えてくる……。

　去っていくチャラ男。……、……、──、──嗚呼、納なつ得とく。

　今のチャラ男も外部受験組の新入生なんだな。思い出したけど、百合姫ってこの学校では有名人なはずなのに、あのチャラ男は普ふ通つうにナンパしてきたわけだから……。あの外見も高校デビューってことだろう。

　そして今、百合姫はメイド服だ。学年別に色が違うリボンをしているわけでもない。

　百合姫の身長だと、高一、もしかしたら発育がいい中三と間違われても受け入れられるし……。

「なんなんだろうね？　今の男の子」

「男子の制服では学年がわかりづらいから、俺を先せん輩ぱいとでも勘違いしたんじゃないか？」

　…………。

　……、…………。

「どうする？　もう新入生はほとんど学校に残ってないと思うけど」

　もう夕方の五時だからなぁ……。新入生どころか、勧誘しているどこかしらの部活に所属している生徒すら、少なくなっているぞ……。

　こういう時の撤てつ退たい判断は、部長に任せるのがいいだろう。

　で、俺に訊かれて百合姫は唸うなる。

「ぅ～ん……、そうだね、今日のところはそろそろ撤た──」

　百合姫が撤退を宣言しようとした、

　その瞬しゆん間かん──っっ、

「ニャニャン！　二人はニジケンの部員さんだよね？」

　誰だよ……、俺のブレザーの裾すそをクイクイ、って引っ張るのは……？

　俺が引っ張られた方向に視線をやると、そこには──、

　オタクの萌もえポイントを刺し激げきする、あざとくも可愛かわいらしい女の子がいた。ピンクの髪かみにネコ耳カチューシャをしていて。イタズラっぽい二ふた重えのツリ目が印象的。身長はかなり低く、胸もお尻しりも慎つつましやかで、いわゆる『ロリ属性』な少女だった。表情が豊かそうで、『可愛い』『小さい』『萌え』という言葉がピッタリ当てはまる。

　ネコ耳の少女は、萌えの極きよく致ちを目指した二次元の美少女みたいで──、

「あ？　うん、そうだけど？」

「中等部一年Ｃ組、月つき島しま天あま架か！　先輩に一ひと目め惚ぼれしたのでニジケンに入部するニャン！」

　──なぜか俺に一目惚れしたらしく、

　あろうことか百合姫の前で告白してきた──。




　　　　◇　◆　◇　◆




　この日の部員勧誘を終わらせて、俺と百合姫はニジケンの部室に戻もどってきた──

「よかったな、百合姫。女の子のオタク友達ができて」

「むくぅ……せっかくの心路くんと二人だけの空間が……」

「ホニャ～、……、ここがニジケンの部室なのかニャン……」

　──新入部員（仮）の月島天架を連れて。

　椅い子すに座る俺と百合姫。その対面には月島が座っているんだけど……、

　月島は落ち着きなく、部室の中をきょろきょろ見回す。……その際、ネコ耳がぴくぴく反応して、ネコ尻尾しつぽもふりふり揺ゆれるんだけど……、……あれってどうなってんだ？

　ちなみに俺と百合姫の自己紹しよう介かいは、部室までの廊ろう下かでし終えている。

「そういえば──、百合姫。ニジケン……っていうか、この学校の部活って高校生に中等部の生徒って交じっていいのか？」

「うん。運動部なら年ねん齢れいによって練習内容も変わってくるから交じれないけど、文化部は交じってもＯＫだよ。吹すい奏そう楽がく部とか囲い碁ご部とかディベート部は、大会だけ別で、いつもではないけど多少は一緒に練習するみたいだし」

「ならニジケンは大だい丈じよう夫ぶか……大会とかもないし……」

　…………。

　……、…………。

「天架ちゃんは、やっぱりオタクなの？」

　百合姫……一応部長として入部に際して色々質問することを忘れていなかったのか……。

「それは愚ぐ問もんだニャン！　ツッキーは生きつ粋すいのオタクだよ？」

「一応まともな受け答えはできるんだな……」

「そして！　ツッキーは同時に！　天才科学者でもあるんだニャン！」

　………………、この発言には、どう対処したらいいんだ？

　おい、百合姫。縋すがるような目でこっちを見るな。部長はお前だろ……。

「さて──ッッ！　先輩たちは知っているかニャ？」

「「？　なにを？」」

「恋れん愛あい感情っていうのはドーパミンとテストステロンという脳内化学物質によって引き出される。また、憂ゆう鬱うつな気分になるのはセロトニンという化学物質が不足しているからニャよ。──ここまでＯＫ？」

「その話はどこに飛んでいくんだ？」

　刹せつ那な、月島のオタク・兼けん・科学者としての魂たましいが点火された……気がした。

　熱い口調で、脳のう髄ずいから昂たかぶっているように説く。

「では果たして──『萌え』という感情を科学的に解明するとなると、どのような現象が脳内で起きているのか!?　冷静に考えてみるニャン！　最近ではオタクじゃない一いつ般ぱん人ですら『萌え』という単語を知っている。ニャのに、どういう脳内物質が分ぶん泌ぴつされて『萌え』という感情が芽生えるかを、誰だれも調べたことがない！」

「……お、おう」

「確かに、言われてみればそうだねぇ～」

「恋愛感情とも似ているけど違ちがう。性的興奮とも違う。つまり『萌え』とは──っ、確かに存在するのに、未いまだ誰も解明したことがない、現代文明によって生み出された、世界最新の感情だニャン！」

「「…………はぁ……」」

「他にもオタク文化は科学者であるツッキーにとってフロンティアだニャン！　努力で敵を打ち破るバトルマンガのお約束である『絆きずなの力』を科学で解明したい！　超ちよう能のう力りよくや魔ま術じゆつといった『異能』を現実で証明したい！　人が願う想おもいによって起こる『奇き跡せき』を実際に起こす方法を確立したい！　『主人公補正』も『死亡フラグ』も『ご都合主義』も、全てすべて解き明かしたい！」

　そして月島は最後に、一番の大声で──、




「──だからツッキーは、二次元を愛しているニャン！」




　ビシィ……っと、そんな勢いで月島は椅子に座りながら、ポーズを決める。

　なんというか……『凄すごい』の一言だな。痛々しさを突つき抜ぬけて、中学生特有の拗こじらせ方を笑いながら蹴け飛とばすような……そんな一周どころか一〇〇周ぐらいは回った、圧あつ倒とう的てき個性。……なんかヤバいヤツが入部しようとしているぞ、ニジケン。

「…………あのさ……」

「はいニャン！」

「ずいぶんハイテンションだけど、別に怪あやしい薬をキメているわけじゃないよな？」

「そんなことないニャン！」

「ああ、だよな……。よかった……」

「まぁ、作れることは作れるんだけどね」

「ああ、ダメだ……。よくなかった……」

　俺は百合姫にアイコンタクトを送る。あとは頼たのんだ……。

　で、弱々しくだが、一応百合姫は頷うなずく。

「えとえと……天架ちゃん、でいいの？」

「ＹＥＳ！」

「──。天架ちゃんのそのピンク色の髪って、地毛？」

「違うニャン！　このピンク髪は、ツッキーが萌えを研究するに当たって、自らが萌えの対象、つまりは研究対象になろうとして染せん髪ぱつした結果だよ！」

「校則違い反はんじゃないの、それ？」

「いやいや、ツッキーは自じ称しようではなく本当に天才科学者で、この学校では特待生扱あつかいだニャン。で、校長に『研究のため！』と言い張って、ツッキーだけ、れ・い・が・い♪」

「なら、何でピンクにしたの？　水色や緑でもよかったんじゃない？」

「ツッキーが『淫いん乱らんピンク』って呼ばれたいからニャン！」

「あぅ～、……心路くん、この子、常識が通用しないよぉ～」

「月島、お前……羞しゆう恥ち心しんってどこに置いてきたの？　母親の腹の中？」

　なぜか月島は俺の発言で「ニャふん！」と偉えらそうに慎ましやかな胸を張るけど……別に褒ほめてないからな？　むしろ逆だからな？

　仕方がない。少々リスキーだが、話題を変えよう。

「それで……非常に尋たずねづらいんだけど、俺に一目惚れしたとか、なんとか、言ってなかったっけ？　聞き間ま違ちがいなら申し訳ないんだけど……」

「全然聞き間違いじゃないよ！　ツッキーはもう！　ココロ先輩に身も！　心も！　処女も！　全てを捧ささげてもいいぐらい、惚れ込んでしまったんだニャン！」

「むくぅ……っ、心路くん！　デレデレ禁止！」

「してないけど!?　──ていうか、俺のどこを好きになったわけ？」

「ツッキーは入学して早々ニャけど、面おも白しろいことがあるかニャ～？　って校内をうろついていたんだけどね？　野球部の部室っぽいトコで、ココロ先輩が先生に野球部の告げ口をしているところを目もく撃げきしたニャン！」

「昼休みに野球部の部室にトラップを仕し掛かけた時のことか……。それで真ま面じ目めそうだな、誠実そうだな、って感じたとか？」

「いやいや、その時は『つまんねぇ一生を送りそうな童どう貞ていだニャア。死ぬまでモブキャラ街かい道どうを突き進めばいいニャン』って呆あきれたニャン」

「普ふ通つう、偶ぐう然ぜんすれ違っただけの人に、そこまで呆れないけどな……」

「だがしかし！　放課後になって例の校内放送を聞いて、ツッキーは思い直したニャン！　で、ココロ先せん輩ぱいを捜さがしてその途と中ちゆうに昇しよう降こう口前の広場に行ってみれば、先輩がす[image: ～][image: ～]っごく面白いことをしている最中！　その瞬間、ツッキーは──『この人と恋こい人びとになったら、世界一面白い人生を送れる』──って確信した！　だから、好きです！　付き合ってください！」

　ええ～、……、俺にどうしろと？　告白されるのは嬉うれしいけど、正直、ここまで唐とう突とつだと、月島の気持ちが本物なのか疑わしい。──本人の自覚に拘かかわらず。

　と、ここで百合姫が口を挟はさもうとする。

「天架ちゃん、一ついい？」

「なにかニャ、ヒメ先輩？」

「天架ちゃんみたいなヒロインのことを、世の中は『チョロイン』って呼ぶの」

「ニャけど、幼おさな馴な染じみヒロインのことは、昔から『負けヒロイン』って言うニャンよ？」

「ま、負け……ヒロ……。そっ、そんなことないもん！」

「昨今のラノベ市場を見てみるニャン！　ツッキーの知る限り、幼馴染大勝利エンドで完結、あるいはそれが確定したのって、『東京レイヴンズ』ぐらいしかないニャン！　数えるの、片手で足りるニャン！」

「負けないもん！　幼馴染だって本気を出せば……っ」

「しかも！　ヒメ先輩は、ただの幼馴染ではなく年上の幼馴染！　従来のラノベ文化を踏とう襲しゆうするなら圧倒的にヒロインは年下が多いのに、それなのにヒメ先輩は年上だニャン！　勝ち目、メチャクチャ薄うすいニャン！」

「うぅ[image: ～][image: ～]……、しんじくん～、天架ちゃんがイジメるよぉ～」

「お前らは一体、何について話しているんだ？」

　涙なみだ目めになる百合姫。でも、今回はウソ泣きではなく本当に泣きそう。

　俺のブレザーにしがみついて悲しみに暮れている……。

　しかし、意外とすぐ復活して、再び月島に物申す。

「天架ちゃんに釘くぎ刺さしておくけど、心路くんはヒメのモノだもん！」

「それはココロ先輩本人が決めることニャン！」

「ヒメと心路くんは、お互たがいにファーストキスを捧げ合ったんだよ！」

「それは昔の話だよね？　ならツッキーは、ファーストキスよりも大人で淫みだらで、とってもキモチイイことをしてやるニャン！」

「もうそれ以上は色々危ないから言わなくていいから！　それより！」

「「？　それより？」」

　ここで初めて百合姫と月島の息が合ったな……。若干だが感動を覚えるぞ……。

「それより、百合姫は月島の入部届を部長として受理したのか？」

「「…………」」

「？　どうした？」

「……や、ヤバいニャン！」

「それを受理しなければ──ッッ」

「──受理しなければニジケンは廃はい部ぶだな」

「ですよねー」




　　　　◇　◆　◇　◆




　帰ってきたぞ、マイルーム！　そしてすかさずベッドにダイブ！

　今日は月島という新入部員が現れたけど、はてさて、明日あしたはどうなるのだろう？

　ハァ、ベッドに寝ね転ころがりながら部屋のドアを一いち瞥べつするんだけど、そこには──

『恋愛弱者の逆転青春！』『其その上で、謳おう歌かするぞ……ッッ、オタクライフ！』

　──って例の張り紙があるが、月島の入部はこの二つを満たしてくれるんだろうか？

　ちなみにこの張り紙、百合姫が泊とまりに来た時にははがして、もう一度テープで貼はり直しているから、端はじっこが微び妙みように破けているんだよなぁ～。

　いや、そんなことはどうでもいい。

『リア充じゆう』──というのは本来、リアルが充じゆう実じつしていれば、恋人がいなくても当てはまる属性だよな？　でも、なんとなくみんな、特に中学高校生は、恋人持ち＝リア充、独り身＝非リア充、って認にん識しきしている感じがする。

　…………、う～ん……。

　俺は月島と付き合うべきなのだろうか？

　流石さすがに今日初めて出会った人と付き合うのは……、……どうなんだ？

　しかも相手は中学一年生。数週間前まで小学生だったんだぞ？

　この問題は、恋人いない歴＝年ねん齢れいの恋愛弱者には難しい。

　しかし一つだけ言えることがあるけど──俺はもう、痛々しいオタクは卒業したんだ。

　ゆえに少なくとも、百合姫の時と同じ過あやまちは繰くり返せない。

　──現代的なオタク。

　──オタ充。

　それが俺の高校生活の目標だけど、だからといって、女の子なら誰だれでもいいというわけじゃないし……。月島に好意を寄せられて、その上で『誰でもいっか』とか『こいつでいっか』とかで付き合うのは、絶対に違ちがう。『女の子を選べるほど偉い立場のイイ男なのかよ？』って感じもするかもだけど、イイ男ではないが、好きな異性を自由に好きになる権利なら、誰でも持ってるはずだ。報むくわれるにしろ、報われないにしろ、俺が好きな女の子は俺が決める。

「そう考えると……カノジョ、それなりにほしくはあるけど、月島以外に好意を寄せてきているのがオタサーの姫ひめ、というのはどうしたものか……」








四章　部員勧かん誘ゆうしたら女の子（銀ぎん髪ぱつでクールな先せん輩ぱい）が入部した!?









「──、──天あま架かちゃんには入部して一日しか経たっていないけど、新入部員の勧誘を手伝ってもらうよ」

「はいニャン！　でも──、──どうして？」

　普通はそういう風に返すよね……。新入部員がさらに新入部員を勧誘するとか、少し部活に対して変なイメージを持ってもおかしくない──的な？

　俺と百合ゆり姫ひめと月つき島しまは、全員、大きくてオシャレな木製の机を囲むように椅い子すに座り、碇いかりゲンドウを真似まねたポーズを取っていた。……何これ、凄すごくシュール。

「実はニジケンは──……」

　なぁ、百合姫……、……ニジケンの現状・危機を月島に説明するのはいいんだけど……お前が碇ゲンドウのポーズをすると、巨きよ乳にゆうだから机におっぱいが載のって強調されるんだよ……っ！　見てはいけない、見てはいけない、……しかし少しなら……。

「ニャ～、そのような事情があったんだね～」

　百合姫の机の上に載ったおっぱいに気を取られていたら説明が終わっていた。

「たぶん今日も闇やみ雲くもに勧誘しているだけじゃ、メジャーな部活に新入生を取られると思うの。そこで昨日と同じく、今日もレッツ・作戦会議っ！」

「行き当たりばったりだニャ～」

　こいつは昔から行き当たりばったり……というより、面めん倒どうごとが本当に面倒になるまで忘れているか、気付かないような性格だからなぁ……。

　さて……、俺も考えるか……。

「まず……新入部員の身ですが、このツッキーが僭せん越えつながら意見を申し上げますと──」

「早はえぇよ！　まだ何も考え付いてないよ、俺は！」

「ココロ先輩は遅おそいニャン！　ツッキーは早くて硬かたくて大きいのがいいニャン！」

「中学生の女の子が男性に暴ばく露ろする内容じゃないぞ!?」

「いやいや～、……科学的に見ても、中学生って一番性せい欲よくが溜たまりやすい時期だよ？　それは男の子も女の子も関係なく。いくら女の子とはいえ、ツッキーも思春期なんだから、そういうのに興味ある……っていうか、興きよう味み津しん々しんだニャン！」

「はわわ……っ、天架ちゃんは経験あるの？」

「失敬だニャン！　ツッキーは処女だよ!?　ひとりエッチはするけど！」

「ふぇ!?　ひ、ひとりエッ……、っ、うみゅ[image: ～][image: ～]……」

　可哀かわい想そうに……、百合姫って昔からその手の話題が苦手だもんなぁ……。

　顔をリンゴのように真っ赤に染めて──、恥はずかしさで俯うつむいてしまって──。

　──ていうか、キスと混浴は大だい丈じよう夫ぶなのに、なにゆえひとりエッチの話題はダメなんだろうか？　俺には……っ、百合姫の基準がわからない……っっ！

「ニャン？　え……っと、ヒメ先輩って高校二年生だよね？」

「う、うん……。でも……その……。あ、あぅ[image: ～][image: ～]…………」

　本人にバレないように、俺は百合姫の俯いた表情を確かく認にんするけど……嗚呼ああ、瞳ひとみが潤うるんでいて、少しの羞しゆう恥ち心しん──っていうよりも恐きよう怖ふ心しんで肩かたを小さく震ふるわせているし……。

「ニャ～ン……オタサーの姫なのに、意外と純情だニャン……」

　さっきの月島の女の子にも性欲ウンヌンの話に戻もどるけど──、──なるほど。ＯＫ。ようやくわかった。女の子にも性欲はある。確かにそれはその通りだろう。で、それを踏ふまえて月島の場合は──たまにバカな男子に『一人の行こう為い』を友達に振ふり返り実じつ況きようするヤツいるだろ？　それの女の子版だ。

「月島……後こう悔かいするなよ？　高校に上がった時ぐらいに死にたくなるぞ？」

「ニャン？　まぁ、いいニャン」

　いや、あまりよくはない。

「議題を戻しますと──とりあえず、パパッと思い付くので、新入生が入部したくなるような、あるいは入部しなくちゃいけないような心理に誘ゆう導どうする、っていうのはどうかニャ？」

「う～ん……入部したくなるような心理……。ここはニジケンだから……アニメやマンガやラノベに興味を持ってもらう──とか？」

「そのためにはキャッチフレーズが必要かニャ？　例えば……『新しい次元、理想の世界の扉とびらを開いてみませんか？』……とか？　おおっ、ここだけ聞くと、異能バトルモノのプロローグっぽい雰ふん囲い気きが漂ただよっているニャン！」

「こういう時は第三者から、客観的な意見を貰もらうのが一番だな」

　こういう時に役に立つのがスマホだ。離はなれていても連れん絡らくを取り合えるのは、流石文明の象しよう徴ちようといったところか……。──立ち上がれ、ＬＩＮＥ！　召しよう喚かんに応じろ、空そら野の継つぐ未み！

　────

　心しん路じ　＠　一つ訊ききたいんだけど、時間いい？

　ソラノ　＠　ん？　なに？　どーしたん？

　心路　＠　見ず知らずの人から声をかけられて「新しい次元、理想の世界の扉を開いてみませんか？」って訊かれたら、興味湧わく？　その人に付いていこうと思う？

　ソラノ　＠　思わないから！　全力で逃にげるよ！

　────

「──第三者曰いわく、月島の例みたいなことを言われたら『全力で逃げる』って」

「ニャニャン、きっとそれは説明不足だよ！」

「きちんと──『美少女も美男子も揃そろっています』とか『探せば必ず自分好みのアニメやマンガやラノベが見つかる』とか『一度ハマると抜ぬけ出せなくて、その内友達にも布教したくなる』とか──そういうオタク文化、クールジャパンの魅み力りよくを伝えないとね！」

　なるほど……。ではリトライだ。

　────

　心路　＠　ゴメン、説明不足だった……。

　ソラノ　＠　情報が足りてなくても、充じゆう分ぶんに察することができる説明な気がするけど……。

　心路　＠　今度は魅力を上手に伝えようと思う。

　ソラノ　＠　はぁ……、とりあえず、どうぞ。

　心路　＠　魅力は何といっても、美少女と美男子が揃っているところだな。その上、最初から好感度ＭＡＸ！　しかも、探せば絶対自分好みのＤＶＤや本が見つかる！　あと、一度ハマると抜け出せないし、その内自分の友達にもそれらを布教活動したくなる！　それぐらい病やみ付きになってしまうんだ！　──こういう説明なら興味湧く？

　ソラノ　＠　湧かないから！　宗教こわっ！

　────

　これは……どう百合姫と月島に伝えるか……。

　誤ご魔ま化かす？　いえいえ、誤魔化しようがありません。……正直に伝えるか……。

「──第三者曰く、百合姫の例みたいなことを勧すすめられたら『宗教こわっ！』だって」

「オタクコンテンツの魅力を『宗教』と比ひ喩ゆするとは、中々的確なことを言う友達ニャ」

「ひょっとして、そのＬＩＮＥのお相手って、照れているだけなんじゃないの？」

　その可能性も否定できない……か？

　気のせいかもしれないけど、致ち命めい的てきな勘かん違ちがいが発生している気がする。

　とりあえず、もう一度。

　────

　心路　＠　重ね重ねゴメン。俺は空野の気持ちを汲くんであげられていなかった……。

　ソラノ　＠　わかればいいんだけど……。

　心路　＠　空野は照れているだけなんだよな？　可愛かわいいトコあるじゃん。

　ソラノ　＠　照れてないけど!?　勘違いされたまま可愛いって言われても、少ししか嬉うれしくないから!?

　────

「百合姫──、本心では好意的に思っているのに、素す直なおになれなくて、虚きよ勢せいを張ってキツく当たってしまう性格のヒロイン。──これってツンデレで間ま違ちがいないよな？」

「そうだけど……どうしたの？　急にそんな一いつ般ぱん人でも知っているようなこと確認して」

「いや、なんでもない」

　────

　心路　＠　空野はツンデレなんだなぁ……。

　ソラノ　＠　あたしとのＬＩＮＥのやり取りで、どこに『デレ』の要素があったん!?




　　　　◇　◆　◇　◆




　結局、作戦らしい作戦は思い浮うかばなかった……。その後どうなったかというと、百合姫が部長として「悩なやんで何もしないより、何も考えていなくても動いている方がいいと思うの！」と判断を下し、昨日と同じく昇しよう降こう口前の広場へ。

「ヒメ先せん輩ぱい、今日はメイド服じゃニャいんですね」

「演劇部が放課後の新入生向け公演で使うから譲ゆずったの」

「あ～、あれって演劇部と共用だったのかニャン」

「……、現実逃とう避ひな会話はそこまでだ。もう、現実を直視する時がきたんだよ」

「「…………」」

　おい、二人してしょぼーん、って顔をするな。

　俺は周囲を見回すも……ハァ……。──ため息を吐つくとヤレヤレ系主人公になった気分をお手軽に味わえる。これは確かに、頻ひん繁ぱんにしていると周りから（なんだこいつ？）って思われてもしょうがないわ……。

「うう～……このままじゃ、誰だれも入部してくれなそう……」

「今さらニャけど、作戦を考える必要があるニャア……」

「なら……ハイレベルな作戦ではなく、基本中の基本を極限まで追求した作戦でいくのはどうだ？　勧誘の基本、新入生に『入部したい！』と思わせるようなアピールというか」

「どういうこと？」

「とりあえず二人は俺の後に続いて、同じようなノリで声を出してくれ」

「んっ、わかった！」「了りよう解かいだニャン！」

　よし、頭の中でイメージを固めて──。覚かく悟ごを決めて──。

　大きく息を吸って──。吐はいて──。

　いざ、往ゆかん──ッッ！

「二次元文化研究愛好部、部員募ぼ集しゆう中ちゆうでーす！」

「「略してニジケン、部員募集中でーす！」」

「学校から与あたえられた部費でアニメ・マンガ・ラノベ・ゲームを買い放題ですよーっ！」

「「与えられた部室は冷れい暖だん房ぼう・冷蔵庫・パソコン・ハイビジョンＴＶ完備ですよーっ！」」

「夏は部費を使い東京に無料で行けまーす！　しかも三泊ぱく四日でーす！」

「「夏休み中に野球部やサッカー部のようなキツい練習はありませーん！」」

「冬は部員の誰かの家に集まって、だらだらとアニメマラソンをしまーす！」

「「冬休み中にテニス部のようなゴミ拾いボランティアをする必要もありませーん！」」

「ヌルい部活だから野球部の顧こ問もんからの怒ど鳴なり声とか、サッカー部の先輩後輩の上下関係とか、テニス部のテニスノートとか、そういうしがらみは一いつ切さいありませんからねーっ！」

「「これだけヌルいのに、一応部活だから、大学受験の時に願書に書けるよーっ！」」

　大勢の生徒が反応する。新入生も、二～三年生も。高等部の生徒も、中等部の生徒も。

　だが──、しかし──、なぜか──、

「──誰も来ないね」

「おかしい……っ、間違いなく共感できる魅力的な勧かん誘ゆうなのに……ッッ！」

「ニャんていうか……共感を通り越こして、図星を突つきまくっているニャン……。ハートに穴が空くぐらい、内心誰もが思っている弱い部分をメッタ刺ざしにしまくっているニャン」

　くそぉ……、お前らもっと自分に正直になれよ……っ……。そんなに真夏にランニングしたいのか？　そこまで真冬に、部活のために朝早く登校したいのか？　んなわけないだろ、バカにすんな!?

「…………逆転の発想だ」

「ぅん？」「ニャニャ？」

「ニジケンの良いところをアピールしても新入生は食いつかない。なら逆に考えるんだ」

「と、いうと？」「どういうことかニャン？」

「ニジケンのアピールをしても無意味なら、他の部活を貶おとしめる……っっ！」

「げ、ゲスいよぉ……!?」

「しかし流石さすがはココロ先輩！　そういうトコにツッキーは惚ほれたんだニャン！」

「具体的にはさっきと同じく、二人は俺の後に続いて同じようなノリで声を出してくれ」

「うみゅ～、他に作戦がないもんね……」

「改めて、了解だニャン！」

　よし、頭の中でイメージを固めて──。覚悟を決めて──。

　大きく息を吸って──。吐いて──。

　いざ、往かん──ッッ！

「野球部は部室で一八禁な行こう為いをした疑いがあり、昨日教師からお叱しかりを食らいました！　不潔です！　ハレンチです！　えっちなのはいけないと思います！」

「「ウチの野球部は強いですが、部員が多くて中々レギュラーになれませんよーっ！」」

「サッカー部の顧問は、やる気ないくせに、しかしえばっているギャンブル依存症と噂うわさで聞きました！　実力は確かですが、素行は最悪のようです！」

「「ウチのサッカー部はその顧問のせいで、学内での評判はイマイチでーす！」」

「テニス部は県内でも食事制限があることで有名でーす！　ファーストフードは食べられません！　ケーキとおやつもＮＧです！　炭酸飲料も不可と聞き及およんでいます！」

「「テニス部は、学内一ゴキブリが出ると有名な部室で毎日着き替がえていまーす！」」

「吹すい奏そう楽がく部の顧問は、この間国こく分ぶん町ちようの風ふう俗ぞく店てんに入っていくところを見た、って卒業生のツイッターで拡散されていました！　女子生徒は気を付けて下さーい！」

「「ちなみに吹奏楽部では、なぜか可愛い子の楽器希望が通ることが多いそうでーす！」」

　先ほどと同様に、大勢の生徒が反応する。新入生も、二～三年生も。高等部の生徒も、中等部の生徒も。

　だが──、先ほどとは違ちがって──、ついに──、

　たくさんの生徒が集まってきた！

　そして一〇分後！

「どこに行きやがった、あの新入生!?　金属バットで頭ず蓋がい骨こつ、カチ割ってやる！」

「サッカー部の蹴けり、舐なめてんじゃねぇぞオオオ!?　金玉潰つぶされてぇのかアアア!?」

「俺たちの爽さわやかなイメージ壊こわした代だい償しよう、高く付くぞゴラアアアア！　女子にモテなくなったら、どないしてくれんじゃボゲエエエエエエエ！」

　俺たち三人は、野球部とサッカー部とテニス部から追われていた。

　どこに隠かくれているかというと～、……体育館の使われなくなった更こう衣い室にあった、ロッカーの中なんだよなぁ……。ＴＨＥ・王道。

「なんで一つのロッカーに三人全員入る必要があったんだよ!?」

　なんてことだ……っ、月島のちっぱいが背中に当たるのは、まだ許せる……っ！　だけど百合姫！　お前こんな状態だからって、俺の股またに自分の太ももを割り込ませてくるなよ!?　まぁ、一方で俺も、百合姫の股に自分の太ももを割り込ませている状態になっているから、百合姫のこと言えないんだけど！

　ダメだ、意識しないように意識すると、逆に意識してしまう！

『そこ』はじんわりとした百合姫の体温を感じて熱い。狭せまいロッカーの中ということもあって、不幸なことに百合姫のスカートは少しめくれ、俺の太ももと百合姫の秘部は、制服の生き地じ越ごしに触ふれ合って……、──って、なんだか百合姫のショーツが湿しめっているような……？

　くっ……、ロッカーの中が百合姫と月島のせいで、むせ返るように甘ったるい女子高生と女子中学生の匂においで溢あふれてきている……!?

「ひゃん……!?　うみゅ[image: ～][image: ～]、し、──しんじ、くん、──、──ダメ、だよぉ？」

「頼たのむから動くなよ!?　色々危険だから！」

「ニャ[image: ～][image: ～]ッッう！　ココロ先輩！　ツッキーの太ももを撫なで触さわるニャア！」

「どっちだよ!?」

　ん？　おっと、騒そう々ぞうしい足音が遠ざかっていったか？

　ならロッカーから出ても大だい丈じよう夫ぶだよな？　よし、せーのっと──。

　…………。

　よし！　誰もいない。廊ろう下かからも足音が聞こえない！

「助かったニャア[image: ～][image: ～]……」

「……嗚呼ああ……百合姫、すまなかった…………」

「うみゅ[image: ～][image: ～]、は、恥はずかしかったけど、お相子にしよ？　こういう時、男の子ばっかり責められるけど、今は心路くんがヒメのに触れたように、ヒメも心路くんのに触れちゃったから……そのぉ～、……うみゅ～……」

「わかった！　お相子でいい！　お相子でいいけど口にして思い出さなくていいから！」

　やらかしてしまった……。百合姫の件は、本人が相子でいい、と主張するのでこれ以上は藪やぶ蛇へびだとしても──少なくとも今日はこれ以上、勧誘を行えないだろう……。

「心路くん──、目的のためなら手段を選ばない性格、昔と変わってないね」

「ほほう、ココロ先輩は昔からこのような性格だったのかニャア？」

　懐なつかしそうな表情をする百合姫。

　そして呆あきれて苦く笑しようするように、しかし優やさしく微笑ほほえむように語り始めた。

「ヒメ、昔、イジメられていたの」

「ココロ先輩、突とつ然ぜんヒメ先輩が自分を語りだしたニャン」

「『化ばけ物もの語がたり』ほどの自分語りじゃないはずだから我が慢まんしろ」

「あれは自分語りが長くても、面おも白しろくて読ませる力があるから許せるんだニャン」

「…………続けていい？」

「「どうぞどうぞ」」

「……。……それでヒメのために怒おこってくれた心路くんは──」

「ごくりニャン」

「──クラス規模のミスコンを開かい催さいしたの」

「…………意味がわからないよ」

「ああ、あの時のことか、懐かしい」

「ヒメのクラスのリーダー格の男子を焚たき付けた心路くん。そして女子には秘密で、可愛い女の子に投票する男子たち。そして──」

「そして……どうなるニャン？」

「百合姫をイジメていたグループの主犯格は二人。俺はミスコンの『表の』発ほつ起き人である男子に頼んで得票数を操作した。──主犯格の一人を一位にして、もう一人をビリ、って感じに」

「ほうほう、いつの間にか過去を語っているのがココロ先せん輩ぱいに入れ替かわったニャン」

「そして心路くんは、開票後のランキングを黒板に張って、女子にばらしたの」

「えげつないニャア!?　そしてまた、過去を語っているのがヒメ先輩に……っ」

「百合姫をイジメていたビリの方は、裏で友達に『ブス』とか『キモい』とか言われ。トップの方は、裏で友達に『ちょーし乗ってる』とか『ぶりっ子』とか言われるようになって。──そして無事、標的が替かわって百合姫はイジメられなくなった」

「ニャ[image: ～][image: ～]、ココロ先輩って子供の頃ころから、目的のために手段を選ばなかったんですニャア……。そういう性格だと、苦労したのでは？」

「そうだな。中学校の頃は、本当にギリギリボッチではなかったものの『親友』と呼べるようなヤツは皆かい無むで、てきとーに馴なれ合っていたし、狭い上に浅い付き合いの友達も多くて、──周りから『正義のゲス』とか『大義名分を得たゲス』とか呼ばれることも、たまにあった」

「正義のゲス、とか……矛む盾じゆんしているのか否いなか微び妙みようだニャア……」

「しかし俺は自分大好き人間だから、自分のゲスい性格を心底気に入っている」

「「ああ～、凄すごいしっくりくる」ニャン」

「周りのヤツらが、ほとんど裏では何かしらの悪口を吐はきまくっている、この世の中。自分ぐらいは自分のことを好きになってやっても許せるだろう？」

「わぁ、心路くん、いいこと言うね♪　ヒメお姉ちゃんの自じ慢まんだよ！」

「カッコいいニャン！　大好きから、超ちよう大好きになりそうニャン！」

「──ゆえに、俺のゲスい行いは常に正当化される」

「大義名分を得たゲスって手に負えないよぉ!?」

「ニャるほど……全ての行いが正当化されるから『正義のゲス』かニャア……奥が深い」




　　　　◇　◆　◇　◆




　……なんで部室に見知らぬ美少女がいるの？　野球部とサッカー部とテニス部の包ほう囲い網もうを搔かい潜くぐって部室に戻もどってきて、ドアを開けたらご対面とか……地味に動どう揺ようするだろ。

　俺だけではなく、百合姫と月島も（んんっ？）って顔してるし。

「ここは二次元文化研究愛好部の部室であっているわよね？」

　鈴すずを転がすように透とう明めいで美しい声だった──。──百合姫が甘いショートケーキのようにあざとくも可愛かわいらしい声で、月島がお日様のように元気でフレンドリーな声だとすると、──目の前の彼女の声こわ音ねは、まるで真夏の雪のように儚はかなげである。

「え、ええ、そうですけど……」

「用事があったから勝手に入らせてもらったわ」

「そうですか。不在にしていて申し訳なかったです。俺は神かみ園ぞの心路っていいます。え……っと、お名前は…………」

「──、──高等部三年Ａ組、雪ゆき村むら雫しず九くよ」

　息を吞のむほど綺き麗れいな雪村先輩。プラチナの長ちよう髪はつが幻げん想そう的で美しい。紅あかい瞳ひとみはルビーのよう。涼すずしげな表情に加え、女の子にしては高い身長、豊かな胸に、細いウェストと、膨ふくらんだヒップによって、そこには『完成された女性らしさ』があった。

「私は『これ』を届けにきたのよ、部長さんはどちらに？」

「は、はいっ、ヒメです」

　なにゆえ初対面の相手にも『ヒメ』という一いち人にん称しようを使うのだろうか？　しかも相手は先輩……って、この人は三年生だから、この中で一番の年長者になるんだな……。

　で、百合姫は何を受け取ったんだ？

「うみゅ!?　入部届……？」

「ええ、──来年の三月には卒業してしまうけれど、私もこの機会に入部してもよろしいかしら？」

「……よくあの勧かん誘ゆうで入部を決心しましたね……」

「ホニャ～ア～……銀ぎん髪ぱつの新入部員とか凄いニャア……」

「ピンクに髪かみを染めている天架ちゃんが言えたことじゃないと思うの……」

　ごほん、いつまでもドア付近で立ち話しているわけにもいかないので、雪村先輩には座ってもらうことにしよう。

　席順は、俺の隣となりに百合姫、向かいに月島、斜ななめ向かいに雪村先輩──って感じ。

「質問ニャン！　ぶっちゃけ、ゆきむー先輩ってホントにオタク？」

「そうは見えないかしら？」

　くすっ、と笑う雪村先輩。小さく首を傾かしげると、銀の髪がサラサラ揺ゆれる。

「失礼かもニャけど、あまり……」

「私は恋れん愛あいシミュレーションゲームが大好きな、ギャルゲオタよ」

「わぁ！　ヒメと気が合いそう！」

「ところで、あなたたちは──『リアルなんてクソゲーだ！』『現実なんて無理ゲーだ！』という有名なセリフを耳にしたことはあるかしら？」

「「「？　……まぁ、はい」」」

　と、そこで雪村先輩は艶つやっぽく、口こう端たんをつり上げた。

　そして──、




「そんなわけないじゃない！


私にとって人生なんて、舐なめプでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくのヌルゲーよ！」






「んんっ？」「うみゅ？」「ニャン？」

「嗚呼！　眉び目もく秀しゆう麗れい、成績学年一位、運動神経抜ばつ群ぐん、大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようの私にとって、現実なんてヌルゲーだわ！　だからこそ、自分の選せん択たくで未来を変えられるのに、その選せん択たく肢しが異常に少ないギャルゲーにやりがいを感じるの！　ゆえに私はギャルゲーマー、──部長さんは感じたことがないかしら？」

「ヒメに矛ほこ先さきが向いた!?　っていうか、何をですか!?」

「──『自分がギャルゲーの主人公なら、もっと上手うまく女の子を恋こいに落とせる』っていう自うぬ惚ぼれた感覚を」

「ああ～……たまにあります。『主人公、もっとヒメの思い通りに動いて！』って」

「私もあるわ──でも私は逆に！　現実というヌルゲー以上に、努力しがいがあって、行動にしがらみを感じて、幸せなエンディングに辿たどり着くのが難しい──そういうゲーム内の事象に干かん渉しようできない『もどかしさ』に！　ギャルゲーとしての面白さを！　もっと言うならばやりがいを超こえた生きがいを見み出いだしているのよ！」

　身み振ぶり手振りを交えて、雪村先輩は声高らかに持論を展開する。

　なんだこいつ、頭おかしい……。病院が逃にげるレベルだ。

　誰だれだよ……この先輩をこんなに拗こじらせるまで放置したヤツ……。

「ニャるほど～。──ゆきむー先輩にとってゲームでのストレスは『私は生きている！』っていう実感なんですねぇ～。かなり亜あ種しゆな方向に中二病を拗らせているニャア」

「えっ、天架ちゃん、今の説明を受け入れたの!?」

　嗚呼……そういえば月島もオタク的価値観を拗らせていたんだっけ……。

　類は友を呼ぶんだなぁ……。

　どうする俺？　このまま今の話題で突つっ走ったら、収しゆう拾しゆうが付かなくなりそうだ。

「とっ、ところで、その銀髪は染めてるんですか？」

　月島は髪をピンクに染めている。なら彼女の同族である雪村先輩も、あるいは──

「いえ、生まれつきの髪よ。私は日本の血が一／二でヨーロッパの血が一／二だもの」

「違ちがったか……っ、──ていうか遠回りな説明ですね……普ふ通つうにハーフって一言で……」

「少しだけ違うわ──父方の祖父が日本人で祖母がイギリス人。母方の祖父が日本人で祖母がフィンランド人。ハーフとハーフの間に私が生まれたの」

「な、なんてややこしいんだ……っ」

　俺は百合姫にアイコンタクトを送る。俺に雪村先輩の相手は荷が重過ぎる。

　後は頼たのんだぞ……。

「そのぉ～、単純な疑問なんですけど、なんで三年生になってから入部を？」

「そうね。──私は昨年度までのニジケンを知っていて、正直に言うと入部を検討したこともあったわ。でも、──昨年度までは男子が主体の部活だったから、最終的に敬遠して諦あきらめたのよ。色目を使われるのも疲つかれるし、ね」

「そうだったんですかぁ」

「でもでも、就職活動とか受験勉強はどうするニャン？」

「私は進学を希望しているのだけれど、自惚れでもなんでもなく東大に余裕で受かる学力ぐらいは身に付けているわ。正直、中学卒業の時には、もう高校の勉強は終わらせていたもの」

「この部活、天才ばかりで怖こわいな……」

　なんだよ……。プロラノベ作家の百合姫がいて、天才科学者の月島がいて、中学卒業時には高校の勉強を制せい覇はしていた社長令嬢の雪村先輩がいて……、──俺のレベル低すぎ。

「話を戻すけれども──、今年度からのニジケンは女子が主体らしいし、受験勉強も特に必要ない上に、教師からの評判も上々だと確信している。──だから入部することにしたのよ」

　この人、色々と常識破りだぞ……。

　なんて俺が動揺していると──どうした百合姫？　変にソワソワして？

「と……っ、ところで！　雫九先輩……っ」

「はい？　何かしら？」

「雫九先輩まで心路くんのこと、天架ちゃんみたいに一ひと目め惚ぼれで好きになったり、それ以外にも興味持ったり、していませんよね……っ、……!?」

「──。どういうことかし…………ああ、そういうこと」

　どうして百合姫、月島、最後に俺の順番で見回して、イジワルそうにクスクス笑うんですか？　イヤな予感がヒシヒシするんですが……。

　そして最後に──なにゆえ立ち上がって俺の背後に回り込むんですか？

「安心しなさい。神園くんにその様な感情は抱いだいていないから」

「よかったぁ～」

「でも──いかにも、からかいがいがありそうな雰ふん囲い気きだし、からかうために耳に吐と息いきを吹ふきかけたり、首筋を人差し指でなぞったり、──みたいなイタズラはするかもね」

　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ、本当に耳の裏に「フゥゥ……」って吐息を吹きかけてきたぞ!?

　この人、色目を使われるのは疲れる、って言うくせに、自分が男子にイジワルするのは面おも白しろいからいい──ってうそぶくタイプだ！

「むくぅ～、ダメです！　心路くんはヒメだけの幼おさな馴な染じみなの！」

「ならツッキーはココロ先せん輩ぱいのペットになるニャン！」

「そうねぇ──なら私は神園くんのご主人様かしら？」








四・三章　オタサーの姫ひめとゲーセン









　四月二四日（土）──。俺と百合ゆり姫ひめは仙せん台だい駅前にあるクリスロード商店街というところの某ぼうゲーセンを訪おとずれていた。で、俺と百合姫は今、クレーンゲームの前にいる。

　ちなみに休日ということもあり、百合姫は私服なのだが……しかし……。

　嗚呼ああ……、……予想を上回るオタサーの姫っぷりだ。……百合姫が今着ている服が。

　パステルピンクでフードの部分にウサ耳が付いているパーカー。レッドとブラックとホワイトが基調のチェック柄がらでフリフリ、しかも丈たけが短いスカート。とどめに、白のリボン付き黒のニーソックスときている。ちなみに靴くつはブラウンのパンプスだった。

「もきゅ～、心しん路じくん！　あの『ＣＣさくら』のぬいぐるみさん可愛かわいくて激萌もえだよぉ～」

「……、……そうだな？　──で？」

「ヒメぇ、心路くんにぃ、あのぬいぐるみさん取ってほしいなぁ♪」

「やっぱりな！　お前オタサーの姫だもんな！　そう言うと思ったよ！」

　オタサーの姫あるある、その二──、

　クレーンゲームでほしい景品があると、それを男子にあざと可愛くねだる。

「でもでも～、ヒメ、クレーンゲーム苦手なんだもん……」

「残念ながら俺も苦手だ」

「うみゅ～、……、ヒメ、あのぬいぐるみさん、ほしいよぉ……、──ダメぇ？」

　やめろ……っ、そんな吐はきそうなぐらい甘ったるい声で俺にねだるな！

　瞳ひとみを潤うるませた上うわ目め遣づかいも、近づいて角度的におっぱいの谷間を見せる行動も、全部そんなもの俺には効かない……っ！

「……一回だけだからな？」

「わぁ！　ありがとぉ！　ヒメぇ、優やさしい人、だぁい好き♪」

　しかし──、

　一〇〇円を投入して一回やっても──、

　五〇〇円を投入して五回＋オマケ一回やっても──、

「むくぅ……なんで取れないの～？」

「だから言っただろ！　俺もクレーンゲームが苦手だって！」

「ラノベとギャルゲーの主人公なら取れるのにぃ……」

　周りのお客さんや店員が見ているから、俺の胸部をぽかぽか叩たたくのはやめてくれ……。

　こんなの、周りから見たらじゃれているようにしか……否いな、オタサーの姫に詳くわしい人からしたら、姫に拗すねられて（拗ねてる姫も可愛い！）ってご満まん悦えつな騎き士しにしか見えない！

　実際は違うけどな！

「くそ……っ、もう五〇〇〇円も溶とかしたんだ……っ！　百合姫のためではなく、俺の意地のためにこのぬいぐるみは絶対に手に入れるッッ！」

「あのぬいぐるみさん、アニメイトで販はん売ばいしてたら一〇〇〇円程度だと思うけどね……」

　ところで、なんでオタサーの姫はぬいぐるみに『さん』を付けるのだろう？　謎なぞだ。

「両りよう替がえに行ってくる！」

「あっ、待って。ヒメも一いつ緒しよに行く！」

　こうなったら一万円札を全て五〇〇円玉に変へん換かんしてやる……っ。

　ここで何も取れずに帰ったら、何かに負けた気がするんだ！

　そう思ってクレーンゲームの筐きよう体たいの前に戻もどると──

「なん……だと……!?」

「ぅん？　どうしたの、心路くん？」

　俺たちが両替機から戻ってくると、筐体の中に目的のぬいぐるみはなかった。

　いつの間にか消えていた。つまり──

「「は、ハイエナされた……っ!?」」








四・六章　オタサーの姫ひめとカラオケ









　五月一日（土）──。俺は百合ゆり姫ひめに連れられて仙せん台だい駅前のカラオケに来ていた。

　俺と百合姫、二人だけの個室。

　そこで百合姫はそれなりに広い部屋なのに、わざわざ俺の隣となりに座ってデンモクを弄いじっている。服の襟えり元もとからは胸の谷間……だけではなく！　純白のブラまで覗のぞいていた……っ。

「一番、花はな咲さき百合姫、歌いまぁ～す♪」

「曲名は……、……おおぅ……」

　百合姫が歌おうとした曲は有名なアニソンなんだけど……。

　嗚呼、実際に百合姫が歌い始めたらしっくりきた……。

　すごいアニメ声！　あざとくて、媚こび媚びで、ロリロリなアニメ声で歌っているし！

　そして──、

　歌い終えると──、

「うみゅ……、七二点……ヒメ、お歌、下手なのかなぁ？」

　オタサーの姫あるある、その三──、

　わざと下手に歌い、『お歌下手だよぉ～』アピールをしてかまってほしがる。ついでに言うと、『お歌が下手な姫、かわいい～』アピールをさりげなく交ぜてくる。

「普ふ通つうだろ。平均。上手うまくもなければ下手でもない」

「むくぅ～、こういう時は『全然そんなことないよ？　姫の歌、超ちよう可愛かった！』って言ってもらえるのがセオリーなはずなのに……」

「は？　俺がそんなこと言っても、誰だれも嬉うれしくないだろ？」

「ぷいっ、心しん路じくんのバカ……鈍どん感かん……」

　不当な罵ば倒とうを浴びせられた気がする……。

　まぁ、それは水に流すとして、次は俺の曲の番だな。

　…………。

　……、…………。

　どうする……。非常に気まずいことになってしまった……。

　百合姫に次いで、二曲目を歌い終えた俺だけど……、……カラオケの採点機能による点数が、百合姫を下回る六九点だった……。

　これには『自じ称しよう』歌が下手な百合姫も戸と惑まどっている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよっ？　たまたま点数が低かっただけだよ？」

「あ、ありがとう……」

「う、うん！　じゃあ、次はヒメの二曲目だね」

　そうして百合姫が三曲目を歌い始めて──、歌い終わって──、

「ほら！　ヒメの点数は六八点だよ？　心路くんの方が上手いよ!?」

　いやいや、いやいや!?　今ので確信したけど、百合姫──っていうかオタサーの姫って、点数をコントロールできるぐらいカラオケ上手いだろ!?

「おっ、おう……そうだな。──次、俺の番か……」

「あはっ、心路くん、ファイト♪」

　負けてたまるか！　見え透すいた接待プレイほど屈くつ辱じよく的なモノはこの世にないんだぞ!?

　百合姫が接待プレイ……もとい舐なめプしている間に、何としても高得点を取る！

　が──、しかし──、

「あぅ……六五点……」

「くっ……殺せ……」

　最終的に俺は百合姫を超こえられなかったし、百合姫もオタサーの姫っぽいアピールを封ふうじられてしまった……。どっちも得してないじゃん。消えてなくなりたい心境だ……。








五章　舐なめるなよ？　バカにされてもエロは偉い大だい。









　俺は今──仙せん台だい駅の名物である巨きよ大だいステンドグラスの前で『ある人たち』と待ち合わせをしているんだけど……腕うで時計曰いわくまだ九時五〇分だし、集合の時刻まであと一〇分もあるわけか。

　雪ゆき村むら先輩が入部して、今日はもう月を跨またいで五月九日なんだが、あれ以降新入部員を集められていない体ていたらく……。……そろそろ焦あせった方がいいのかもしれない……。

　にしても──、

　百合ゆり姫ひめは昨年度まで間ま違ちがいなくオタサーの姫で、サークルクラッシュを経て今年度になっても、そういう悪い意味で男子を勘かん違ちがいさせる言動が目立つ。……何とかしないと。幸いにも今年度のニジケンは俺以外の全員が女の子だけど、百合姫の言動が同性から反感を買う、っていう可能性も充じゆう分ぶんに……。

　あと！　彼女にとって俺は幼馴染っていうのもあるだろうが、それにしたってキスしたり、抱だきついたり、胸を押し付けたり、その他諸もろ々もろは軽けい率そつだ！

　そうなると、ここで生まれてくる必然の疑問は──、




「──『どうして花はな咲さき百合姫は、オタサーの姫ひめなんかになったんだろうな？』──」




　いやぁ……、──、──ときに思い返してみれば、若干とはいえ月つき島しまと雪村先せん輩ぱいにも『オタサーの姫ファクター』はあるんだろうけど……。

　例えば月島なんて、常にネコ耳ネコ尻尾しつぽを装備していて、語ご尾びに『ニャン』を付けているんだぞ？　加えて、例えば雪村先輩なんて、俺をからかうだけのために、耳の裏に吐と息いきを吹ふきかけてくるんだぞ？

　どちらにしてもオタク男子のきゅんきゅんポイントを押さえた、実に思わせぶりな言動だろうに。

　花咲百合姫は、男子に『自分を好きになってもらうこと』を目的としたあざとさに──

　月島天あま架かは、コミュニケーションが苦手な男子でも親しみやすいスキンシップに──

　雪村雫しず九くは、恋れん愛あい感情と勘違いさせる思わせぶりな魔ま性しように──

　それぞれ特化しているわけだけど……、

　──しかし勘違いしてはいけない！

　ニジケンはもう二度と壊こわさせない！　百合姫がニジケンの存続を望んでいる限り！

「……、……──ニジケンを存続させる意味合いも込めて書かれた百合姫のラノベ……。今度、きちんと読まないとなぁ…………」

　なんて考えていると──

「ココロ先輩っ、おっ待たせっニャ～ン！」

「ゴメンなさい、神かみ園ぞのくん。待たせてしまったかしら？」

　おっと、二人とも──月島も雪村先輩も来てくれたか。

　二人とも九時五五分に到とう着ちやくってことは──五分前行動とは素す晴ばらしい。

「いえ、俺も少し前に到着したばかりですよ」

「ニャ～ン、日曜日にもココロ先輩と会えるなんて、嬉しい！」

「あら、そういう風に言ってくれるなんて、神園くんは優やさしいのね」

「嬉しいお世辞として受け取っておきます。じゃあ、行きましょうか」

　月島の服装は──なんていうか、やっぱり休日でもネコ耳ネコ尻尾は装備しているんですね……。他には──、春先にピッタリで爽さわやかなワイシャツと、パステルカラーを基調にしたタータンチェック柄がらのカーディガンが、まず目を引く。ダメージが入っているデニムのショートパンツは、月島の柔やわ肌はだをぴっちりとさせ、腰こしからお尻しり、お尻から太ももの形をハッキリさせるぐらいサイズが（適度にきつそうという意味で）あっていた。ハイソックスの色は黒なので、月島の白い脚あしを映はえさせるような、アクセントとなっている。

　雪村先輩の服装は──おおっ、こっちは大人びている。清潔感のある襟えり付きで、小さな白いリボンが付いている黒のブラウス……二次元的感性だとブラウスの生き地じを内側から大きく張らせている巨きよ乳にゆうが、オタクにいい感じに受けると思う。加えて、スカートと黒のストッキングの組み合わせも男子のポイントをくすぐってくる。……雪村先輩って胸は大きく、腰は細く、お尻も大きいから──どんなファッションをしても、潜せん在ざい的にはエロさを覚えてしまうな……。特に黒いストッキングに包まれた脚は、一見しただけでもむっちりしていて、非常にいやらしい……。そのくせして細い腰回りはきっと同性からも羨うらやましがられるレベルだから、腰から脚にかけての曲線は、男子目線だと実にタチが悪い。

「──どの駅で降りるのかしら？」

「卸おろし町まち駅ですから二五〇円です」

　ヤバい、ＪＲの方の仙台駅から地下鉄の方の仙台駅まで移動する間、二人の服装に気を取られてしまっていたか……。いや、しょうがないことだな。今までの人生で、休日に女の子と駅で待ち合わせしてその子の私服を拝める機会なんて、百合姫以外になかったし。

　で、販はん売ばい機きで切きつ符ぷを買って、改札を通り抜ぬけて、エスカレーターを下りて──

　よし、主に月島が迷まい子ごにならずに東西線のホームまでこられたぞ。

「月島って中学一年生だけど……何歳から仙台駅周辺に遊びにきてたんだ？」

「ニャン？　一人で街中に出る、って意味なら小学四年生の頃ころからだよ？」

　夢ゆめ乃のも今、小学四年生だけど、絶対にムリだな。イメージできない。

「駅前にはメイトも、ゲマズも、メロブも、とらあなも、他にも色々揃そろっているものね」

「そうですね……、──っ、と、電車が着きましたよ」

　あっ、しまった……。今日は日曜日で休日。しかも今は昼間。仙台駅で降りる乗客が多すぎる……っ！　月島と雪村先輩が、降りてくる人の流れに押されていなければいいんだが。

「ココロ先輩！」

　つっ──びっくりするだろ、突とつ然ぜん手を握にぎられて引っ張られたら。しかも人ごみの中から急に手が出てきて握られるんだぞ？　お互たがいにはぐれないように、っていう意図はわかるけど。

「──あっ、────その……っ、────んっ」

　今度は雪村先輩の番か。離はなれないように俺の服の裾すそを、控ひかえめにちま……っと、摘つまんできて──なんていうか、いじらしい。年上だけど、守ってあげないといけない女の子なんだな、と、今さら思うなんて。

「……ほとんどが仙台駅で降りたから、中ガラガラだな」

　月島は意外にも頼たよりになって──、

　雪村先輩は意外にも、か弱い──。

「そうニャね～」「そのようね」

「……、で、いつまでこうしているんだ？」

　未いまだに俺は月島に手を握られていて、雪村先輩には裾を摘まれている。

「おっと、失礼！　車内に引っ張る時から握ったまんまだったニャン」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ──、べ、別に私は人の波に押されてなんかいなかったわ。か、勘違いしないで頂ちよう戴だい」

　月島はともかく、雪村先輩──、

　俺、まだ何も恥はずかしいところ指し摘てきしていませんよ？

　まぁ、いい。座ろう。

「そういえば──、神園くんに確認するのだけれど、花咲さんって本当にラノベ作家の百合ゆり崎さき放はな姫ひめなのよね？」

「はい。──ちなみに、百合姫は金曜日が〆しめ切きりだったらしいです」

「自分のラノベを生徒会に活動実績として提出、だったかニャ？」

「そう。まだ今年度が始まって一度も出していないから、そろそろ本気出したいんだと」

「──。あら？　仮に予定通り金曜日に原げん稿こうが終わったとしても、出版されるのは数ヶ月先よね？　それなのに間に合うのかしら？」

「間に合いますよ、活動実績の提出期限は一学期の終業式ですから。それに、今書いているのが夏～秋ぐらいに出るとしても、まだ発売していないだけで、……っと、確か六月だったっけ？　とにかくそこらへんで、今年度最初の一冊出ますし」

「へぇ、一冊はすでに確定していて、一昨日おとといまでは大体夏休み明け～終業式までに発売・提出する分を書いていたってことね？」

「ストックがあるなんて、ヒメ先輩はラノベ作家の鑑かがみだニャン！」

　そういうこと。──情けないけど、現時点では百合姫に、ニジケンの活動実績の全てを任せっきりにしてしまっている。

　そういうのもどうにかするためにも、今日は──

「で──、今日は花咲さんのお宅で今後のニジケンについて話し合うのよね？　主に活動内容とその実績について」

「そうですね。いくらニジケンがゆるゆるな部活だったとしても、生徒会に提出する用に、何かしらの活動実績を挙げなければいけないわけですから。今日はその活動内容を話し合うんです。百合姫に任せきりなのもアレですし」

「今日は部室棟とうを清せい掃そう員いんさんが綺き麗れいにしてくれる日らしいからニャア～」

　そう、月島の言った理由によって、今日俺たちは花咲家で会議することになったのだ。

　最近は、月～金まで、帰宅部の生徒が下校しそうな時間だけ勧かん誘ゆうして、もう学校に残っている生徒の大半が部活に励はげんでいるだけ──って状態になると、部室に戻もどってオタクライフをエンジョイしていることが多かった。

　しかし一昨日、部長である百合姫が「そろそろ活動内容をきちんと決めようよぉ！」という鶴つるの一声を発し、今日集まることになった。

「月島はわかってくれるよな？」

「んんっ？　何をかニャ？」

「活動内容を決めるのが遅おそすぎる気もするけど、現状に多少なりとも余よ裕ゆうがあると後回しにしてしまう感覚、を」

「ああ～、すっごくわかるニャア～」

「それって……ゲームサークルを謳うたいながらゲームを作らずにサボって遊んでばかりの集団と、どこかしら通じるところがあるわね…………」

「面めん倒どうなことを先延ばしにしているトコですかね、通じるところ、って」




　　　　◇　◆　◇　◆




　神園家が以前住んでいたマンションに、昔と変わらず花咲家、つまり百合姫は住んでいる。──三階の一番端はしの部屋であっているよな？　まぁ、月島にしろ雪村先輩にしろ、訊きいてもわからんと思うが。久々だから不安だし、緊きん張ちようもする。

　……。……マンションのエントランスに着いたんだけど──

「呼び出しに応じないぞ……」

「マンションを間ま違ちがえたんじゃニャいのですかい？」

「いえ、神園くんの記き憶おくにある花咲家の部屋番号の郵便ポストに、今も『花咲』ってプレートがあるから間違ってはいないでしょう」

「しかたがない、合あい鍵かぎ使うか……」

「「──えっ!?」」

　そこまで疑われるとショックだ……。ほら、普ふ通つうにドア開いただろ？

　行くぞー、エレベーターに乗って三階まで。

「なんでココロ先せん輩ぱいがヒメ先輩のマンションの合鍵を持ってるニャン!?」

「小学生の頃プレゼントされたからな」

「──何年生のどのぐらいの時期かしら？」

「俺が小学五年生で、百合姫が六年生の頃のクリスマス直前ですね。なんかそのクリスマスは百合姫の親が不在で、何か起きた時に駆かけつけてほしいから──って渡わたされました。結局、百合姫の両親は予定がキャンセルになって家にいることになったんですけど」

「ホニャ～、どう判断します、ゆきむー先輩？」

「神園くんは『その気』がなかったらしいけど、花咲さんはその時には六年生だったのでしょう？　さすがに向こうにはギリギリ『その気』があったのではないかしら……？」

　ひどい言われようだなぁ……。二人とも、俺と百合姫の過去を知らないはずなのに。

　……気にしないでおくか。エレベーターも三階に着いたことだし。

「──綺麗なマンションの、しかも角部屋なのね」

「いかにも小説家、ってイメージがするニャン」

「一応補足しておきますけど、百合姫は一人暮らしじゃないですからね？　今日はいないと思いますけど、親と暮らしてますからね？　──っと、ここだな、花咲家は」

　ん[image: ～][image: ～]、……、エントランスでも呼び出したのに反応がなかったんだ。ここにきてもう一度インターホンを鳴らしても、反応するだろうか？

　合鍵もあるし、入ってしまおう。俺と百合姫の仲だし。

「おじゃましまーす」「おじゃまするニャン」「おじゃまいたします」

　と、俺たちが挨あい拶さつすると──

「──はっ!?　もう心しん路じくんたち、きちゃったよぉ!?」

　なんだ……百合姫いるじゃん……。

　もしかして、執しつ筆ぴつに集中しすぎていたのか？

　えっと、今百合姫の声がした部屋は──……

　子供の頃から変わってないみたいだな、百合姫の自室。

「百合姫、合鍵で入らせてもらった……ぞ？」

　嗚呼ああ……、

　百合姫……、ゲーセン＆カラオケの時とは違ちがう服装をしているな～、……って一いつ瞬しゆん思っていたら、今日はネットとかで言われる、いわゆる『童どう貞ていを殺す服』を着ているし……。

　豊かに発育した胸を強調するような白いフリフリのブラウス。背中にあるリボンを締しめて腰こしを細く見せるコルセット。とどめに、甘ロリ系のスカートと、それとお揃いのカラフルなニーソックスときている。

　──だが今は、そんなこと問題ではない。百合姫は今──、

　窓を開けて、そこから飛び降りようとしていた……っ！

「百合姫!?　なにしてる!?」

「なに、って──っ、そんなのもちろん脱だつ走そうだよぉ!?」

「そういうこと──。──もしかして、〆切がヤバいのかしら？」

「だだだだだだ、だだ、大だい丈じよう夫ぶ！　ま、まだ二日しか過ぎてないから！」

「全然大丈夫じゃないニャン!?」

「しょうがないの！　ヒメが悪いわけじゃないの！　いつも力を貸してくれる妖よう精せいさんが現れないの！　他の作家さんの方に派は遣けんされてるから、ヒメのところに来れないって！」

「とりあえず窓から足を下ろせ!?」

「もうヒメは原稿から逃にげ出すしかないんだよぉ[image: ～][image: ～]！」

　…………。

　……、…………。

　さて──、

　俺たちは今カーペットの上、木製の脚あしの低いテーブルの周りに座っているけど──

　百合姫……時計をそんなにチラチラ見て、そこまで〆切がヤバいのか……。

「──本日は花咲家にご足労頂き、ありがとうございます」

「「「いえいえ、大丈夫です」」」

「そしてお見苦しい姿をお見せしてしまいました」

「ああ～、あれは全然大丈夫じゃなかった……」

「でも落ちてもギリギリ助かるんじゃないかニャ？」

「三階でしょう？　運が良ければ助かるわよ？　あとは虫の息だったとしても雪村家がマネーパワーでどうにかしてあげるわ」

「──百合姫、今の発言を撤てつ回かいする。月島と雪村先輩の言う分には大丈夫だそうだ」

「ひどいよぉ!?　そういうこと言われると、ヒメ、泣いちゃいそうだよぉ……」

　む……っ、今のはどっちだ？　オタサーの姫ひめ特有の泣き落としかもしれないが、少々俺たちもふざけすぎたかもしれない……。

　ところで……、

　今の百合姫のようなあざとい発言は、同性からしたらどうなのだろう？

　……ちら、っと月島と雪村先輩の様子を覗のぞく俺だが──

「ヒメ先輩のお部屋、ぬいぐるみと美少女のポスターとフィギュアが目立つニャン」

「所々にピンクがあるわね。全体的にはホワイトとかやわらかい色の部屋なのだけれど」

　──二人が気にしていない様子なら、ここはスルーしよう。

「現状を確かく認にんしよう。今日はニジケンの活動内容を話し合うために、花咲家に来たはずなのに、なぜ百合姫は執筆をしている？」

「あぅ……本当は金曜日が〆切で、仮にいくら〆切を過ぎても土曜日には終わるかな～、って予定だったの。でも……、最後の主人公とヒロインの仲なか睦むつまじいシーンが中々書けなくて……。それでみんなが来てくれる今日までスケジュールがずれ込んじゃって……」

　と、その時だった──

　百合姫のスマホが人を驚おどろかせるような大音量で鳴ったのは。

「うみゅうううう!?　担当さんからの電話だよぉ!?」

「怖こわっ!?　なんで担当さんからの着信音を『リング』の貞さだ子このテーマにしてんだよ!?」

「担当さんからの〆切催さい促そくがきっと来るからだよぉ!?」

「ちなみに『リング』の貞子のテーマこと feels like 'HEAVEN' の歌詞は、ぶっちゃけあんまり『呪のろい歌』って感じがしないニャア」

「えっ、そうなの!?」

「ええ、そうよ。呪いの歌ではなく自殺を仄ほのめかす歌だもの」

「なおさら怖いよぉ!?」

「安心しろ百合姫、自殺しても歌詞の通りなら迎むかえにくるのは天使だから」

　余談だけど、歌詞の通りなら迎えにくるのは天使だけど、辿たどり着く場所が天国とは歌詞に明記されていない。曲名を訳すると『まるで天国のようだ……っ』だしな。

「あっ、鳴り終わったニャン」

「──。花咲さん、いつからスマホをほったらかしにしているのかしら？　ロック画面にずら[image: ～][image: ～]っと、担当さんらしき人からの不在着信が入っているわよ？」

「あっ、ホントだ」

　雪村先輩が百合姫のスマホを取って、そのロック画面を俺と月島に見せてくれるんだけど……うわぁ、昨日の朝から一時間おきに着信が入っているぞ……。深夜にさっきの着信音が急に鳴り響ひびいたら、まさしくホラーじゃん。

「しんじくん～っ、ヒメを助けてぇ～、ヒメの執筆を手伝ってぇ～」

「ええいっ、腰にまとわりつくな！」

　仕方がない……。

　百合姫がこの調子では活動内容を話し合えない。それに加えて、当然重要度は話し合いよりも執筆の方が上。なら百合姫の執筆を手伝うしかないよなぁ……。ニジケンの活動実績にも関わってくるし……。

「それで俺たちは何をすればいいんだ？」

「さっきも言ったけど、今書いている巻の最後、主人公とヒロインの仲睦まじいシーンが上手うまく書けなくて……」

「それなら、私と神園くんと月島さんで、主人公とヒロインの仲睦まじいシーンを実演するのはどうかしら？　リアリティを出すために」

「うわぁ……テンプレだニャン……」

「言うな月島。そんなの雪村先輩だってわかっているはずだ」

「むっ──、ええそうよ。私だってオタクなのだから、こういう作家の取材のお手伝いというテンプレを、実際に自分でやってみたかったのよ」

「おふぅ、雪村先輩が開き直った」

「ニャニャン。一つ訊きたいんだけど、『仲睦まじいシーン』って、具体的にどんなことをするシーンなのかニャ？」

「うみゅ……ちょ、ちょっぴり、言いづらいんだけど……」

「言いづらいんだけど、なにかしら？」

「主人公が戦いを終えてヒロインの許もとへ帰ってきて、ご主人様ヒロインに『アナタの温ぬくもりを感じさせて』って言われて……」

「ほう」「ニャン」「続きは？」

「主人公がご主人様ヒロインに、踏ふまれるの」

「足の裏で温もりを確かめるのか……、斬ざん新しんだな」

「足の裏に温もりを感じたいなら湯たんぽでもお布ふ団とんの中に入れとけばいいニャン」

「そこから主人公の恋こいのライバルとして湯たんぽが活かつ躍やくするのね？」

「しないよぉ!?」

「で、百合姫、次の展開は？」

「ご主人様ヒロインと愛を確かめ合った主人公は、次に奴ど隷れいヒロインに『マスターと、イチャイチャしたい』っておねだりされて……」

「ほう」「ニャン」「続きは？」

「その奴隷ヒロインはマスターである主人公に触ふれられると感じちゃう設定だから、全身をマッサージすることになるの」

「戦いから帰ってきた直後の主人公にマッサージさせるのか……」

「普ふ通つう逆じゃないかニャア……？」

「一応、花咲さんのラノベを最新刊まで追っている私が説明するけど、花咲さんのラノベは『異性とのコミュニケーションでチカラが増ぞう幅ふくされる』っていう設定なのよ？　──ところで花咲さんは、どのような心境でこのラノベを書いているのかしら？」

「急に矛ほこ先さきをヒメに向けないでください！　っていうか雫しず九く先輩って、ヒメの本の読者だったんですか!?　恥はずかしいよぉ!?」

　机に突つっ伏ぷす百合姫。確かに自分の妄もう想そうを他人……どころか顔見知りに読まれるとなると、それはそれは死にたくもなるだろう……。

　なんて百合姫を哀あわれんでいると、雪村先輩が発言する。

「私たちは主人公の代役である神園くんで遊ぶ……こほん、神園くんを弄いじる……、……さらにコホン、──、とにかく神園くんを使って花咲さんの作品を模した寸劇……、ではなく演劇をする必要があるわ。早々に始めましょう」

「何回言い直せば気が済むんですか!?」

「それなら早さつ速そく、ご主人様ヒロインが主人公を足で踏むシーンからやるニャン！」

「えっ、俺の意見は無視？」

　ちょっと、待てよ……。待ってください……。

　なんて焦あせり周囲を確認するも、俺以外の三人が、俺を主人公と仮定した演劇をやる気らしくて……ていうかやる気満々じゃん…………。

　逃げ場がないぞ、この状じよう況きよう!?

　そうして数分後──、

　まさか──、

　本当に雪村先せん輩ぱいに背中を踏まれることになるなんて……っ！

　黒いストッキングに包まれた脚に踏まれていると思うと……なんていうか、……言うなればそう、インモラルなんだよなぁ……。

　ちなみに雪村先輩の足裏は、わずかに汗あせで湿しめっていて、仄かに蒸むれていて、服越ごしに背中に生暖かさを覚える。

「神園くん──、どうかしら、幼おさな馴な染じみの前でうつ伏ぶせになって先輩に踏まれる気分は？」

「そんなこと言われても、これって執しつ筆ぴつ活動の一いつ環かんですし……」

　そう思わないとやってられない。

　で──、この光景を見て百合姫はどんな反応をしているんだろうか？

「心路くんが浮うわ気きしているよぉ!?　でもそのおかげで、創作の妖精さんが降臨してる！」

　え～……、浮気じゃないですけど……？　しかも百合姫的に浮気だとしても、それで執筆速度が上がるとか……、百合姫にはＮＴＲ属性でもあるのか……？　自分の幼馴染ながら、将来が不安だ……。

　でも……、これを眺ながめて百合姫の創作意欲が刺し激げきされるなら、俺は我が慢まんするしかないよな……。幼馴染の女の子のベッドに寝ね転ころがって、別の女の子に踏まれるとか、執筆のお手伝いの一環じゃなきゃ断っているはずなのに……。
















　一方で──、

　さて……雪村先輩の反応は……、っと、──嗚呼ああ、かなり楽しそうだ。

　すごくサディスティックな笑えみで見下ろしてくるし──、

　──加えて、自分の唇くちびるを赤い舌で舐なめる所作が官能的だ。

　下から見上げる感じで様子を窺うかがっているんだけど……、……っっ、

　ヤバい──っ、

　胸が大きい……、百合姫も巨きよ乳にゆうの部類に入っているはずだけど、それよりも大きい。下から見上げる下乳っていうのは、こうも強調されてエロいのか……っ！

　それだけではない……っ！

　雪村先輩──、スカートのまま俺のことを踏んでいるから、ストッキング越しにショーツが露あらわになっているし……。てっきり黒を穿はいていると思っていたけど……純白でリボン付きで、フリルと細やかな刺し繡しゆうが施ほどこされている物を穿いているとは……予想外だな。

「嗚呼！　すごく筆が進むよ！　自分の目に見える範はん囲いでイケナイコトが進行中となると、なんだか身体からだが火ほ照てって、妄想の情報量で脳が蒸発しそう！」

「ちなみに、今さらだけどヒメ先輩のラノベジャンルって……」

「うみゅ？　明言してなかったっけ？　当然！　ラブコメ・ハーレム・エロエロの三さん拍びよう子し揃そろったヤツだよ！」

「さすがヒメ先輩！　期待を裏切らないニャン！」

　百合姫、ノリノリでキーボード叩たたきまくっているなぁ……。

　なんて感心していると、雪村先輩が俺の背中から足を退どける。

　……もう選手交代の時間なのか。

「脚あしが疲つかれたから、次は月島さんにお願いするわ」

「任せるニャン！　ではでは、ヒメ先輩のラノベの展開通り、ココロ先輩にはマッサージをしてもらうニャン♪」

「はいはい……」

　相槌を打つと、俺が今まで踏まれていたベッドに、入れ替かわるようにしてダイブする月島。

「ココロ先輩っ、ツッキーはもう準備万ばん端たんだよ！」

「って、早はえぇ！　準備し終えるの早ぇよ！　ついでに言うならベッドに寝転ぶのも！」

　仕方がない、サッサとマッサージを始めよう……。

　女の子をマッサージするなんて、当然ながら初めての経験だ……。嗚呼、緊きん張ちようしてしまう……。本人の許可を得ているとはいえ、女の子の身体を圧おしたり揉もんだりするなんて。

「……ん──ニァ、ぅん……──あん……、……ニャア……ん──んんっ」

「どうだ月島？　気持ちいいか？」

「はっ、ん──ぅ、っっ……きも、ち、……あっ……いい、ニャン……っっ」

　……、変な気分になるぞ……、こう、なんて言うか……月島天架という中学一年生の女の子が自分に身体を圧されて揉まれて、喘あえぎ声を漏もらしているというのは……っ……。

　コイツって、悪い意味で大人びているけど、少し前まで小学生だったはずだろ……？

「んんっ……っ、ココ……ロ──んぁ、せん、ぱい……はぁっ……もっと──強く、しても……ニャ、あン────いい、……、[image: ～][image: ～]ぁん、ニャン……っっ」

「──変な声出すなよ……。まぁ、強くするのは構わないけど……」

　月島の細い太ももを撫なでる。次いで親指で圧すと──月島の身体がわずかに浮うく。

　──指圧をさらに加える──。ああ～、こういう蕩とろけそうな声を聞く時に、世の鬼き畜ちく系エロゲーマーは『メスネコの嬌きよう声せい』と評価するのか……。──事実、月島はベッドの上で俺の指を感じながらギシギシしているし。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ、んん……っん、ぁ、ぁン、ニャ……ア、んんっ、ハア、ン──っっ」
















　ヤバい……、月島の顔が真っ赤になっている……っ。さすがに口でシーツを嚙かんではいないものの、その小さな手でシーツを握にぎり締しめて、快楽を我慢している所作は、『女の子らしさ』を感じてしまう……。男子と女子の明確な差って、こういうことなのか……？

「はっ、ハっ──、……ンンん、ぁ、[image: ～][image: ～]ふニャ……ン……、んくぅ……っっ」

　いけない、いけない！　無心で作業を続けるんだ……っ、そう、これは百合姫の執筆の手伝い！　他意なんて、あるはずがない！




　　　　◇　◆　◇　◆




　一ひと先まず演技……っていうか、百合姫が執筆するにあたってリアリティを追つい及きゆうするための『ストーリーを現実でやるとなるとどうなるかのお手本』みたいなモノを終わらせると、俺と月島と雪村先輩は、執筆を続ける百合姫を尻しり目めにくつろいでいた。

『[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪　[image: ～][image: ～]、[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪』

　おっ、また百合姫の貞子（スマホの名前）が鳴った。

　これで俺たちが花咲家に着いてから五回目のコールである。

「へいへい、百合姫！　来てるよ来てるよ！　貞子が来てるよ！」

「かもんかもん！　きっと来るニャン！　〆しめ切きり催さい促そくがきっと来るニャン！」

「うみゅ[image: ～][image: ～]、しずく先せん輩ぱい[image: ～][image: ～]、しんじくんとあまかちゃんがいじめるよぉ[image: ～][image: ～]」

「神園くんも月島さんも……、花咲さんが原げん稿こうに追われているからって、容よう赦しやないぐらい煽あおりまくっているわね……。しかもそのせいで feels like 'HEAVEN' がまるで怖こわくない曲になっているわ……」

「「もう何も怖くない！」ニャン！」

「怖いよぉ!?　〆切催促は怖いよぉ!?」

　百合姫が本当に泣き始めそうだったので、そろそろ煽るのはやめよう。

　けど……そうなると微び妙みように暇ひまだ。

　演技はもう一通り百合姫に見せたから、後は百合姫がそれを最後まで書ききるだけ。

　となるともう、俺たちが執筆で手伝うことはない気がする。

　……、……スマホでも弄るか……。

「ココロ先輩、何してるニャン？」

「お前はナチュラルに人の膝ひざの上に座るんだな……」

　俺は今、カーペットの上に胡坐あぐらをかいていたんだけど、その上に月島が座ってきやがった……。微妙にお尻しりでアレを圧してくるし、背中を俺の身体に預けてくるものだから、すごく密着していて温かい。

「スマホで某ぼう作家のツイッターを見ていた」

「ああ、本当に某作家のツイッターだニャン……」

　あれだ、あれ。本人が目の前にいるから気が散らないように『某作家』と言葉を濁にごしてあげる、俺の執筆への配はい慮りよ、我ながら実に素す晴ばらしい。

　そう、俺は今百合姫のツイッターを閲えつ覧らんしている。

「私にも見せて頂ちよう戴だい」

「雪村先輩はナチュラルに背後から抱だきつくんですね……」

　月島に続き雪村先輩も、か……。

　俺の肩かた越ごしに、首に腕うでを絡からませて、その上おっぱいを背中に押し付ける感じで、俺に抱きついてくるし……。単に俺のスマホを覗のぞくだけなら、わざわざそんなことをしなくてもいいのに……。

「うみゅ……心路くんが本当に浮気している……」

「執筆が終わるまで俺たちに交じったらダメだからな～。──、──よし、見るか」

　どれどれ……、百合姫のツイッターは、空そら野のと一いつ緒しよに見た時以降、どんな風になっているのだろうか？

　百合ゆり崎さき放はな姫ひめで、検けん索さく検索ぅ……っと。

　まず金曜日の夜のツイートは──、

『ふぇ……、原稿が終わらないよぉ……。やっぱりヒメはダメな子なのかなぁ……』

『放姫先生、頑がん張ばって！　先生はダメな子なんかじゃない！』

『不安になったらいつでもおれにＤＭ送っていいから！　慰なぐさめてあげる！』

『百合崎先生、ツイッターしてる暇があるなら原稿してください』

『いつでもオレが付いてるから、弱気になったら好きな時にＤＭちょうだい？』

『あはっ、読者のお兄ちゃん、励はげましてくれてありがと♪　ヒメ、頑張るねっ』

『百合崎先生、あなたの担当編集は、あなたのツイッターを監かん視ししていますからね』

　──となっている。

　なんか一人、他とは違ちがうのが交じってるな。

　しかし──、

「土曜日に入ってから一いつ切さいツイートがなくなっているな……」

「さすがに〆切を過ぎたのにツイートしてたら担当さんに怒おこられるからニャア……」

「それにしてもこのツイートの数々、まさしく噂うわさに違たがわぬオタサーの姫ひめね……」

　なんて他人ひと事ごとみたいに百合姫のツイッターを三人で閲覧していると──、

　百合姫がふいに──、

「うみゅ～っ！　やっと終わったよぉ～っ！」

　おっ、やっと終わったか……。

　座りながら百合姫の方に視線をやると……、……担当さんにメールで原稿でも送っているのか？　ん？　ちらっと覗けたパソコンの画面──。百合姫のヤツ、メールを送り終えてもまだ何かしている……？

「ココロ先せん輩ぱい、ココロ先輩。これ見てみるニャン……」

「ん？　どうした？」

「某作家さんが原稿を書き終えたのと同時にツイートしているわ」

「はぁ？」

　月島と雪村先輩に促うながされるように、自分のスマホを確かく認にんするけど……、

　おふぅ……本当だ……。早速百合姫のツイッターが更こう新しんされている。

『やっと原稿終わったよぉ～♪　読者のお兄ちゃんたちに、褒ほめてもらえるかなぁ？』

『お疲れ様！　先生の本、絶対に買うから！』

『オレのために書いてくれてありがとう！　一生大切にするよ！』

『舐なめてんじゃねぇぞ、ハゲ？　「オレ」じゃなくて「オレたち」だろ？』

『うみゅ……、ケンカしないで？　みんなが仲良しさんじゃないと、ヒメ悲しいよぉ……。ヒメのせいだよね？　次からは気をつけるから……』

　なんだこれ……っ、ツイートしてから三分で四七リツイート、五四ファボとか……。

　怒ど濤とうの勢いに戦せん慄りつすら覚える。

　ところで……オタサーの姫って、一つの事象に対する言動がワンパターンだな……。

　取り巻きがケンカしたら『悲しいよぉ……』『姫のせいだよね？』──って、自じ虐ぎやくして、

　取り巻きが何かしたら『すごぉい！』『姫、尊敬しちゃう』──って、胸を強調して、

　取り巻きが優やさしくしたら『姫、○○みたいな人、だぁい好き♪』──って、上うわ目め遣づかい。

　こうなってくると、そろそろオタサーの姫は言動のバリエーションを増やした方がいいと思う。百合姫に限って言えば、俺の幼おさな馴な染じみだから増やさないでほしいけど。

　…………。

　……、…………。

「それじゃあ！　ヒメの原稿も担当さんに送り終えたことだし、ついに本日のメインであるニジケンの活動内容をどうするか、を、決めたいと思うの♪」

　時刻はすでに夕方……どころか、夕日は建物の陰かげに隠かくれてしまって、西の果てにほんのりとした赤あか紫むらさき色いろしか滲にじんでいない日にち没ぼつ間ま際ぎわ。

　ようやくニジケンとしての活動が始まりそうである。

　集まったのは一〇時頃ごろで、花咲家に着いたのが一〇時半頃なのに、まさかここまで予定がずれ込むとは……。

「活動内容ねぇ……、月島と雪村先輩は、何か案とかありますか？」

　カーペットに座りながら、俺は俺と同じく机を囲むように座っている二人に訊きく。

　すると、まずは月島が切り出してきた。

「ウチの学校って、マンガ部とかゲーム部とかあるのかニャア？」

「確かどっちもあったはずよ。私たちニジケンと異なるところは、マンガならマンガ、ゲームならゲーム──と、活動の指針がしっかりしていて、実績もある程度あるところね」

「ゆきむー先輩の言うとおりなら、少なくともその二つの部活とは違う活動をしないといけないんニャね」

　それはその通りだろう。

　活動実績が一緒なら、生徒会あたりが「部を統合しましょうね～」って口を出してくるかもしれないし……。

「百合姫、昨年度までの活動内容を引き継つぐっていうのはどうなんだ？」

「うんっ、それがいいかも♪」

「サークルクラッシュしても、それまでは存続していたんだし、何かしらの活動実績は残しているはずだ。で、そこで百合姫、昨年度までは何をしていた？」

「う～んっと、一人がウィクロスのホビーステーション仙台駅前店の大会で三回優勝。別の一人がコスプレを一着作って文化祭で展示。さらに別の一人が仙台コミケで昨年度のアニメの評論文を書いて頒はん布ぷ。──って感じだったね」

「……。……ウィクロスに限らずカードゲームができる人、挙手！」

　突とつ然ぜんの俺の発言に、一いつ瞬しゆん百合姫は驚おどろく。

　一方で俺は月島と雪村先輩の手を確認するも……やはり挙がっていない。

「ニャ～ン……頑張れば店てん舗ぽ大会なら、いつか優勝できるぐらいにはなるんだろうけど、ツッキー的に、大会で優勝となると全国大会をイメージしちゃうから、どうしても奥手になってしまうニャン」

「私も同感ね。カードゲームの頂点に立つ人たちって、基本いい意味で化物だもの」

「みんなが始める前から諦あきらめている!?　そんなんじゃ何も実績残せないよぉ!?」

　事実その通りなのだけれど、一方でまた事実、カードゲームって金もかかるし、頭を使うし、経験も必要になってくるし……。月島と雪村先輩なら、本当にいつかは全国大会優勝を目指せるかもしれないが、しかし一学期が終わるまでに、となると絶対に不可能。

　店舗大会なら可能性はあるが、それにしたって一学期が終わるまで、というのは分の悪い賭かけになる気がする。

「な、なら、コスプレを作るのはどうかな？」

「そっちはかなり現実的な気がするニャン！」

「ええ、しかも一度はチャレンジしてみたかったし、いいと思うわ」

「……。……アニメの評論文はどうする？　やってみたい人いる？」

「コスプレと比べると地味だよぉ」「地味だニャン」「地味ね」

「三人とも評論文を書いている人に謝れ！　俺は結構好きなんだぞ！」

「なら心路くんはコスプレじゃなくて評論文にするの？」

「いや、俺もコスプレにする。評論文は好きだけど、比べるとなんか地味だし」

「な、なんて凄すさまじい手の平返しなのかニャン……っ！」

「一周回って清すが々すがしいわね」

「手首が一周回ったら大惨さん事じだよぉ!?」

　おい百合姫……、誰だれが上手うまいこと言えと言った……。

　と、ここでふいに雪村先輩が──

「あら？　花咲さん、パソコンの画面が明るくなったわよ？」

「メールでも受信したのかニャ？」

「担当さんからかも！　……──うん、やっぱりっ」

　雪村先輩の発言に、月島が反応して、百合姫が確認する。

　どれ、横から覗かせてもらおう……って、月島も雪村先輩も覗く気か……。

　他人のメールを覗くのはいけないことなのに……。二人のこと言えないけど……。

　で、さて、百合姫の担当さんからのメールには何が──、

『百合崎さま

　お世話になっております。第一編集部の小お澤ざわ健けん一いち郎ろうです。

　原げん稿こう、確かに受け取りました！　本当に、本当にありがとうございます！

　感謝してもしきれません。泣けるぐらいありがたいです……っ！

　でも……もう入にゆう稿こうまでに読んでいる時間がありません。

　そのままチェックせずに入稿しますね！

　改かい稿こうなんて必要ないほど百合崎先生の原稿が凄すごい、と信じて！

　大だい丈じよう夫ぶです！　私は百合崎先生の実力を信じております！

　──さてですね？

　実は百合崎先生の『幼なじみ魔術師の奴隷誓約オウスサイン』の、雑誌連れん載さいが決まりました！

　人気があって喜ばしい限りですね。

　それで百合崎先生には明後日あさつてまでに短編のプロットをお願いしたい所存です。

　それでは百合崎先生、頑張って生きましょう！

　引き続きよろしくお願いいたします。』

　嗚呼ああ……、なんていうか……、

　最後の『頑張って生きましょう』は『行きましょう』の誤字だと信じたい。

　そして、俺も、月島も、雪村先輩も、──、

　気付かれないように百合姫の顔を、チラ見するけど……、

　可哀かわい想そうに……、顔が絶望に染まっている……。

「うみゅううううううう！　また徹てつ夜やだよおおおおおおおおお！」








六章　この時点でフラグはどうだろう……？









　少しマズいことになったかもしれない……っ。

「──なぁ、百合ゆり姫ひめ。部員を五人揃そろえなくてはいけない期日って──」

「…………あぅ……今月の第二金曜日……つまり一四日まで」

「なら今日は何日だ？」

「──今日は五月一〇日だニャン」

「──ずばっ、と言ってしまえば、期日まで残り四日ね」

「そんなこと言われなくてもわかってるよぉ!?」

　────嗚呼、ニジケンは今度、活動実績ではなく、部員数の不足という要因で廃はい部ぶが迫せまっている現状に陥おちいっている！　四月一三日、つまり初めて百合姫からニジケンの現状を聞いた日に（なんだ、結構楽観視してもいい状じよう況きようじゃん）って余よ裕ゆうぶっこいていた自分を殴なぐりたい……っ！

　新入生の殆ほとんどがどこかしらの部活に入部し終えたか、帰宅部を選んだか──どちらにしても、今さらどこかの部に入ろうという生徒は見付け難にくい。どうすればいいんだ……!?

　オタクファクターを秘ひめている新入生の大半は、マンガ部・ゲーム部に流れてしまったし……っ！

「こほん──なら、これより、ニジケンのミーティングを始めるよ！　議題は『最後の一人をどうやって集めるか！』について。意見のある人はバンバン手を挙げてください！」

　すると早さつ速そく雪ゆき村むら先せん輩ぱいが挙手する。──涼すずしげな表情で背筋を伸のばし挙手すると、かなり美しい。……絶対に本人には伝えないが……。

「まずは今までの勧かん誘ゆうのどこがダメだったかを反省する必要があるのではないかしら？」

「──今までの勧誘、どんなことしたっけ？」

「グラウンドに面しているウッドデッキからチラシをばら撒まいたね♪」

「それの良いところは、大多数に向けてアピールできたことニャン！」

「そして悪いところは、大多数に向けてハイスクールＤ×Ｄの二次創作イラストという、極きわめてギリギリなラインを攻せめてしまったことね」

　余談だが、そのハイスクールＤ×Ｄのイラストを描かいたのは百合姫である。

　なんでだろうか……。オタサーの姫ひめがイラストを描くと「おふぅ……」ってなってしまうよな？　なんかオタサーの姫って、少しイラストを描くと騎き士したちから「姫のイラストめっちゃ上手い！」とか「姫のイラスト可愛かわいい！」とかもてはやされるイメージがある。

　つーか百合姫……、なんでラノベ作家なのにイラストも（そこそこだけど）描けるんだよ……。オタサーの姫の必ひつ須すスキルだからか……？

「むっ、ハイスクールＤ×Ｄ、面おも白しろいじゃないですか。俺はアーシア派です」

「ハイハイ！　ツッキーは──」

「月つき島しまは聞くまでもない。小こ猫ねこちゃんだろ？」

「先回りされたニャン!?」

「ヒメも好きだよＨＤＤ！　同じエロバトル作品を書かれている先輩作家さんとして、すごく見習わなくちゃ、って思うもん♪　そんなヒメの好きなヒロインは──」

「「紫し藤どうイリナちゃん」だニャン」

「心しん路じくんどころか天あま架かちゃんにも筒つつ抜ぬけ!?」

　ちなみにこのイリナちゃんは、ＨＤＤの主人公であるイッセーくんの幼おさな馴な染じみポジションにいる、ということを一応明言しておこう。

「──、そろそろ本題に戻もどってもいいかしら？」

　あっ、雪村先輩が呆あきれている。

「あのね？　そういう問題ではないのよ。空から急に、局部を髪かみとか光とか影かげで隠かくしているとはいえ、全ぜん裸らの二次元美少女が描かれているチラシが降ってきたら、あなたたちはどう思う？」

「「「え～っと……、『やったぜ！』」」」

「やらないわよ!?　しかも煽あおり文が──『美少女はここに集つどう！　お気に入りの子は必ず見つかる！　淫いん夢むと欲望の国、二次元文化研究愛好部！』とか、完全に風ふう俗ぞく店てんのチラシじゃない！」

「それ書いたの、心路くんだったよね？」

「だって『夢と希望の国』って書いたら怒おこられると思いまして……」

「だからって『淫夢と欲望の国』はないでしょう!?」

「──うみゅ[image: ～][image: ～]……、と、とりあえず議事録には『良いところ：大多数にアピールできた』『悪いところ：エロい』って書いておくね？」

「他には何かあったかニャン？」

「……。──他には私が主導で行った、アニメ鑑かん賞しよう会ね」

「アニメに興味を持ってもらうために──っていう名目だったかニャン？」

「でも……なぁ、百合姫？」

「そうだねぇ……あれは、ちょっと……」

「何か文句でもあるのかしら？　教職員の許可は取っていたわよ？」

　自信満々で自分を正当化する雪村先輩。

　しかし俺と百合姫と月島は──

「「「さすがに『コードギアス』全五〇話をぶっ続けで観みるために視し聴ちよう覚かく室占せん拠きよはない」」」

「あの物語の素す晴ばらしさを布教するためには、それしかなかったのよ！」

「だからって視聴覚室を二四時間近く占拠しますか、普ふ通つう!?」

「途と中ちゆう退席ＯＫにしたし、改めて言うけど教職員の許可も取っていたわよ!?」

「先生たちは、せいぜい一～三時間で終わるって思っていたけどニャア……」

「で……、でもでも、夜の学校は楽しかったよね？　……最後まで残ったのはヒメたちだけだったけど…………」

「そうよ。──しかも折角教職員だけではなく、制作会社にまで『このような理由で、学内に限り放映してよろしいですか？』って訊きいて、許可を得たのに……」

「──うみゅ[image: ～][image: ～]……、と、とりあえず議事録には『良いところ：少なからず興味を持ってもらえた』『悪いところ：時間が長すぎた』って書いておくね？」

「他には何かあったっけ？」

「ツッキーが主導で行ったＨＰの開設も忘れてもらったら困るニャン！」

「──花はな咲さきさん、あのサイトの総合閲えつ覧らん者数ってどのぐらいだったかしら？」

「あぅ～、……一昨日おととい確かく認にんしたら四五人だった……」

「ネットは全世界で閲覧できるからな、その中でウチの高校の生徒は何人だろうか……」

「なぜニャン!?　あれは基本的に万ばん能のうチートのツッキーが、従来のＰＣ技術を超ちよう越えつしたやり方で作ったＨＰなのに!?」

「……、自分で自分のことを万能チートって言うんだな……」

「……、天架ちゃん、科学者ってそこまで融ゆう通ずうの利きく言葉じゃないよ？　普通、科学者は一点特化で優すぐれていて、ＨＰを作れるかどうかは別問題・別ジャンルだと思うの」

「──まぁ、決定打はサイトが重過ぎて、それこそ従来のパソコンではまともに開くことができなかった点ね」

「フルボッコだニャン！　ツッキー泣きそう！」

「──うみゅ[image: ～][image: ～]……、と、とりあえず議事録には『良いところ：天架ちゃんのクオリティが凄かった』『悪いところ：その凄さが伝わっていなかった』って書いておくね？」

　と──ここで会議が行き詰づまってしまった！　誰だれもが無言になると、置かれている現状に焦あせってしまう……っ。──でも、そうだよなぁ、めぼしい勧誘活動って、この三つぐらいだからなぁ……。普通にチラシ配りもしていたんだけど、それの良いところは『無難』、悪いところは『平へい凡ぼん』で終わるし……。

　ん？　百合姫が何かを言おうとしている。なんだ？

「では、この三つの活動の良いところを残し、悪いところを排はい除じよした、新しい勧誘方法を探していきたいと思います！」

「三つの勧誘の良いところは『大多数にアピールできた』『少なからず興味を持ってもらえた』『ツッキーのクオリティが凄すごかった』──だったかニャア？」

「一方で悪いところは『エロい』『時間が長すぎた』『月島さんの凄さが伝わっていなかった』──ってところね」

「月島の万能チート技術を活いかす勧誘になりそうだけど……、月島」

「はいニャン！　なにかニャ、ココロ先輩」

「ＨＰの製作以外にできることって何かあるか？」

「ニャ[image: ～][image: ～]、……、ハッキング？」

「全校生徒のスマホのメアドをハッキングで調べてメールで勧誘……はムリか」

「うみゅ……そうだよね、犯罪だし……」

「別に良心は痛まないけどすぐにバレるもんなぁ……」

「神かみ園ぞのくん、平然とクズいことをうそぶくのね……」

「痕こん跡せきは巧こう妙みように隠せるんニャけど、『ニジケン部員募ぼ集しゆう中ちゆう！』ってメールを送ったら、それだと当然ニジケンが怪あやしまれるからニャア……」

「天架ちゃん、他には？」

「他には……基本的に一いつ般ぱんで流通している機械なら、何でも平均的に使えるニャン」

「──そういえばアニメ鑑賞会の時も、月島さんが機材を操作していたわね」

「ちなみに雪村先輩は何ができますか？」

「私の個人的な通帳に一〇億円程度入っているから……学校全体に圧力をかけるのはギリギリ無理でも、校長や教頭に賄わい賂ろを贈おくるぐらいならできるわ」

「いや、それが成功してもニジケンは四人で部活をやっていて、それは周囲からもわかることですから、当然突つっ込まれますよ……」

「それだったら新入生をお金で誘ゆう惑わくした方が早いニャン」

「あぅ～っ！　この部活にモラルはないの!?」

「俺たちは今、『部活存続のための部員獲かく得とく』という大義名分を得ているからな」

「名分はギリギリあるとしても、大義の方は絶対にないよぉ!?」

「話を戻すのだけれど──お金を主しゆ軸じくにした勧誘方法で、花咲さんの言う通りモラルを守るという縛しばりプレイをするとなると──」

「モラルを守るのは縛りプレイじゃないよ!?　イージーモードだよ!?」

「──ニジケンの備品を豪ごう華かにして、新入生を羨うらやましがらせる、なんてどうかしら？」

「ニャるほど！　その羨ましがった新入生が入部するかも、ってことだね！」

「問題は、どんな備品を買えば羨ましがられるか、ってところですね」

「そうね、シャンデリアなんてどうかしら？」

「邪じや魔ま!?　それは邪魔過ぎるニャン！」

　…………。

　……、…………。

　……ヤバイ！　ここにきて改めて会議が行き詰まったぞ……っっ、どうしたらいい!?

　これはアレか？　応用や答えばっかり追い求めて、基き礎そや計算式を確かなものにしていないから上手うまくいかないという現象──とか。

　何も言わないよりは、無益でも何か発言した方がいいだろう。

「──、野球に興味がない人が野球部に入らないように、オタクでなくともオタク文化に少なからず興味関心がある人でないと、勧誘は難しいんじゃないか？」

「ならまず、オタクである生徒を発見するところからスタートする必要があるニャン」

「となると、その方法をどうするかが重要ね……」

「校内放送でラノベのドラマＣＤを流すのはどうかニャン!?」

「わぁ、それで生徒の反応を窺うかがうってことだね！」

「先生も放送委員会の生徒も許可しちゃくれないだろ」

「それなら、それこそ雪村家のお金をチラつかせれば簡単よ」

「……機材の動かし方は？」

「それならツッキーが知ってるニャン！　機械や科学や数学、理系全ぜん般ぱんはお任せあれ！」

「…………著作権の問題は流石さすがに解決できないんじゃないのか？」

「それなら、ヒメの作品をドラマＣＤとして使ってみればいいんじゃない？」

「「「──というと？」」」

「ニジケンでヒメの作品を原作とした同人ドラマＣＤをアフレコしよう、ってこと！」




　　　　◇　◆　◇　◆




　そして五月一四日の金曜日──、『これ』こそが俺たちニジケンの最後の勧かん誘ゆうだ……っ、これが不発に終われば、もう十中八九、間に合わないだろう。……ッッ、そう、なんたって今日が、約一ヶ月続いた部員勧誘期間の最終日！

『これ』のために──百合姫はわざわざオリジナルのＳＳを書き上げて、月島は機材を調達して、雪村先せん輩ぱいは（部長である百合姫に反対され）お金を使わずに教職員を持ち前の内申の良さを武器に説得して、俺は三人のパシリとして働きまくったッッ！

　そして全員でアフレコしたんだ！

　絶対に成功させてやる……っ！

　さあ、ミッションを開始しよう──、

　お昼休みの校内放送で──、

　スピーカーからこんな音声を──、

『せんぱぁい♪　一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入りましょうよぉ！』　ＣＶ：月島天架

『ちょ、ま、待てって！　桃もも香か、急に風呂に入ってくんなよ!?』　ＣＶ：神かみ園ぞの心路

『あらあら、後こう輩はいくん？　わたくしもおりますわよ？　って、あら？』　ＣＶ：雪村雫しず九く

『桃香ちゃん！　真ま白しろ先輩！　今はシオンがクロくんと一緒にお風呂入っていたの！　だから入ってきちゃダメ！　今はシオンがクロくんとイチャつくの！』　ＣＶ：花咲百合姫

『お前ら！　いくら魔ま術じゆつの源が「異性との絆きずな」「生命の活性化」だからって、こんなところまでついてくるなよ!?　ゆっくり入浴させて!?』　ＣＶ：神園心路

『せんぱいの鈍どん感かんさん♪　それだけが理由じゃないんですよ？』　ＣＶ：月島天架

『うふふ、もっと積極的にアピールしないとダメなのかしらぁ？』　ＣＶ：雪村雫九

　────カポーン──

『クロくんのお背中、シオンがおっぱいでむにゅむにゅ洗ってあげるね♪　ぬるぬる気持ちい～い？　我が慢まんしないでもっと気持ちよくなってね？』　ＣＶ：花咲百合姫

『せんぱいの腕うでを～、素す股またでにゅるにゅる綺き麗れいにするよ～？』　ＣＶ：月島天架

『足はわたくしが舌で舐なめて綺麗にして差し上げますわ』　ＣＶ：雪村雫九

『やれやれ……。俺はもう少しだけ平凡に暮らしたいのに……』　ＣＶ：神園心路

　…………。

　……、…………。

　無情……、心境の変化なんて……、一いつ瞬しゆんで訪おとずれた……っ！

　アアアアアアアアアアアアアアアアア！

　殺せ殺せ殺せ殺せ！　殺してくれ！　こんな生き恥はじを晒さらすぐらいなら死んでやる！

　どうして！　どうしてこうなった!?

　教室で昼飯を食っている連中の様子を見てみろよ!?

　全員ドン引きして、顔面の筋肉全部が引きつった笑えみを浮うかべているぞ!?

　幸いにも主人公が俺ってことはバレていないが……っ、だがしかし、それでもこれは死にたくなるぐらい恥はずかしい！

　改めて神様に問う！

　……、どうして……ッッ、……どうしてこうなったアアアアアアアアア……っっ！

　昼休みを利用して、生徒にオタク文化に興味を持ってもらうため、あるいは放送を聴きいてオタク的反応をする生徒を探すため、こうして百合姫の作品を原作とした同人ドラマＣＤを流しているわけだけれども……嗚呼ああっ、死にたい！

　大多数にアピールできて──、

　少なからず興味を持ってもらえて──、

　月島のクオリティ（技術）が活かせる──。

　確かにこの間のミーティングを活かしているという点では、かなりイイ勧誘方法だけど……自分たちでアフレコしたドラマＣＤが流れるのは、繰くり返しになるが恥ずかしい！

「……神園……、メシ食う手が止まってるけど……？」

「……、そういう空そら野のだって、メシが一向に進んでないぞ？」

「い、いや……、世の中とんでもない音声流す猛も者さがいるもんだなぁ……って、一周回って感動していただけだから…………」

「……。……さいですか……」

　まさか空野に「主人公の声優、俺だぜ！」とは口が裂さけても言えない。

　はぁ……、……。自分たちで決めたことだけど、これはキツい。

　この放送って、全学年の全クラスのスピーカーから流れているんだよな……。

　月島が放送室でドラマＣＤを流している間、なるべく多くの人員……といっても三人しかいないけど、とにかく俺と百合姫と雪村先輩は、一年生の教室付近でオタクを発見すべくうろついていた。

　で、俺は自分のクラスである一年Ｂ組を担当っていうわけ。

「でも……なんか主人公の声、神園の声に似てない？」

「気のせいだ」

　悟さとられるわけにはいかない──ッッ、バレたら死ぬ、社会的にッッッ！

　俺と空野は自分たちの席に座りながらも、昼食を摂とれずにいた。

「ならいいんだけど……それにしてもこの主人公ムカつかない？　美少女三人に身体からだ洗ってもらっているのに『やれやれ』って……インポじゃん……」

　……なに？　俺が演技した主人公のことをインポ呼ばわりだと……!?

　それはまるで自分のことのようにムカつく……。少しばかり反論しよう。

「おい、空野──」

「ん？　どーしたん？」

「一つ言わせて貰もらうが──別に俺は不能じゃないぞ？　この間……確か四月一六日に妹と一緒に入浴したんだが、その時に勃たったし」

　より正確に説明するなら百合姫とも一緒に入ったんだが……さすがに幼おさな馴な染じみとはいえ思春期の男女が混浴というのは隠かくした方がいいだろう。

　なお、夢ゆめ乃のに関しては家族だからセーフということで。

「いやいやいやいや!?　別に主人公のことをインポって言っただけで、神園のことは言ってないから！　でもそれ以上に──ッッ」

「？　それ以上に？」

「なんで妹と一緒にお風呂入って勃ぼつ起きしているん!?」

「安心しろ、一緒に入浴しても問題ない年ねん齢れいの妹だ」

「一緒に入浴しても問題ない年齢の妹に欲情しているのが問題なんだけど！」

　気のせいか？　空野から軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送られている気がする……。

　本当のこと、妹とだけではなく百合姫とも一緒に入った、って言えば勘かん違ちがいが解消される気もするが……解消されるにしろ、されないにしろ、俺が女の子と混浴して勃ったという事実は消えなく、ゆえに空野の視線も改善されないだろうし……どっちでもいいか。

「まぁ、神園の件は家族内で解決してくんさい……。でも、この放送に文句を付けるなら──スピーカー越ごしに聴くだけで、放送機材の使い方が雑ってわかるところだね」

「へぇ、そんなこと聴くだけでわかるのか……」

「多分これ流してるヤツ、機材の使い方がわかるだけで、その精度の高め方を知らないんだと思う。……『ニコ生』にもいるんだよねぇ、少数だけど機材をテキトーに扱あつかうヤツ」

　……んんっ？

　……なんでこいつ、ギャルでオタク文化に無む縁えんのクセに、『ニコ生』を知ってんだ？

　いや、『ニコニコ生放送』以外にも縮めて『ニコ生』っていう単語があるのかも……。

　──例えば──、生でシた後にニコチン──のビッチスラングとか？

「つーか、ラノベ原作のドラマＣＤを学校で流すとか、頭おかしい……」

「…………なんでこのドラマＣＤの内容がラノベ原作ってわかった？」

「…………。…………トイレに行ってくる」

「…………」

「…………」

　俺と空野の間に無言が流れる。

「──あっ、俺も付いていくわ。連れションってヤツだな」

「ゴメン、おしっこじゃないの。あたし今日、女の子の日で」

「奇き遇ぐうだな、俺も女の子の日だ」

「じゃあしゃーない……って、こないでよ!?　付いてこないでよ、女子トイレまで!?」

「だってお前逃にげる気満々じゃん！　──、──おい、百合姫！　あと雪村先輩！　獲え物ものがかかった！　至急応おう援えんを頼たのむ！」

　教室のドアを勢いよく開け、廊ろう下かを走る空野。

　彼女の後を追い、教室を出る俺。

　走る速度は同じぐらいか……っ、でも俺、運動苦手だしなぁ……。持久力では負けるかも……。──だが、向こうが一人だけなのに対し、俺たちは一人じゃない！

「──神園くん、待たせたわね。──そして、あなたは止まってもらえないかしら？」

　いいタイミングで雪村先輩が来てくれた──っ、声がちゃんと届いていたか、安心。

　ところでその手に持っている銀色のアタッシュケースは何ですか？　……まぁ、いい。

　さて、空野は俺と雪村先輩に挟はさみ撃うちにあって逃げることはできないはず……。

　逃がすものか……っ、最後の希望を！

「──アンタ誰だれ？　あたし今、後ろの男子から逃げてんだけど？」

「私の名前は雪村雫九。神園くんと同じ部活に所属しているわ」

「あたしを捕つかまえる気？」

「そうね、神園くんがあなたを追っているということは、ニジケンとしてあなたを捕まえた方がいい、ってことでしょうし」

「……っ、足止めは、食わない……っ」

　空野……っ、雪村先せん輩ぱいに向かって走り出したけど、まさか彼女の横をすり抜ぬける気か!?

　一方で雪村先輩は──笑っていやがる……ッ！

「あなたはカードゲームをしたことがあるかしら？」

「はぁ!?　急にどうしたん？　頭がデュエル脳でも患わずらったん？」

　雪村先輩は答えない。

　代わりに手に持っていたアタッシュケースを空野に向けて突つき出す。

　そしてあろうことか、その中身を廊下の床ゆかにぶちまけた！

「そ、それは……っ!?」

「そう！　モンスター召しよう喚かんの速そつ攻こう魔ま法ほうカード！　『一万円札』×一万枚よ！」

「そんな金、どっから持ってきた!?」

「親に頼んだわ！」

「清すが々すがしいまでのスネカジリめ……っ！」

　言い争う雪村先輩と空野。

　二人の距きよ離りは徐じよ々じよに縮まっていくが──

「おい、みんな！　諭ゆ吉きちだ！　一万円札が大量に落ちてるぞ!?」

　当然こんなことしたら、周りの生徒にも気付かれるのは必然だ……。騒さわぎになるのも、人がどんどん群がってくるのも。

　納得、雪村先輩はこれを狙ねらったのか……。

「おい、万札が大量に落ちてるぞ!?」「待て！　それはおれのだ！」「和かず人と！　春はる雪ゆき！　早くこいよ！」「先を越こされてたまるか！」「ましろ！　麻ま衣い！　一緒にいこ！」「早くしないとなくなっちゃう！」「これだけあれば彼女に貢みつげる……っっ！」

　確かにこれはモンスター召喚の速攻魔法カードだ。しかしコストはメッチャ高い。

　空野は目の前の足元に群がる、一万円札を拾うために、四つん這ばいになっている生徒によって、進行妨ぼう害がいを受けていた。

「くっ……なら……っ」

　うわっ、空野のヤツ、前に進めなくなったから、反対方向、後ろ──つまりは俺の方に戻もどってきやがった。今度は俺の横を通り抜ける気か……!?

　と、このタイミングで──

「心路くん、お待たせっ」

「──百合姫！」「花咲先せん輩ぱい……!?」

　よし、これで三対一だ。空野を捕まえることも簡単だろう。

　まず、百合姫は空野の逃げ道を塞ふさぐように立った。そのせいで、空野は一いつ旦たんストップ。

「え……っと、名前、継つぐ未みちゃん、で、あってるよね？」

「……そうですけど？」

　おおっ、空野がなんかケンカ腰ごしだ……っ、そのせいで百合姫が少し泣きそう。

　しかし百合姫、負けじと勧かん誘ゆうを開始……っ！

「そのぉ……もしよければニジケンに入ら──」

「──ないから！」

「発言を先回りされた!?　……、でもでも、きっと入部したら楽しいと思うの！　みんなでアニメ観みたり、ゲームしたり、ショップ巡めぐりしたり。どうかなぁ？　ダメぇ？」

「ダメ」

「うみゅ……、そう言われると、ヒメ、寂さみしいな……」

　百合姫……っていうかオタサーの姫ひめってボキャブラリ少なすぎ！　百合姫の場合、ラノベ作家として致ち命めい的てきだぞ……。多分これは……オタサーの姫のテンプレとも言える言動が少ないからなんだよなぁ……。ネットを見ると、基本同じようなことしてるもんな、オタサーの姫って……。

「花咲先輩、一ついい？」

「うんっ、なぁに？」

「涙なみだ目め、上うわ目め遣づかい、おっぱい強調が通じるのは男だけだから。あたしには通じないから」

「うえ!?　た、確かに言われてみれば……っ」

「まぁ、当然の帰結だな」

　なんて百合姫の言動に呆あきれていると、ついに空野が逃とう走そうを再開した！

　やはり俺と百合姫の横を通り抜ける気なのか!?

「花咲先輩は神園の幼馴染なんすよね？」

「ぅん？　それがどぉしたの？」

「──、幼馴染って負けヒロインでしょ？」

「……うみゅ…………っっ!?」

「百合姫!?　死ぬな!?　この程度で死ぬわけないけど！」

　ちょ……っ、百合姫、この程度で倒たおれるな！　俺が支える……っていうか抱だきかかえるハメになるんだから！　しかもその間に空野は悠ゆう々ゆうと、俺と百合姫のすぐ横を通り抜けるし！

　クソ……っ、百合姫はポンコツ、俺はふらふらの百合姫の支え役。となれば──

「──、私は無理よ？　空野さん（？）が四つん這いで万札を拾う生徒たちを越えられなかったように、私もこの人たちを越えてそちら側には行けないもの」

「アディオス、神園！　五時限目の授業でまた！」

　そうして、空野は走り去っていく。

　その後、百合姫を正気に戻して、俺と百合姫と雪村先輩は作戦会議。

　まず、空野の教室での反応、廊下での必死さを鑑かんがみるに──

「その、空野さん（？）は、どうやら隠れオタクのようね」

　次いで、その隠れオタクに勧誘するか否いなかを──

「オタクであることを隠かくしているのに、無理にニジケンに勧誘していいの？」

「申し訳ないけど、空野が入部してくれなかったら、間ま違ちがいなくニジケンは廃はい部ぶだ。今日が期限なんだぞ？　今さらもう一人オタクを見付けられるかもわからないし」

　──話し合って、一ひと先まず勧誘してみることにした。

　問題は……勧誘するにあたって、空野の居場所がわからない点と、上手うまく発見できても逃走されるかもしれないという点だな……。

　まず空野が今どこにいるかもわからないし──、

　さらに見付けられたにしても逃走されるし──、

　時間がある放課後に勧誘すればいいじゃん、って考えもあるけど、放課後になったら空野に『帰宅』という最強の選せん択たく肢しを与あたえてしまうことになるから……、どうする……!?

　と、その時──

　──俺のスマホが鳴る。

『ココロ先輩、お電話から失礼するニャン』

「月島か、放送お疲つかれ様。──で、どうした？」

『そのですね？　実はこの不ふ肖しようツッキー、入学して早々の時期に、校内のいたるところに監かん視しカメラを設置していたんですニャン』

「お前さりげなく危ないことを言うんだな!?」

『安心するニャン！　流石さすがにトイレや更こう衣い室には付けてないよ？』

「……、……それで、その監視カメラがどうしたんだ？」

『監視カメラで状じよう況きようを確かく認にんしていたから、大体の事情は察しているニャン。獲物は二分前に講堂の前を通って南校舎に移動したよ』

「……、……ほう？」

『ツッキーがあの女の子を監視カメラの映像で見付けて──』

「──俺たちが向かい──」

『──さらにツッキーがココロ先輩たちに指示して、女の子の逃走経路を断つ』

　そこで、俺は百合姫と雪村先輩に向き直った。

　そして──




　　　　◇　◆　◇　◆




　昼休みが半分以上終わり、残り二〇分というところで俺たちは空野を拉らち……ではなく穏おん便びんに捕まえて、ニジケンの部室に運ん……ではなく、優やさしく連れてきた。ホントだよ？

　そして今ニジケンの部室には──

「やめてよね……っ、こ、こんな感じでムリヤリ縛しばるなんて……っっ」

　……なにゆえ空野は菱ひし縄なわで、セーラー服の上から亀きつ甲こう縛りにされてんだ……っ!?

　菱縄に縛られた空野──極きよく端たんに胸を強調し、締しめ上げるように狭きよう窄さくにするトコが特とく徴ちようの亀甲縛りによって、空野のセーラー服のサージ生き地じを内側から張らせている胸は、キツキツと窮きゆう屈くつになっていた。まるで乳ち房ぶさを囲むように絞しぼるその状態に、空野は思わず涙目になっている。

　俺も詳くわしくは知らないけど……股また縄なわといって、股こ間かんにかなりきつく縄を食い込ませる縛り方がある。それによって空野は、ショーツ越ごしにではあるけど、女の子の割れ目をむずがゆそうにして……非常にムリヤリ感がするなぁ。

　なお、百合姫と雪村先輩が巨きよ乳にゆう、月島がちっぱいと定義するなら、空野は美乳だった。

「……百合姫、なんで部室のロッカーに菱縄なんてあるんだよ……？」

「うみゅ？　だってラノベ作家なら持ってて当然だよ？」

「絶対に違ちがう！　じゃあ、縄を持っていたのは気にしないでおくとしても、どこで女の子のお前が亀甲縛りのやり方なんて覚えた!?」

「だって、亀甲縛りはラノベ作家の必ひつ須すスキルだもん」

「どこで使うんだ、そんなスキル!?」

　そもそも亀甲縛りどころか、菱縄の時点で執しつ筆ぴつ活動には無関係だろ……。

　亀甲縛りを得意とする現げん役えきＪＫラノベ作家オタサーの姫とか、マニアックなのに人気が出そうな属性だなぁ……。

「ハイハイ！　ツッキー、菱縄は持ってニャいけど、首輪とリードなら持ってるよ！」

「それはペット用だよな!?」

「モチのロン！　深い意味でペット用の首輪とリードだニャン！」

「雪村先輩はそういうの持ってないですよね……っ!?」

「そうね──。そこまで特とく殊しゆなのは持っていないけれど、目め隠かくしと手て錠じようと鞭むちぐらいなら持っているわ」

「充じゆう分ぶん特殊ですよ!?」

　ダメだ……、この三人は『普ふ通つう』の中高生として扱あつかってはいけない。

　これからはさらに認識を改めて『超ちよう高校級のオタク』として接しよう。

　さて、そろそろ空野も落ち着いてきた頃ころか……。

「──、よくよく振ふり返ってみれば、一いつ般ぱん人が『オタサーの姫』なんて単語を知ってるわけないよな……。しかもそれを他人ひとに説明できるほど詳しいとか、普通ありえない」

　付け加えると、初対面の時、俺は確かに『冴さえカノ』っていうタイトルは教えたけど、メインヒロインの名前が加か藤とう恵めぐみとは教えなかった。なのに空野、『冴えカノ』のヒロインの名前が加藤恵って知っていたし。

「く……っ！　やめて！　あたしに乱暴する気でしょ!?　エロ同人みたいに！」

「「「「…………」」」」

　……どう反応しろと？

「……百合姫、こいつ、このセリフを吐はく時点で、もう自分がオタクだってことを隠す気皆かい無むなんじゃないのか……？」

「ぅ～ん……、なら勧誘、始めちゃうの？」

「その前に、この子が言うことを聞くようにするのが先じゃないかニャ？」

「──なるほど、恥ち辱じよく責めね？」

「はわわ！　犯罪になっちゃうよぉ!?」

「追いかけて、捕つかまえて、部室に閉じ込めて、縄で縛る。この時点で充分犯罪だろ」

「大だい丈じよう夫ぶニャン！　情報操作なら任せて！」

「警察への金銭的圧力は私に任せなさい！」

「そういう問題じゃないのに!?」

　さて、冗じよう談だんは置いておいて、俺は空野がこの状況で逃にげられるとは思わなかったので、菱縄を解ほどいてやることに。

　すると空野はため息を吐つく。

「はぁ……仲良しグループのおふざけにしては犯行が手て馴なれていたね」

「おふざけじゃないからな」「おふざけじゃないからニャア」「おふざけじゃないものね」

「タチ悪っ!?」

「あぅ～、継つぐ未みちゃん、ゴメンね？　ここにいるみんな、基本的に全員クズいから」

「──。それであたしに何の用っすか？」

　問う空野。それに答えたのは百合姫だった。……部長だからか？

「──継未ちゃんには、さっきも言ったけどニジケンに入部してほしいの」

「やっぱりか！　っていうか花咲先せん輩ぱいも大たい概がい、厚こう顔がん無む恥ちっすね!?」

　俺も他人のことを言えないけど、そうだと思う。ムリヤリ連れてきてこの要求──普通は受け入れてくれないだろうし。……その責任は俺にもあるのだが……。

　その後、百合姫は空野にニジケンが置かれている状況を説明した。

　部員数のこと──、

　活動実績のこと──、

　最後に中間テストのこと──、

　その全ての説明を聞き終えると空野は──

　…………。

　……、…………。

「ぜ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ったいに、イヤっっ！」

　……まぁ、当然と言えば当然か……。今までの学校生活でオタクを隠してきたんだ。今さらニジケンなんかに入部したらオタクを隠せなくなってしまうしな。

　それに強ごう引いんに、本人の意思に反して連行したのも、大きな要因か……。

「どうするニャン、ココロ先せん輩ぱい？」

「神園くん、あなたのクラスメイトなのでしょう？」

「心路くんが一番説得に適していると思うの」

　なんか知らないけど、三人が俺一人に役目を押し付けてくるし。

　しょうがない……、頼たよられているなら、頼りになってみせよう。

「……、空野」

「……なに？」

「なんでお前、オタクを隠しているんだ？」

「それは～、なんていうか～、キャラじゃないから？」

　言わんとしていることはわかるけど、こいつはわかっていないな？

　隠れオタは、隠しているモノがバレた時、オープンオタよりも数十倍でかいダメージを負うことを！

　きっと空野は俺とは逆の方向を目指しているんだろう。

　──俺はオタ充じゆうに。

　──空野は隠れオタに。

「あー。そうだー。思い出したー。月島はハッキング能力に長たけているんだったー」

「どうしたん？　そんな棒読み口調で」

「加えて雪村先輩は、お金による、超絶大な影えい響きよう力や人脈を持っているんだったー。なんてこったー。これは非常に困ったぞー？」

「だからどうしたん、それが？」

「もしも月島が空野のパソコンをハッキングして、もしも何かが起きて雪村先輩経由で空野がオタクということが友達にバレたら大変だー。どうしよー、どうしよー」

「それがどうしたん……って、ちょっと待って！　待って！　神園、あたしに『オタク趣しゆ味みをバラされたくなければ入部しろ』って脅おどしてるん!?」

「人聞きが悪いぞ、その表現」

「あっ、ゴメン」

「でも事実だから訂てい正せいしようがない。でも一方で確かに人聞きも悪い。というわけで黙だまっててくれると助かる」

「最低だっ!?」

　まず間ま違ちがいなく俺は空野の言うとおり最低だけど、俺はこんな最低な自分が大好きなので、別にその発言によるダメージはない。残念だな、空野、相手が悪かった。

　さて、空野は自分の周囲をきょろきょろ見回しているけど……当たり前だが味方なんているはずもない。

「では空野！　選せん択たくの時だ！　ニジケンに入部するか！　入部せずに隠かくれオタクということを暴ばく露ろされるか！　二つに一つ！」

「わかったから！　わかったからバラさないでぇ!?」

　そうして──

　五分後──

「うんっ、入部届に不備はないね♪　継未ちゃん、入部おめでとう！」

「全然めでたくないから！」

「ニャニャン？　充分めでたいことだよ？」

「ええ、そうね。ニジケンに入部することは、お誕生日、お正月、ＧＷ、結けつ婚こん、出産に並ぶぐらいおめでたいことなのよ？」

「絶対にウソだから、それ！　……うぐ、なんであたしがこんな目に……」

　悔くやしがる……というよりは恨うらめしそうな目で俺を睨にらんでくる空野。

　そんな彼女に、俺は優しく接しようと思う。

「交通事故みたいなモンだ、諦あきらめてくれ」

「諦められるかアアアアアアアアアア！」

　だよね～。少なくとも今の俺の発言は加害者側が言うべきことではない。

　しかしこっちには『部員を確保して部活を存続させる』という目標がある。

　自分たちがクズなのは、もうこれ以上自覚しようがないぐらい自覚しているので、諦められないなら諦められないまま入部してくれ。

「とにかく──、──空野が嬉うれしくなくても、空野が入部してくれて俺たちは嬉しい。これからよろしくな？」

「……、……なんでクズのくせにこんな爽さわやかな笑え顔がおができるの……？」

「クズにしかできない笑顔だってあるんだよ」

「うぐ……っ、にゅ、入部届はもう出してしまったんだから、一応入部するけど、すぐに幽ゆう霊れい部員になるからね!?　名前が置いてあるだけ状態にすぐなってやるからね!?」

　はっはっはっ、それでも別にいい。

　なんせ部員はついに五人揃そろったんだ。少なくともこれで、部員不足による廃はい部ぶは回かい避ひできた！　後は活動実績と中間テストの二つだけ！

「百合姫──」

「ぅん？　なぁに、心路くん？」

「これで部員は五人揃ったな」

「──っ、──うんっ、ありがとね♪」

　──よし──、次の壁かべは中間テスト。

　だが──、

　その日まで、実はもう──残り一ヶ月を切っていた。








六・五章　オタサーの姫ひめとツイッター









「なぁ、百合ゆり姫ひめ、お前ってもしかして女友達、少ない？」

「ふえ!?　ど、どうして……!?」

　オタサーの姫ひめあるある、その四──、

　同性の友達が異常に少ない。あるいは皆無。

「いや……百合姫のツイッターを見て、そう察した──っていうか確信した」

　俺と百合姫は茜あかね色いろに染まる放課後の通学路を歩いている。

　俺は自転車を押しながら──、百合姫はその隣となりに並びながら──。

「あ、あのね？　ヒメ、自分では気付いていないんだけど、知らず知らずの内に、ＳＮＳでもリアルの学校でも、女の子に嫌きらわれちゃって……」

「まぁ、教室では男子を囲っているような感じだからな」

「ぶりっ子とか……、かまってちゃんとか……、言われちゃって……。ヒメが悪いんだよね？　みんなは悪くないの……。きっと、ヒメが何か女の子を怒おこらせるようなことをしちゃったから……」

「そこまで自覚あるなら反省しろよ」

「うみゅ！　セオリーな返事と違ちがう!?　普ふ通つうの騎き士しなら『そんなことないよ？』とか『姫は悪くない』とか優やさしくしてくれるのに!?」

「俺はお前の幼おさな馴な染じみだけど騎士ではない！」

「むくぅ……、心しん路じくんがかまってくれない……」

「充じゆう分ぶんかまっているだろ……」

「ぷいっ、そういう意味じゃないもん」

　ならどういう意味だよ……。恋れん愛あい的に好きな相手から優しくしてほしい、って意味か？

　う～ん……、それだとイマイチ腑ふに落ちない……。

「普ふ段だん教室で、あの男子二人にチヤホヤされているんだろ？」

「──っ!?　も、もしかして、嫉しつ妬としてくれたの!?」

「いや、そういうのじゃなくて、男子にチヤホヤされてお姫様気取りなのが他の女子に嫌われている原因だと思って……。ていうか、それしか考えられないけど……」

「妬やいてくれてもいいのに……」

　ちなみに四月一二日一章に出てきた男子二人は、東とう山やま先輩と西にし沢ざわ先輩というらしく、百合姫曰いわく──「元ニジケンの部員なの。サークルクラッシュして、ニジケンがヒメだけになっても、クラスが一いつ緒しよだから仲良しなんだよ？」──とのこと。

「話を戻もどすけど……ヒメぇ、自分で自分のどこが悪いかわからないの……」

「そう思うならこれを見てみろ」

「うみゅ？　なぁに……ってヒメのツイッター？」

　そう、俺が百合姫に見せているのは、スマホに表示させた百合姫本人のツイッターだ。

　で、百合姫のツイッターに何が書き込まれているのかというと──

『なんか晴はる貴きさんって、優しくて面おも白しろくて、お兄ちゃんって感じがする～♪』

『本当ですか？　僕もヒメちゃんのような妹がほしかったから嬉しいよ！』

　──って感じのこれが去年の九月のツイートで──

　──一ヶ月経たった一〇月のツイートは──

『ヒメちゃん、そろそろリアルで会ってみない？　ていうか付き合ってみない？』

『あぅぅ……晴貴さんはお兄ちゃんだから、ヒメ、そういうのは考えられないの……』

　──と、なっている。

　これを見せても未いまだ百合姫はきょとん、としていて──本当にわからないのか……!?

　しかたがない、一から解説してやろう……っ……。

「明らかにこれ男を弄もてあそんでるだろ!?　思わせぶりな態度を取っておいて、それでも付き合わないとか、どんだけお姫様なんだよ!?」

「……？　……？　……、あっ、そっか！」

「やっとわかってくれたか……」

「あはっ、心路くん、やっとヤキモチを焼いてくれたんだね♪」

「違うけど!?　改めて言うけど、男に媚こびを売るのが女子からしたら不ふ愉ゆ快かいってこと！」

　あどけない笑顔で勘かん違ちがいしやがって……っ、しかも、よくもプライベート用ではなく作家アカウントでこんなツイート……っていうか立ち居振ふる舞まいができるな……。

　ん？　『作家アカウント』だと……？

「そういえば……担当編集さんはこのツイッターについて何か言ってないのか？」

　もうそこしか頼たよるところがない！　頼たのむぞ、百合姫の担当さん！

　俺には百合姫を止められそうにないから、担当さんが百合姫の手た綱づなを握にぎっていてくれ！

「担当さん？　担当さんは『こうなってしまったものは、もう取り返しが付きませんから、そういうキャラを貫つらぬいていきましょう……苦く渋じゆうの決断ですけど……』って」

「嗚呼ああ、ダメだった……」








七章　おや？　いつの間にかフラグ立ってる？









　改めて明らかにしておくけど……俺たちが通っている学校の一学期中間テストは六月七～一一日に行われる。ちなみに六月の七日は月曜日で、一一日は金曜日だ。

　それを踏ふまえると、俺の授業理解度は……

「──非常に致ち命めい的てきだ」

「ん？　何が致命的なん？」

　放課後──、部室には俺と空そら野のしかいなかった。たぶん……他の三人はＨＲが長引いているのか？　確かに、今日は俺たちのクラス、ＨＲ早く終わったからな。

　さて、今まで部室に置かれているマンガ（『アクマゲーム』の最新刊）を読んでいた空野が食いついてきたので、独り言のつもりだったが、会話を続けよう。

　あっ、どうやら空野も会話を続ける気だったらしく、マンガから顔を上げたぞ。

「致命的なのは俺の頭だ」

「神かみ園ぞのの頭が致命的なのは今に始まったことじゃないでしょ」

「スマン、訂てい正せいする。──中間テストに向けた勉強ができていない、という意味で俺の頭が致命的だ」

「え～っと、今日が五月二四日だから……残り二週間だね、テストまで」

「空野は今からテストまで、何ができると思う？」

「月つき島しまちゃんをそそのかして爆ばく弾だんを作るのはどう？」

「テスト前日に爆弾で校舎をぶっ壊こわそう、ってこと？」

「そうそう」

「テストは阻そ止しできるかもしれないが、捕つかまるだろ、普通に考えて」

「なら雪ゆき村むらさんをそそのかして邪じや魔まな教職員に賄わい賂ろ贈おくるのは？」

「そうだなぁ……賄賂を贈るよりも闇やみ討うちした方が手っ取り早くないか？」

「となると花はな咲さきさんの出番か？」

「妥だ当とうだな。百合ゆり姫ひめって大きな戦略を実行するよりも、緻ち密みつな戦術で相手の要石を崩くずすような隠おん密みつ行動が得意そうだし」

　……、……、……さて、ところで、俺は今一つの疑問を抱いだいている。

　おかしいなぁ……、あれほど嫌いやがっていたのに……。

「ところでさ、なんで空野は毎日律りち儀ぎに部室きてんの？」

「あんたらがムリヤリ入れたんでしょーが！」

「でも幽ゆう霊れい部員になる、って言ってなかったっけ？」

「うぐ……っ、それはそうなんだけど……、……部活に所属しているのに来ないとなると罪悪感が湧わくから……」

「ムリヤリ入れられた部活でも？」

「やっぱり強制でも入部したからには、毎日顔を出さないと他の部員に悪いじゃん？　いや、悪いというか、気まずいというか、申し訳ないというか……」

「律儀っていうか難なん儀ぎな性格をしているな……」

　言い換かえるなら、貧びん乏ぼうクジを引きそうな性格──とでも言うのだろうか。

　と、ここで部室のドアが開く。入室してきたのは、三人の美少女。

　百合姫も月島も雪村先せん輩ぱいも、一いつ斉せいにやってきた……。

「心しん路じくん、お待たせ♪　継つぐ未みちゃんも」

「こんにちはー、だニャン」

「あら、少し遅おくれてしまったかしら？」

　全員が揃うと、部室の中央にある机の席が、一つを残し、全部埋うまる。

　仮に部室のドアの前に立つとすると──、

　右奥に百合姫で、その隣である右中央に俺。

　左奥に月島で、左中央に雪村先輩がいて、左手前に空野の席順だ。

　基本これがニジケンでのいつもの席順となる。

「二人でなに話していたの？」と、百合姫。

「神園の頭が致命的だから、校舎を爆弾でぶっ壊そう、って話だったよね？」

「は？　違うだろ、邪魔な教職員を黙だまらせるには賄賂よりも闇討ちの方がいい、って話じゃなかったか？」

「で、その後にムリヤリ入れられた、って話？」

「で、微び妙みように訂正すると、出さないと逆に申し訳ない、とのこと？」

「ゴメン、心路くん……っ、ヒメの頭ではどんな話していたのか理解できない……っ」

「それが普通だニャン……、あと、気のせいかもだけど、猥わい談だんが交じっている気が……」

「間ま違ちがっていたら申し訳ないけど……もしかして中間テストと、空野さんの入部の時のことかしら？」

　すげぇ、雪村先輩、よくわかりましたね……。

　そして俺と空野は、三人が理解できるように、会話を一から再現することに。

　──、それが終わると──

「あれれ？　心路くんってテストで赤点取るほど勉強できなかったっけ？」

「失敬だな、勉強そのものはできる。けど──」

「うみゅ？　けど……？」

「なぜかわからないけど、この学校の授業があわない」

「ああ～、それは中学から高校に上がって、勉強が微妙に変わったからだと思う。ヒメも去年そうだったからね」

　そういうものなのか……？　確かに小学校から中学校に進学した時は、そこそこ勉強のベクトルに変化を感じたけど……それは中学校から高校でも同じなのか？

　しかし一応、百合姫は二年生だから、その言葉で素す直なおに納なつ得とくしよう。

「神園くんはわかったのだけれど、空野さんはどうなのかしら？」

「あたし？　あたしは中学の頃ころ、『夜の女じよ帝てい』と呼ばれるぐらい成績よかったけど？」

「……ビッチだ」「……ビッチだよぉ」「……ビッチだニャン」「……ビッチね」

「違うから!?　一いち夜や漬づけが得意って意味！　あたしはまだ処女……いや、なんでもない」

「──大だい丈じよう夫ぶニャン、つぐみん先輩、高校生で処女なのは別に恥はずかしくないよ！」

「しょ、処女じゃないから!?　今時、ＪＫで処女とかありえないし!?」

　嗚呼、空野は遊んでそうな外見のわりに処女なのか……。本人的には恥ずかしいから非処女ってことにしたいらしいが、そうではないことがバレバレだった。……月島の言うように、別に処女は恥ずかしくないだろ……。

「ところで継未ちゃんは、入試の成績、何位だった？」

「うっ、二五四人の中で二四六位だった……」

「バカだニャン」「バカね」

「しょうがないじゃん!?　最初は一夜漬けで何とかなると思った！　でも入試って、全科目のテスト範はん囲いが中学一～三年生の分、全部なんだよ!?　よくよく考えたら一夜で全部復習できないじゃん！」

「むみぃ～、それは当たり前だよ……」

「やっぱりバカだニャン」「やはりバカね」

「なら！　そういう月島ちゃんと雪村さんはどうなん!?」

　ダメだ、空野。その質問は自分を傷つけるだけだぞ。

　俺がそう思うと同時に、月島と雪村先輩は答える。

「ツッキーは入試で理系学年一位、苦手な文系でも学年二〇位には食い込めるニャン」

「私は理系も文系も、とどめには体育も学年一位よ」

　あっ、空野が長机に突つっ伏ぷした。もうやめて！　空野のＨＰはゼロよ！

　と──、ここで百合姫がニジケン部長として、あることを提案した。

「コホン、──はい！　ヒメはニジケン部長として、今ここに、中間テスト対策の勉強合宿を開くことを提案するよ！　みんなはどう？」

「唐とう突とつね。勉強合宿とか──、別に私は勉強の必要性を感じないのだけれども？」

「でもでも！　合宿というイベントそのものは面おも白しろそうニャン！」

「──、──、そうね、そういう捉とらえ方ならまだ納得できるかしら──」

「確かに……ちょうど良いんじゃないか？　一ひと先まず今週で部活が終わって、来週からは自主テスト勉強期間に入るし」

　そうだ……、自分で口にして思い出したけど、来週は自主テスト勉強期間だから、部活が休みになるのか。少々寂さびしいが、中間テストで赤点を取らないため、ひいてはニジケンを存続させるため、せめてこの期間ぐらいは頑がん張ばろう。

「ま、待って……っ、勉強合宿といっても何するん？」

　……空野が復活した。

「どうせみんなで集まったら、誰だれかが『息いき抜ぬきに一話だけアニメ観みよう！』って言い始めて、最終的にはゲームして、マンガとラノベ読んで、カードゲームするって相場が決まっているから！」

　なぜか空野の言い分には熱と説得力があった。たぶん実体験の反省が交じっているな。

　一応空野の言い分にも耳を傾かたむけた百合姫は、その対策を考える。

「なら二班にわけるのはどう？　みんなで集まると遊んじゃうなら、ニジケンを二班にわけて、集団心理で遊びたくなるのを防ぎ、仮に遊ぶことになったとしても、人数が少ない方が遊び終えて勉強に復帰するのも早くなると思うの」

「ぐぬぬ……」

　リアルで、ぐぬぬ……って言うヤツ初めて見た。それを口にした空野は、そこまで勉強をしたくないのか悔くやしそうである。しかしこれ以上の反論はないようだ……。

「それじゃあ、今週の金曜日から二班にわかれて勉強合宿をするよ♪」

　そう言うと、百合姫は急に俺の腕うでに抱きついてきた。

　百合姫の女の子としてやわらかい部分が、俺の腕に抱きついたせいで形を変える。嬉うれしそうに擦すり寄ってくるのだが……相変わらず男子を勘かん違ちがいさせる行動だ……っ……。勉強合宿が楽しみなのは伝わったから離はなれてくれ……っ！

「あっ、ちょっと待つニャン！」

　月島がここにきてストップをかけた。

　何だろうか？　百合姫の行動以外に何か問題でもあったか？

「ココロ先輩はヒメ先輩の班になるの？　それともツッキーの班になるの？」




　　　　◇　◆　◇　◆




　まず不ふ偏へんな事実として、俺よりも空野の方が成績は悪い。しかし俺も高校に入学したばかりということで、高校での初めてのテストでは苦戦するだろう。

　俺と空野は、どちらかというと今回は、勉強を『教えてもらう立場』にいる。

　対して勉強を『教える立場』にいるのは、二年生である百合姫と、理系には限定されるが月島と、学年一位の頭を持つ雪村先輩だ。

　で、最初の『俺よりも空野の方が成績は悪い』という前提を引っ張ってくると──、

　そこそこ勉強もできる俺が、そこそこ勉強もできる百合姫に教えてもらうチーム、

　全然勉強ができない空野が、天才二人によって劇的に勉強できるようになるチーム、

　──と、このようにわけた方が合理的だったりする。

「ごちそう様でしたーっ」

　なんてことを、俺は自宅のリビングで夕食を食べながら考えていた。

　ちなみに今の挨あい拶さつは夢ゆめ乃ののだ。我が妹は食べるのが早い。

　まぁ、俺の方は夢乃に比べて食べる量も多いんだけど……。

「お兄ちゃんっ、なんと夢乃は今日、生まれて初めて逆上がりができました！」

「ほお……、おめでとう」

　なんでテーブルを立たないんだって思ったけど……座って俺と話をするためか。

　食べながらでもいいなら、少しぐらい話し相手になってあげよう。

「そこで夢乃はお兄ちゃんに、えらいえらい、をしてほしい！」

「……、……夢乃って今、四年生だよな？」

「？　うん、そうだよ？」

　一〇秒ぐらい黙ってしまう俺。──どうなんだ、これ？　いくらなんでもブラコン過ぎないか？　精神年ねん齢れいが、明らかに実年齢よりも幼い。色々と不安なんだけど……。──いや、恐おそらく『アレ』だよな？　母さんと父さんがあまり夢乃を甘やかさないから、親の代わりに兄である俺に褒ほめてほしいという現象。

　確かに俺を親の代わりとしたら……。小学生なら親に褒めてもらいたいと思うのは普ふ通つうだな。なら、では──

「……わかった」

「やったぁ！」

　俺は手を伸のばして対面に座る夢乃の頭を撫なでる。まだ小学生だからだろうか。夢乃の髪かみはサラサラで、まったく傷いたんでなく、撫でるついでに梳すいてみると、指が心地ここち好よかった。

　……小学生　＋　女の子　＝　ＪＣやＪＫと比べて髪がサラサラで綺き麗れい、という等式が出来上がった気がする。

「えへへ～、夢乃、お兄ちゃん大好き～♪」

「はいはい」

　なんて俺と夢乃がシスコンとブラコンを拗こじらせる一歩手前のやり取りをしていると──、

　──ピンポーン──、と、インターホンが鳴る。

　しまった、俺はまだ食べている途と中ちゆうだった……。

「夢乃～、お母さん食器洗ってる途中だから出てちょうだ～い」

「はーいっ！」

　母さんの命令を受けて、夢乃はリビングを出て玄げん関かんの方へ。

「──母さん、俺はもしかしてシスコンなのか？」

「今さら遅おそいね～、気付いてないかもしれないけど、心路がシスコンだから、夢乃がブラコンになったんだよ～。甘やかすから甘えたくなるというか～」

「因果関係が逆だったのか……」

　ショックだ。高校生にもなってシスコン、しかも姉に対してではなく妹に対してというのは、中々応こたえる……。まぁ、俺に姉はいないけど。

「お兄ちゃん！　また百合姫さんが来てるよ!?」

「心路くん、お義母かあさん、おじゃましま～す」

「おお、いらっしゃい」「百合姫ちゃん、いらっしゃ～い」

　騒そう々ぞうしくリビングに戻もどってきた夢乃の後ろには、お泊とまりグッズを携たずさえた百合姫が。

　いや……ちょっと待ってくれ……。

　いつの間にお前は俺の母さんのことを『お義母さん』って呼ぶようになったんだ？

　昔は『お義母さん』じゃなくて『小母おばさん』だったのに……。

　リビングの壁かべにかけてあった時計を一いち瞥べつすると……五月二八日（金）の一九時を指していた。……結構到とう着ちやくが早い。

　ニジケンが終わって学校から帰宅して、すぐに来てくれたのか？

　あと、百合姫は晩ばん御ご飯はんを、もうどこかで食べたのだろうか？

「今度は何しに来たんですか!?」

「何って……お泊まり？」

「[image: ～][image: ～]っ、お、お兄ちゃんは渡わたしません！　お兄ちゃんも、百合姫さんの誘ゆう惑わくに負けたらダメなんだよ!?　お兄ちゃんは夢乃だけのお兄ちゃんなんだから！」

　俺に、だきっ、と抱だきついてくる夢乃。俺は未いまだに座っていて、そのまま夢乃に抱きつかれているから、今回は珍めずらしく夢乃の顔が俺よりも少し上にある。

　く……っ、俺は座っている分、いつもより頭の位置が低くなっている。そのせいで、そのまま夢乃に抱きつかれる──いや、抱きしめられると、顔が夢乃の胸部に……っ！

　なんとかして振ふり払はらわなければ……っ！

「妹よ、兄は今週と来週だけ、テストで良い点を取るために勉強しなくてはならないんだ」

「お兄ちゃん、偉えらい！　良い点取れたら、今度は夢乃が頭撫でてあげるね！」

「そのために、兄は百合姫から勉強を教えてもらう必要がある」

「が、がーん！」

　そこでショックを受ける夢乃。俺から身体を離し、よろよろ、とよろける。

　ずいぶんとベタな衝しよう撃げきの受け方をするんだな……。

「そういうことだったんだね……っ、うう[image: ～][image: ～]……一体夢乃はどうしたら～……」

「うみゅ？　どうしたらって？」

「お兄ちゃんにはテストで良い点を取ってもらいたい！　でもそのために百合姫さんとの勉強会を許すのはイヤだもん！」

　わ、ワガママ過ぎる……。百合姫はどう反応したらいいかわからなくなってオロオロしているし、母さんに至っては、なぜか俺に親指を立てて丸投げしてくる始末。

　夢乃を宥なだめられるのは俺しかいない……。

「──、我が妹よ、心して聞くがよい」

「ぅん？　なに、お兄ちゃん？」

「やはりお兄ちゃんは、赤点を取るわけにはいかないから百合姫と勉強する必要がある」

「…………ぅん……」

「けど、夢乃はそれがイヤなんだろ？」

「モチのロン！　夢乃は遺い憾かんの意を示すよ！」

「そこでだ──夢乃が我が慢まんできたら、兄が許容できる範はん囲いでご褒ほう美びを授さずけよう」

「ならなら！　お兄ちゃんに、ほっぺにちゅ～してほしい！」

「はいはい、考えるだけ考えておくよ……考えるだけ」

「はわわ……、心路くんがまだシスコンだった……」「育て方間違えちゃったかな～」

　とてつもなく心外なことを言われた気がするけど、あえてスルー。

　──よし、

　夢乃もこれで勉強の邪じや魔まをしてこないだろうし、後は夕飯の食器を片付けて──

　──百合姫を連れて二階の自分の部屋に行こう。

「むくぅ……、心路くん、妹とキスするとか何にも感じないの……」

「親が子供に、祖父母が孫にキスするのと同じ感覚だぞ？　しかも夢乃はまだ小学四年生で、接している感じ思春期に入っていないどころか、他の四年生の女子よりも幼いし」

「ぷいっ……、夢乃ちゃんにできるなら、ヒメにもしてくれたっていいのに……」

「自分たちの年齢を考えろよ……」

　もしかして……百合姫はまた俺にキスしようと画策しているのか……？

　幼おさな馴な染じみとしてスキンシップを取ろうとしているのかもしれないけど……そろそろ俺と百合姫は高校生の異性同士ということを認にん識しきしてほしい……。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺の部屋に荷物を置いた百合姫は、晩御飯は我が家に来る途中に食べてきたらしく、神園家が晩御飯を振ふる舞まうことなく、お風ふ呂ろへ行ってしまった。

　百合姫が入浴し終えると、今度は俺が入って、さらに俺が入ると夢乃が入り、その隙すきに俺たち二人は勉強を開始する。

　この時点で、大体二〇時半だった。

「とりあえず勉強合宿の一日目は英語を教えるよ！　アテンション！」

「……『魔ま法ほう少女まどか☆マギカ』……って、勉強会するんじゃなかったのか？」

「騙だまされたと思ってこれ、観みてみて！」

　言われたとおりにしておくか……。こういう時、自分の部屋にＴＶがあってよかった、と思う。で──、ＴＶの電源を入れて、ＰＳ４も同じようにして、それに『まどマギ』のブルーレイディスクを差し込んで……っと、これで大だい丈じよう夫ぶなはず。

　──。──よし、無事流れ始めた。

「わぁ、ＯＰ流れたよ！　みんな可愛かわいいよねぇ♪」

「そ、そうだな……」

　嗚呼ああ、なんだろう……。キャラクターを可愛いと褒めるのは普通の感想のはずなのに、百合姫が言うと『キャラクターを可愛いと言っている私って可愛い』アピールに聞こえてくる……。

「最終回はハンカチが必要だから、泣いてもいいように持ってきたんだぁ～」

　……っ、落ち着け、俺。これもただ純じゆん粋すいに『最終回は感動して泣けるからハンカチを持ってきた』という文字通りの意味ではないはず！　恐らくこれは『私エロゲで泣いちゃった～。そんな私って可愛い』系統のアピールに相そう違いない……っ。

　……疑い過ぎか？　オタサーの姫ひめの言動って、一度気になり始めると、底なしの疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるんだなぁ……。

　普通の言動も、疑い過ぎてオタサーの姫っぽく思えて──、

　オタサーの姫っぽい言動も、感覚が麻ま痺ひして普通に思える──。

「本編始まったな」

「うんっ、何回も観てるけど、毎回わくわくするよねぇ」

　ＯＰが終わると、俺も百合姫も本格的に視し聴ちようモードに入る。

　俺はベッドに座りながら──、百合姫はカーペットに座りながら──。

「ところで、心路くんはメインキャラ五人の中で誰だれが好き？」

「まどか」

「むくぅ……、……髪の色が天あま架かちゃんに似ているから？」

「訂てい正せいする、ほむら、だ」

「それは『黒くろ髪かみ』って属性と『クール』って属性、どっちが好きなの？」

「は？　えぇ……っと、クール？」

「ぷい……っ、雫しず九く先せん輩ぱいに似ているからなんでしょ？」

「もう一度訂正する、杏きよう子こだ」

「継未ちゃんと性格少し似ているもんねっ」

　メンドくさい……っ、百合姫っ、お前かなりメンドくさいぞ……!?

「最後の訂正だ、さやかが一番好きだな」

「……その理由は？」

「幼馴染の男の子のことを長年想おもい続けているなんて健けな気げだから」

「うんうん！　そうだよね！　えへへ～」

　ようやく答えを当てられた……。

　──なんて安あん堵どしていると……、……なにゆえ百合姫は俺の隣となりに移動してくるんだ？

　百合姫、俺が今ベッドに腰こし掛かけていて、自分が移動した先が『ベッドに腰掛けている男子の隣』って、きちんと理解しているのか……？

「ゆ……百合姫っ、近いから離はなれてくれ……」

「あはっ、心路くんってば、ヒメに近寄られて緊きん張ちようしてるんだぁ～」

　こういう時、百合姫は攻こう撃げき力が強いけど、唐とう突とつな反はん撃げきに対する防ぼう御ぎよ力は皆かい無むだから……押し倒たおしたりすれば主導権を握にぎれそうな気もするが……ハァ、そんなことできるわけがない……。

「……アニメを観るのに近づく必要ないだろ？」

「ならっ、だぁ～い好きな幼馴染と一いつ緒しよにアニメを観るのは悪いこと？」

「悪くはないけど……良くもない気がする……」

「えぇ～、仲が良いのはいいことだよ？　一緒にアニメ観よ？　ねっ」

　クソぉ……根負けした……。百合姫はさらに引っ付いてくる……。

　いや、一緒にアニメを観るのは構わないんだ。ただ、俺の言う『一緒にアニメを観る』っていうのは、同じアニメを同じ空間で観る、ってことなんだけど……、……百合姫の場合は、お互たがいにくっ付きあって観る、ってことなんだろう……。

「心路くんは魔法が使えたら、何かしてみたいことある？」

「代だい償しようはあり？　なし？」

「ぅ～ん、なし、で」

「次の中間テストで時を止めてカンニングする」

「相変わらずクズいよぉ!?」

「不正はバレなければ不正じゃない、って言葉知ってる？　で、百合姫は？」

「ヒメは未来に行ってみたい！　それでぇ、どんな男性と結けつ婚こんしているかとかぁ（ちらっ）子供は何人いるかとかぁ（ちらっ）ヒメと心路くんは幸せに老後を過ごしているかとかぁ（ちらっ）確認してみたいなぁ♪（ちらっ）」

　なぜ百合姫はそんな期待を込めた瞳ひとみで俺を見るし？

　……、ああっ、そうか、ＯＫ、把は握あく。

「チラ見してきたって、俺はドラえもんじゃないからタイムマシンなんて出せないぞ？」

「……、……心路くんの鈍どん感かん」

　嗚呼、百合姫が頰ほおをぷくっと膨ふくらませていじけてしまった……。

　と、ここで第一話が終わる。俺はそろそろ勉強しようと思っていたんだけど──

　……なにゆえ百合姫は、俺の隣から離れて、違ちがうブルーレイに入れ替かえようとするんだ？

「どうした？　今度は別のアニメでも観るのか？」

「惜おしい、次は『まどマギ』第一話の英語版だよっ」

「英語版？　……ていうか、いつになったら勉強を始めるんだ？」

「ヒント、日本語版と英語版を、両方交こう互ごに観ることが勉強に繫つながる、って感じかなっ」

「──、──。あ～、なるほど……。日本語版と英語版を交互に観て、多少意味が理解できている英語をヒアリングしようってことね」

「正解っ！　さすが心路くん」

　そう言うと百合姫は、すぐにブルーレイを入れ替えて、再び俺の隣に腰掛けた。

　しまった……。百合姫が作業している間に移動しておけば……っ！

「英語版の声優もみんな可愛い声してるね～」

「……ところで、俺はともかく、百合姫は英語版、字幕だけで何喋しやべってんのか理解できているのか？」

「うんっ、アメリカでの評価が気になって、それなら英語版を観てみようって思って、お話を理解するために勉強して、今では普ふ通つうに理解できるようになったよっ」

「何のためにそこまで……」

「うみゅ？　自分の好きなアニメの評価って気にならない？」

「気になるけど外国の評判まで知ろうとは思わなかった……」

　…………。

　……、…………。

　……もう朝か…………。

　俺も百合姫も、途と中ちゆうから黙だまって観てたな。

　お互いにベッドに腰掛けてくっ付いてはいたけど。

　カーテンの隙すき間まから、朝日が差し込んで、目に染しみる……。

「──『まどマギ』、面おも白しろかったな……全二四話」

「本当は全一二話だけどね」

　時計を確認すると……まだ朝の六時か。いや、六時って充じゆう分ぶん朝だから『まだ』というよりは『もう』って言った方が適切な気もするが……俺と百合姫は休日、この時間まで起きているの普通だからなぁ～。

　ああっ──そうか、二〇時半といういつもより早い時間にアニメマラソンを開始したから、まだ六時なのか……。いつもは日付が変わってからアニメマラソンするわけだし。

「でも何となく英語を覚えた気がするな」

「でしょ？　さすがヒメお姉ちゃん！」

「……、問題はエントロピーとか、タイムリープとか、円えん環かんの理ことわりとか、……そういう単語がテストに出るのか、ってところだけどな……」

　ちなみに『円環の理』は英語で『Law of Cycles』って言うらしい。……これ、絶対テストに出ねぇよ……。あと、Law of Cycles──つまりサイクルの法則って聞くと、どうしても『うえきの法則』が脳のう裏りを過よぎる。意外！　『まどマギ』と『うえき』はこんなところで繫がっていた！

「──大丈夫だよ」

「えっ──？」

　不意打ちだった──。

　ここで百合姫が、俺の頭を胸のあたりに抱だきしめてくる。

　いつもの百合姫だ。──髪かみからはバニラの香かおり、身体からだからはミルクの匂におい。

　百合姫は、俺の頭を発育した胸に押し当てて、そのまま撫なで撫でする。

　子供扱あつかいされてるみたいで屈くつ辱じよくだ……。

　それに加えてかなり恥はずかしい……。

「──大丈夫だよ、心路くんのことは、ヒメお姉ちゃんが何でも知ってるんだから」

「それなのにこんな勉強方法なのか……」

「心路くんって、英語に苦手意識を持っているんだと思ったの。中学校の頃ころの英語はまだギリギリセーフだけど、高校の英語って堅かた苦くるしいでしょ？　だからそれを、まどマギの英語版で払ふつ拭しよくしてみました！」

　図星だから何も言えない……。本当に見み透すかされている気分だ。

　実際、まどマギの英語版は楽しく観れたし……。

　なんて──、

　俺が黙っていると、百合姫がさらに頭を優やさしく撫でる。

「心配しないでいいよ？　ヒメが見ていてあげるから、少なくとも勉強方面で高校生活が失敗するなんてありえない！　心路くんは、やればできる子なんだもん。それに──」

「？　それに？」

「──、心路くんはツンデレで素す直なおじゃないから、ヒメに感謝していても、恥ずかしくてそれを口に出せないんだよね？」

「……なっ、っ」

「あはっ、ヒメお姉ちゃんはなんでもお見通しなんだからっ」




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺は、何年も前から、それこそ初めて会って間もない幼よう稚ち園えん児じの頃から──、

　花咲百合姫のことを『自分を映さない鏡』だと思っていた。

　……、いやいや、幼稚園の頃の感想にしても、今思い出すと背中がかゆい。

　それがどういう意味かというと……四つか五つぐらいの意味合いは思いつくが、この言葉を見み出いだした時に感じた、本当の意味合いは忘れてしまっている。かれこれ一〇年は経たっているからな……。

「──起きてるか？」

「うん……、心路くんと一緒だからかな？　ドキドキして、眠ねむれそうにないの」

　夜の二時──

　ベッドとは別に布ふ団とんを敷しくのも面めん倒どうだったので、俺と百合姫は同じベッドの上で寝ねている。──今回は前回とは違い、俺も百合姫もルームウェアを着ているが。

　勉強合宿は今日で終しゆう了りよう──

　それなりに勉強したので、頭が重い。

　俺も百合姫も、疲つかれを癒いやすように、ベッドで安らいでいる。

　けれど──疲れてはいるけど、眠たくはならない。

「三つ訊ききたいんだけど、いいか？」

「ぅん？　いいよ、なになに？」

　自うぬ惚ぼれかもしれないけど、百合姫は俺と話すことを楽しんでくれている。

　声は夜ということで控ひかえめだけど、わずかに弾はずんでいるし。

　けど、俺はそれを──

「──どうして、──百合姫はオタサーの姫ひめになったんだ？」

　カーテンの隙間から、白い月明かりが差し込む。当然ながら今は真夜中だ。外からはまったく音がしなくて、心地いい静せい寂じやくが耳に優しい。視界には天てん井じようが広がっているが、見慣れているはずなのに、百合姫も今同じ夜の天井を見ている、と思うだけで新しい景色のように思えた。

　隣に寝ている百合姫が、俺の左手の甲こうに、自分の右手の手の平を重ねてきた。

　──やわらかい。──あたたかい。

「改めての確かく認にんになるけど、心路くんは、オタサーの姫っていう概がい念ねんの意味、知ってる？」

「最初から知ってるし、空野にも説明されたし、ネットでも調べたからな」

「なら、それを前提に話すけど──、ヒメは心路くんに告白して『二次元の女の子じゃないとヤダ！』って振ふられたこと、今でも気にしているんだからね？」

「う……っ、すまない……」




「だからヒメは、オタサーの姫になった。オタクの男の子にチヤホヤされて、──、

　──願わくは、──心路くんに、ヤキモチを焼いてほしかったの」




　簡単なことだったのかもしれないな──。

　一見……、俺に振り向いてほしくて他の男子にチヤホヤされる──というのは、人によってはメンドクサイ女の子かもしれない……。

　でも──、

　そうしてしまったのは、俺のあの返事があったからだろう。

「重いって言われるの覚かく悟ごで言うね？　ヒメは──、心路くんにかまってほしかった。妬やいてほしかった。見ていてほしかった。放さないでほしかった。だから花咲百合姫は、オタサーの姫になったの」

「────」




「──、心路くんが二次元の女の子じゃないとイヤなら、二次元の女の子以上に、

　リアルのオタクの男の子を萌もえさせるヒロインになろうとしたの」




　優しくて穏おだやかな声こわ音ねで言葉を紡つむぐ。

　なんて痛々しいんだろうな──、

　──傷だらけという意味でも、

　──いつか黒歴史になりそうという意味でも。

「えへへ～、それに、心路くんはオタクだからわかると思うけど、ヒメはもう『幼おさな馴な染じみだから』って理由で、他の女の子に負けたくないもん。オタサーの姫になって、心路くんを焦じらして萌え萌えにしてやる～、なんてね？」

　小学生の頃は──、百合姫が「好き」って言って、俺が「二次元の女の子じゃないとヤダ！」って答えた。

　でも高校生になって──、百合姫は「心路くんを萌えさせるためにオタサーの姫になったよ♪」と言うも、一方で俺は「それはどうなんだ？」って思うようになっている。

　きっと──

　──小学生の頃、問題があったのは俺で、なかったのは百合姫。

　──高校生の今、問題があるのは百合姫で、ないと思われるのは俺。

　──なんだろうな。

　ハァ、俺と百合姫は──、

　再会して以降、お互たがいを想おもう感情のベクトルがすれ違ちがっているなぁ……。

「百合姫は──」

「──ヒメは、なぁに？」

「俺がオタ充じゆうになって、誰だれかカノジョを作ったら、──イヤ、か？」

「ヒメがカノジョさんじゃ、ダメ？」

　百合姫、俺の質問に『ＹＥＳ』か『ＮＯ』で答えてないじゃん。

　代わりに、俺に問い返してくるし。

　けどそれは、質問返しであって、告白のやり直しではない。

「どちらにしても百合姫を傷つけてしまうけど──俺は一度振った女の子に『ちょっと考え直したからやっぱ付き合ってくれ』なんて、そんな最低なこと言いたくない」

「ええ～、ヒメは気にしないもん」

「俺が気にするんだ」

　不満そうに「ぶーぶー」と、可愛かわいらしくもいじけた様子で百合姫はブーイングする。

　感謝しなくちゃな──。再会してから今まで、明るく親しげに接してくれたことに。今しているお互いに少しだけ踏ふみ込んだ会話でも、俺と話せることを嬉うれしそうに、楽しそうにしていることに。

　そして、俺の建前に気付かなかったことに──。

　確かに今のも俺の本心だけど──俺はそこまで良い人間じゃないんだ。むしろ普ふ段だんから言われているように、クズっぽい一面もあるしな。

　百合姫の前では絶対に言わないけど（俺のカノジョがオタサーの姫でいいのか!?）という思考だって持っているし。でも百合姫がオタサーの姫になったのは、俺が原因。口に出せるわけがないだろう。

「ところで、心路くんはオタ充になりたいの？」

「え？　まぁ、そうだな」

「あはっ、今までの自分が痛いってことに気付いたんだ♪」

「ぐはぁ……っ!?」

　ウソだろ？　俺って百合姫から見ても、今まで痛々しかったのか!?

　責任転てん嫁かな気もするけど、一度ぐらい注意してくれてもいいじゃん！

「ご、ゴホン──、二つ目の質問だけど、どうして、百合姫は昨年度サークルクラッシュしたんだ？」

「えっと～、ヒメがオタサーの姫になったのは、心路くんが理由。ここまでＯＫ？」

「ああ、それで？」

「その動機があるからヒメはオタサーの姫として頑がん張ばってきた。でも、ヒメはオタサーの騎き士しにチヤホヤしてもらっていたけど、正直あんまりいい気持ちじゃなかったの。でもそんなこと、人間の感情なんだから、他人からはわからないもんね。主観と客観の齟そ齬ごっていうのかな？」

「──百合姫が良く感じてなくても、周りからはそう見られていた、ってことか」

　百合姫は──俺の左手の甲に重ねた自分の右手で、手の上から俺の指に、自分の指を絡からませる。百合姫だけ恋こい人びと繫つなぎをして、俺は手を開いている状態──っていうのか？

　さらに、百合姫は楽しげにお喋しやべりを続けた。

「そうだね。そして、人の評価っていうモノは、自分ではなく他人が決めるから──いつの間にか違う意味でオタサーの姫って呼ばれるようになっちゃった。──本当は心路くんを妬かせることが目的だったのに」

「そういえば、なんで俺が入学する前からオタサーの姫だったんだ？」

「下準備だよ。心路くんが入学したと同時にオタサーの姫を演じても、色々間に合わないからね」

「変な方向に努力してるな!?」

「えへへ～」と軽く誇ほこらしそうに、百合姫は照れた。

　まったく……百合姫はお気楽だなぁ……。

「話を戻もどすけど、ヒメね、全員の目の前で明言してやったの！　『ヒメにはずっと想い続けている好きな男の子がいるの！』って。──そしたらサークルクラッシュしちゃった」

「最後の最後にとんでもないことを言うんだな!?」

　ああ～、嗚呼ああ……、それはサークルクラッシュも起きるわぁ……。オタサーの騎士たちの、恐おそらく全員が『姫の好きな男の子って僕のことなんだ！』って勘かん違ちがいして、全員が各おの々おの他のサークルメンバーに対して『姫は僕が守る！　姫はお前らには気がないんだ！　気付けよ、しつこいぞ！』って態度を取れば、それは……ハァ…………。

「ごほん、最後の質問だけど……どうして百合姫はラノベ作家になったんだ？」

　どうしても、これは聞いておきたかった。

　ラノベ作家になった『理由』よりも、その先の『目的』を──。

　百合姫は即そく答とうする。

「心路くんが──、好き、──って言ってくれたからだよ？」

「──ん？　どういうこと？」

「小学生の頃ころ、心路くんはオタクを拗こじらせていて、現実の女の子のことなんて見向きもしなかったよね？　そんな心路くんでも、ヒメが趣しゆ味みで書いた小説だけは『好き』って言ってくれた。興味を、持ってくれた」

　──嗚呼、今でも覚えている。

　明らかに少女マンガの影えい響きようを受けたような、甘あま酸ずっぱい、ヒロインと、その幼馴染の男の子との青春ラブストーリー。ロマンチックで、センチメンタルで、文章が拙つたないのに作者の表現したいことが伝わってくる物語。

「もし心路くんといつか再会できて、でも、その時になってもオタクを拗らせたままだったなら、『これ』を武器に心路くんと仲良くなろうと思ったの」

「────」

「こんなこと言っちゃうと、担当さんに怒おこられたり、ファンのみんなに悲しまれたりするかもだけど──、──ヒメのラノベは、心路くんのためだけに書いたんだからね？」

　優やさしくて、甘やかすような声音で百合姫は言う。

　照れているのに、口にできたことが嬉しそうな声音で、百合姫は続ける。

「他の誰でもない──あなたにだけ、心路くんにだけ、ヒメの書いたラノベを読んでもらえれば、ヒメはそれだけで幸せなの」

「──そうか」

　ついに百合姫は、手を重ねるだけでは我が慢まんできなくなったのか──、

　指を絡ませるだけでは物足りなくなったのか──、

　俺の手を、もっと触ふれ合っていたい、と言わんばかりに──、

　──ぎゅ～、っと握にぎってきた。

　く……っ、珍めずらしい……。俺が百合姫の言動に対して『恥はずかしい』ではなく『照れくさい』と感じるなんて……。

「だから、一つだけワガママ言っていーい？」

「言うだけならタダだからな」

「──どんな感想でもいいの。──プラスの感想でもマイナスの感想でもいいから──、ヒメのラノベを読んで、素す直なおな感想を聞かせてほしいな♪」

「──わかった。──あと……」

「ぅん？　なぁに？」

「俺、次の中間テストで、絶対に赤点取らない──って、ここに約束する」

「わぁ！　うんっ、ヒメ、心路くんのこと信じてるよ！」

　…………。

　……、…………。

「────、心路くんは、ニジケンをどうしたい？」

　ふいに、百合姫からそんなことを言われた。

「どう……って具体的には？」

「ニジケンの部員って、心路くんを除けば全員が女の子でしょ？」

「ああ、そうだな」

「だから──このままがいいのか、変えたいのか。変えていくなら──進むのか、戻るのか。そこらへんがどうなのかな～、って思ったの。恋れん愛あい的なニュアンスで」

　……さて、……これはどう答えるべきなのだろう。

　俺的には……『楽なの』は現状維い持じだろう。けど、『望んでいるの』は進むことだと自覚している。でも、それを百合姫相手にどう伝えればいい？

　百合姫が最後に付け足した『恋愛的なニュアンスで』という補足が、絶ぜつ妙みように厄やつ介かいだな。

　なら、現状維持と前進の、中間を答えよう。

「──さっきも言ったけど」

「けど……？」

「──俺はオタ充になりたい。それが答えじゃダメか？」

「──、──ううん？　凄すごくいいと思うよ？」

　今、あることに気付いた。

　オタ充とは──、言ってしまえば『オタク』と『リア充』という単語を足し算した結果だ。なら当然、その結果にはオタクとリア充、両方の構築要素が介かい在ざいしている。

　オタクとは、二次元に理想を求める人種──、──とでも仮定しておこう。

　リア充とは、現実に充じゆう実じつ感かんがある人種──、──という認にん識しきで問題ない。

　なら、その二つを併あわせ持つオタ充とは、理想を求めてもいるし、現実を充実させてもいるという、言うなれば『欲張り』のことをいうのだろう。

　そのことが百合姫にも上手うまく伝わればいいのに……。

「でも、さ」

「なぁに？」

「百合姫が『このままがいいのか、変えたいのか』を訊きいているにしても、『進むのか、戻るのか』を訊いているにしても、俺の現時点での目標は変わらないし、代えられない」

「うみゅ？　それって──」

「──文化祭──、──やっぱり俺たちオタクが活動実績を残しやすいのはそこだと思って。メイド喫きつ茶さ、アニメ上映会、コスプレ、同人誌制作──何をするにしても、三枚ある壁かべの内、最後の一枚である活動実績は、そこで決まるんじゃないか？」

「それまでに何もしない、ってことはないよね？」

「それは当然ないけど、活動実績の提出期限は一学期の終業式までで、文化祭もそのほんの少し前にあるから、ＴＨＥ・クライマックスって感じがするだろ？」

「ああっ、そうだね」

　難しいものだな～、人の心って。

　俺は自分のことよりも、今に限って言えば百合姫の心の方がわかりそうな気もする。

　人はそれを知ったかぶり、とでもいうのだろう。

　それがアニメなら、ニワカとでもいうのだろう。

「文化祭に挑いどむためには、先に中間テストを頑張らないとね」

「そうだな、一番心配なのは空野だけど」

「大だい丈じよう夫ぶだよっ、継未ちゃんには天架ちゃんと雫九先せん輩ぱいがいるもん！」

「それもそっか」

　と、ここで二人して微笑ほほえんだ。

　気が楽になるというか──、最初から楽だったモノがさらに楽になったというか──。

　満たされている──っていう表現が、一番しっくりくるか？

　なんだろう、さっきまでとは違ちがい、今はすごくよく眠ねむれそうな気がする。

　だから最後に、一つだけ百合姫に言っておこう。

「百合姫、中間テスト頑張るから」

「うんっ、その次は文化祭を頑張ろうね」




　　　　◇　◆　◇　◆




　中間テストが終わった。いや、終わったと言っても『絶望』という意味合いではなく、普ふ通つうに『終しゆう了りよう』という意味合いで終わった。フゥ……疲つかれた……。

　当たり前だけど座りっぱなしだったから、お尻しりが痛い。

　それに、伸のびをしてみると、身体からだが鈍にぶい……というか関節の動きが悪い。

「神園、テストどうだったん？」

「全教科平均で六五～七五点ぐらいと予想する」

「ん？　意外と点数高いんだね」

　俺の右みぎ隣どなりの席の空野が話しかけてくる。椅い子すを引いて、さらに脚あしを組んでいるので肉付きのイイ太ももが形を変えて強調される。

　……嗚呼、目の毒だ。極力見ないようにしよう。

「空野は点数どうだった？」

「あたしは三年首席の雪村さんと、本物の科学者の月島ちゃんに教わったんだよ？　赤点なんて取らないから。つーか、取ったら殺される」

「取ったら月島に脳みそに電極を挿さされるかもな」

「やめてよ!?　怖こわいよ！　シャレになんないから！」

「で、雪村先輩なら重りを付けた後に海に沈しずめて、金のチカラで証しよう拠こ隠いん滅めつしそう」

「あの二人は本当にやりかねないからそれ以上言うなぁ！」

「……でもあれだよな」

「……どうしたん？」

「仮に俺が赤点取っても、百合姫が叱しかるイメージが湧わかない」

「むしろ花咲さんは『うみゅ……ヒメの教え方が悪かったのかなぁ？　心路くん、次もヒメと一いつ緒しよに頑がん張ばろうね♪　ヒメも一いつ生しよう懸けん命めい教えるから！　大丈夫、次は二人で一〇〇点目指そう？』って甘やかすタイプでしょ」

「ああ～、そうだな」

「だしょ？」

　お……、担任が教室に戻ってきた。ＨＲが始まるな……。

　俺も空野も、座り直して前を向く。

　まぁ、ＨＲと言っても五分を少し過ぎる程度で終わるし、事実すぐ終わった。

　俺はカバンを肩かたにかけて空野と一緒に教室を出るが──最近は百合姫よりも、空野と一緒にニジケンの部室に通うことが多くなったような気が……。

「そうだ、一応不安だから、答案の覚えてる部分だけでも答え合わせしない？」

「別にいいけど」

　テキトーに提案に乗っかる俺。

　すると空野は、にっ、と明るく楽しげに笑って、俺に確認してくる。

「なら数学Ⅰの一問目の答えは？　あたしは四にした」

「え……っ、マイナス四だろ……？」

「…………」

「…………」

「なら現代文の一問目の選せん択たく肢しは……っ？　あたしはＢにした」

「──現代文は昨日だから記き憶おくが曖あい昧まいだけど──、Ｄじゃないのか？」

「…………」

「…………」

「化学の一問目は──ッ!?」

「一昨日おとといのことだから記憶が曖昧だが、俺はエタンって答えたぞ！」

「エチレンじゃないん!?」

「…………」

「…………」

　なん……だと……!?　まるで嚙かみ合わない……っ、絶望だ……。

　そりゃあ、俺も空野も無言になるさ……。

「もうやめよーか、答え合わせ……」

「そうだな……空野の言う通りにしよう」




　　　　◇　◆　◇　◆




「ココロ先輩、ココロ先輩！　これを見るニャン！」

「ん？　どうした？」

　百合姫がソファーで部室に置いてあった『青春ブタ野や郎ろう』シリーズを読み、雪村先輩がＴＶで『リトルバスターズ！』に興じ、空野が椅子に座りスマホで何かをタプタプしている中、月島が俺に絡からんできた。

　はてさて、何を見てほしいんだ？

　月島が差し出すスマホの画面には──ニコニコ動画？

「この歌い手さんのプロフィールを確認してみるニャン！」

「はぁ？　何なに？　『歌い手・兼けん・生主のソラノです♪　今年から現げん役えきＪＫ。好きな歌はやっぱりボカロとアニソン！　デレステ、マジリスペクト中。宮みや城ぎ県に住んでるけど、いつかは東京に住みたい！　気軽に絡んでね♪』──で、最後にアカウントの持ち主の写真が──ってこれ空野じゃん」

　うん、間ま違ちがいなく空野継未だ、アカウントの持ち主の写真が。

　なんでコミュニティのアイコンが空野の（マスクしているとはいえ）顔写真なんだよ？

「うわああああああああアアアアアアアアア！　なに勝手に他人ひとのニコ動見てん!?　やめて、恥はずかしいから！」

「あはっ、ヒメにも見～してっ！」

「私も興味あるわね」

　あっ、百合姫と雪村先輩も集まってきた。

　当の空野は──俺が月島の隣となりでスマホの画面を見て。俺たちの後ろから百合姫と雪村先輩が覗のぞき込んで。さらにその後ろに空野がいるから──障害物ならぬ障害人物が多くて、月島のスマホを奪うばえない模様。

「月島、これってどういうことだ？」

「どうもこうも、これの通り──実はつぐみん先輩は、有名な歌い手で、さらにニコ生の生主でもあったんだニャン！」

「うわあああああああ！　そんなん言わないでよ！　死にたくなるから！」

「そうだったんだぁ～、継未ちゃん、今動画見てい～い？」

「そういう反応をされるからオタクってことを隠かくしておきたかったのに！」

「なら今は見ないであげる。家に帰ってからじっくり見させてもらうわね」

「それはそれでイヤなんですけど!?」

　空野が顔を真っ赤にして、口をアワアワさせて、そして最後に両手両りよう腕うでをバタバタ上下に振ふりながら動どう揺ようしている……。う～ん……、正直……、ぶっちゃけ……、からかわれて涙なみだ目めの空野は、すごく可愛かわいい…………。

「話題を変えよう！　みんな、テストどうだったん!?」

　すげぇ露ろ骨こつに話題を変えたなぁ……。

　これ以上弄いじると空野が復帰できなそうだったので、俺たちはいつもの席に座り、テストの話をすることに──。

「そっ、それで見てよ、月島ちゃん、雪村さん！　平均点、五六点じゃん？　どやっ」

　ばんっ、と空野は机の上に返ってきた答案用紙を出す。

　そう──、あの残念すぎる答え合わせという茶番があったにも拘かかわらず、ニジケンは中間テストという壁を無事にクリアできた。──空野が英語で赤点取ったけど……。
















　でも、無事にニジケンは存続だ！　ふぅ、一安心。

　まぁ、そこまではいいんだけど……けど……、空野が全員に向かってドヤ顔しているが……、しかし月島と雪村先輩どころか、俺と百合姫も……正直……。

「うみゅ……大学では六〇点未満が赤点だから、そのぉ……高校のテストでよかったね」

「いや、赤点は回かい避ひできたけど自じ慢まんできないだろ。俺たちの中で一番平均が低いし」

「理系に限って言えば、中学一年生のツッキーでもわかる問題を外しているニャア……」

「すごいわね。──ところで私の平均点は九六点だけど、空野さんはどう思う？」

「フルボッコ!?　別にいくない!?　ニジケンは守られたんだから！」

　あのさ、今さらかもしれないけど、九九％赤点取らない月島と雪村先輩がいるんだぞ？

　その分中間テストは、ニジケンにとって多少イージーになっているのに……。

　空野の功績よりも、月島と雪村先輩の方がすごいし、ドヤ顔して然しかるべきだ。

「うぐ……、みんなして無言でこっち見ないでよ……」

　たじろぐ空野。そして大人しく机の上に出していた答案用紙をカバンにしまう。

　しかし……空野本人的には頑張ったんだろ？

　後でジュースぐらいは奢おごってやるか。

「で、でもさ、改めてになるけどニジケンが存続できてよかったじゃん！」

「はわわ、でもまだ油断は禁物だよっ」

「……えっ？」

　空野が困こん惑わくして、みんなの顔色を窺うかがう。

「──つぐみん先せん輩ぱい、中間テストを切り抜ぬけても、最後には『活動実績』というラスボスが待ち構えているニャン」

「期限は一学期の終業式ね」

「──ぐはっ!?　忘れてた!?」

　嗚呼ああ、最近空野がネタキャラ化、おバカキャラ化してきている……。

　バカっていっても、ニジケンの中で、この学校の中でバカっていうだけで、小こ鶴づる新しん田でん高校は平均より偏へん差さ値ちが高いから、他の学校に行けば普通クラスだと思うけど。

　でもネタキャラ化はどうしようもない！

「そろそろ空野のＨＰが尽つきそうだし、別の話題にしようか」

「さっきからコロコロ話題が変わるニャン」

「で、でも、神園の言うとおりだから。何か楽しくなれそうな話題を！」

「じゃあ、夏休みについて話すのはどう？　ヒメぇ、夏休みはたくさん心路くんと一緒に過ごしたいなぁ♪」

「ヒメ先輩ズルいニャン！　ココロ先輩っ、八月の上じよう旬じゆんに夏祭りに行こ！」

「あら？　私はニジケンのみんなでプールに行こうと思ったのだけれど」

「みんなオタクのはずなのにアウトドアなんだな!?」

　夏祭りは人が多いし、苦手ではないものの、かといって進んで行くほどでもない。

　プールは……少しは泳げるけど、『水泳を楽しめる！』ってレベルでもない。

「いやいや、みんな大切なイベントを忘れてない？」

「はわわ、最後の最後にみんなで言おうとしたのに……」

「つぐみん先輩は空気が読めてないニャン！」

「オタクである私たちが『アレ』を忘れているわけないでしょう？」

「かみぞのぉ～、みんな何かあたしに恨うらみでもあんの!?」

「知るか……」

　空野のことは、これから無視はしないものの、いじられキャラとして扱あつかおう。

　それが一番、空野本人も含ふくめて生き生きしている。

「こほん！　夏休みといえばコミケがヒメたちを、ニジケンを待っているよ！」

「今年も転売ヤーの駆く逐ちくに大おお忙いそがしだニャン！　ツッキーの情報操作を舐なめてもらったら困るニャン！　転売ヤー、社会的な死を覚かく悟ご！　ニャハハハハ！」

「私は毎年、雪村家の特務戦せん闘とう班を動員して徹てつ夜や組の妨ぼう害がいをしているわ。今年も楽しみね」

「しんじくん～、天架ちゃんも雫九先輩も、絶対楽しみ方を間違えているよぉ～」

「この二人に今さら常識を求める方が間違えてると思わない？」

「失敬だニャン！　ツッキーだって普ふ通つうに同人誌を買って、普通に楽しむことも忘れないよ！　他には『ポケモン』のすれ違い通信とか」

「同感ね。私だって普通の楽しみ方をするわ」

　よくよく考えれば、納なつ得とくだな。コミケまで行って、転売ヤーの駆逐と徹夜組の妨害だけして、はい終わり～、では月島も雪村先輩も不服だろう。

　メインを楽しむついでに、転売ヤーと徹夜組を懲こらしめるってことなんだよな？

「コミケにしても、夏祭りやプールにしても、夏休みまで残り一ヶ月と少しか」

「えへへ、一学期ももうすぐ半分終わっちゃうね♪」

　百合姫の言うとおりだな。夏休みの前が四～七月なのに、夏休みの後は九月しかない。

　多くの学生が夏休みを折り返し地点と思う気持ちはよくわかるけど──実際はそれよりも前に一学期の半分が終わっているから驚おどろきだ。

「コミケと言えば──どうやって行くんだニャン？」

「俺は新幹線」「あたし夜行バス」「私は確実性を求めてヘリコプターで行こうとしたわ」

「「待て、最後の一人は明らかにおかしい」」

　思わず俺と空野の突つっ込みが重なってしまった。

「言い方が悪かったニャア……。ニジケンとして五人まとめて、同じ新幹線に乗ったり、同じホテルに泊とまったり、一いつ緒しよにコミケ会場まで移動したりするのか。それとも、一人ひとり別々に行くのか。──ってことを訊きいているつもりだったニャン」

「そーいうのは、部長の花咲さんが答えて、どうぞ」

「う～ん、──ヒメの個人的な計画では、みんなでニジケンとして行こう、って考えていたよ。存続が決まったから部費も貰もらえるし」

「部費をコミケの移動費と宿しゆく泊はく費に使ってもいいのかしら？」

「野球部だって合宿の移動費と宿泊費に部費を使っているニャン！　だからＯＫ！」

「いやいや、あたし野球部のこと詳くわしくないけど、野球部の合宿にはそれなりの名目……っていうか意義があるじゃん……」

　空野がニジケン部長である百合姫に、確かく認にんの意味を込めて視線を送り──、で、その百合姫は今度、なぜか俺に視線を送ってきた。

　自分じゃ意義を思いつかないから、俺に答えてほしいのか？

「オタクとしてはコミケに参加する意義なんてたくさんあるけど、学校の部活動としてコミケに参加する意義といえば……」

「「「「と、いえば……？」」」」

「──ムリヤリ活動実績っていう風にこじつける」

「うみゅ？　どういうことなの？」

「百合姫の創作意欲を刺し激げきするためとか、月島の研究の参考にするとか、そんな感じ」

「うわぁ、神園、クズいなぁ」

「空野に言われる前から自覚してる」

「じゃあ直しなよ!?」

「けど、俺は自分の性格がそこまで嫌きらいじゃないんだ」

　空野、呆あきれてため息を吐ついたし……。それでも直感だが、そのため息は──、『死ね、クズめ。ゴキブリにも劣おとる己おのれの存在価値を嘆なげきながら、地じ獄ごくに堕おちて、その身体からだを灼やき焦こがせ』というよりは『まったく神園はしょうがないなぁ』ってニュアンスだと思う。

「さて──、それじゃあ夏コミは、みんなで、五人で、ニジケンで出しゆつ陣じんするってことに決定だね♪」

「そうなるな」

「うん！　よかったね、心路くん、夏休みには念願のオタ充じゆうっぽいことができそうでっ」

　……はっ!?　いや……っ、ちょっと待ってくれ……っ!?

　なぜ告白したらからかわれると思って隠しておいたオタ充のことをバラす!?

　ほら！　見てみろ！　雪村先輩あたりが、いかにも『獲え物もの発見』って感じだぞ!?

「あら？　あらあら？　神園くんはオタ充になりたいのかしら？」

「ぐぅ……っ、……な、何か文句ありますか？」

「嗚呼、神園くんはそんなにオタ充になりたいのね？　ねぇ、そこまでオタクなのに恋こい人びとがほしいのかしら？」

「そ、そうですけど……？」

「くす、そこまで言うなら私が神園くんの恋人になってあげてもいいわよ？」

「ダメです～っ！」「ダメニャン！」

　あっ、危ない……。俺が動揺しそうになったのと同時に百合姫と月島が反応してくれて助かった……。これで俺の動揺はバレていないはず……、──って、空野がなにゆえか俺のことをジト目で不満そうに睨にらんできているんだが？

「心路くんはヒメの幼おさな馴な染じみなの～っ！」

「ココロ先輩はツッキーの将来のご主人様なんだニャン～っ！」

「私もこっそり参戦しようかしら？」

「…………」

「────」

　百合姫と月島と雪村先輩が「しゃーっ」って威い嚇かくしあっている中、俺は空野に、じ～っと不服そうな視線を送られて──

「ど、どうした、空野？」

「……、べっつにー？」




　　　　◇　◆　◇　◆




「ああ～、コーラが授業で疲つかれた身体に染しみる～」

「なんでギャルっぽい女子高生ってコーラが好きそうなイメージがあるんだろうな……」

　で、今回のエピローグみたいなモノ──、

　一応改めて明言しておくと、俺と空野の家は近い。空野本人も、俺ん家ちの目の前の道路を通学路として使っているみたいだし。まぁ、その結果が四月一九日早朝二章のバッティングだったわけだが……。

　しかし一緒に帰るのは今日が初めてだったりする。なんで、って言われても……今まではお互たがいに帰宅時間をずらしていたっぽいし。──少なくとも俺は、空野と一緒にいる時間が、ぎこちないというか、照れくさいというか、こそばゆいというか、──とにかくそんな感じでずらしていた。

「──、神園も飲むん？」

「……、間接キスになるぞ？」

「別にあたしは気にしないから」

「なら……、一口だけ……」

　客観的に見て、この状じよう況きようはなんなのだろう……？

　通学路が途と中ちゆうまで一緒の同級生と、一緒に帰る途中にファーストフード店に寄って、そこで買ったジュースとハンバーガーを持って河か川せん敷じきまで赴おもむき、ベンチに座って駄だ弁べって、同じ飲み物を同じストローで飲んで間接キス。

　他人からしたら今の俺と空野はカップルにでも見えたりするのか？

　……、……。……変に意識する前にコーラを返そう。

「はい、コーラ返す。実に美味であった」

「──っん」

　おい、空野、お前それで返事したつもりか？

　──って、なんか頰ほお赤くね？　あと、そんなに俺が口を付けたストローの先を凝ぎよう視しされると恥はずかしいんだけど？

　なんて変な雑感を抱いだいていると、空野が再びコーラを飲む。──明後日あさつての方を向いて。

「──なんでこんなことになってるんだろうね？」

「空野が『今日は途中まで一緒に帰らない？』って提案してきたからだろ」

　オレンジと紺こん碧ぺきが入り混じった夕暮れ時の空──。

　涼すずしげな川を流れる水の音──。

　初夏の夕風を受けて、揺ゆれる草木──。

　──こんなトコに空野と二人きりとか……、今まで機会がなかったから当たり前かもだけど、初めてだな──。

「空野さぁ、夏のコミケ合宿、来るのか？」

「ぅん？　なんで？」

「……いや、なんとなく。……別に強制参加じゃないから、空野が来るか否いなかわからなかったし」

「あたしを強制的に、脅おどして入部させたヤツが言うセリフ？」

「ぐっ……、──で、どっちなんだよ？」

「神園はどっちがいいん？」

「……、……はっ？」

「神園は、あたしに、コミケ合宿に来てほしい？　ほしくない？」

　なにゆえそんなことを訊いてくるし……。どっちか、って訊かれたら、当然来てほしくはあるんだけど、それを本人に伝えようとすると──、──恥ずかしいことではないのに、顔が熱くなってしまうではないか。

「ま、まぁ、なんていうか……当然来てほしいよ、同じ部活の友達だし」

「そ、そう……」

　あっ、空野が人差し指と中指で、髪かみの先を所在なさそうに弄いじり始めた……。

　そして決して俺と視線をあわせようとしない──、って思ったらチラチラ見てくるぞ。

「──神園は、さ」

「あ、ああ……」

「オタクなのにカノジョ作って、オタクなのにリアルを充じゆう実じつさせて──」

「──させて？」

「──それなのにオタクであることを諦あきらめずに、オタ充を目指すん？」

「むっ……笑いたければ笑えばいい……」

　俺だって一応自覚している。別に後ろめたいことではないけど、この高校生活における俺の目標は、他人ひとに聞かれたら笑われるモノだってことぐらい。

　だって、なんか痛々しくはないけど、『そうか、頑がん張ばれよｗｗｗ』って感じがするし。

　でも、俺はもう痛々しいオタクを捨てて、現代的なオタクになるって決めたんだ。

　俺が弄られる覚悟でいると、

　空野は──

「べ、別に……」

「ん？　別に？」

「別に……あ、あたしはバカに、しない……から」

　えっと、どう反応すれば……？

「そ、そうか……、ありがと……」

「う、うん……」

　は、恥ずかしい！　オタ充のことを話し合っているのが恥ずかしいんじゃない！　女の子と甘あま酸ずっぱい雰ふん囲い気きでいることが恥ずかしい！

　そう感じている俺も俺だけど、空野の方もこそばゆそうな表情をしているし！

「神園に、少し、言いたいことあるんだけど……」

「……なに？」

「同じ部活なのに、下校時間が違ちがくなることって少ないよね？」

「そうだな」

「家が近いなら、帰り道も途中まで一緒になることって、多いよね？」

「そ、そうだな……」

「時間も道もあってるのに、別々に帰るのって、逆におかしくない？」

「あ、ああ……、なんていうか、それだとわざと別々に帰ってる感じがして、仲が悪そうになるもんな……っ」

　……嗚呼ああ、俺は空野が、俺に何を伝えたいかを、何となく察してしまった。

　空野曰いわく、別々に帰ることはおかしい。ならおかしくないのは──、一いつ緒しよに帰ることであって……、っ。

　──心臓がうるさい。──顔が熱い。

「なら、こ、今度から、そういうことで……」

「りょ、了りよう解かいです……」

　思わず敬語になってしまった。

　なんだろう──、

　なんて言えばいいんだろう──、

　百合姫に告白されて、その返事で自分の幼馴染を傷つけてしまったのが、俺がオタ充を目指すようになった理由──ではないにしてもきっかけだ。

　で、オタ充を目指すにあたって──、

　──百合姫と付き合うのは、（オタサーの姫ひめがカノジョっていうのはどうなんだ？）って考えと、勉強合宿の際に本人に伝えた理由で、違う。

　──月島と付き合うのは、月島の年ねん齢れい的問題で、あまり考こう慮りよしていない。

　──雪村先せん輩ぱいに至っては、俺のことを面おも白しろいからからかってくるだけで、恋れん愛あい感情なんてなさそう。

　でも──、

　空野と付き合う、っていうのは、……、……いい、かもしれない。

　まぁ、空野が俺のことを好いているって可能性は、低いと思うけど。

　…………。

　……、…………。

「さて──そろそろ帰るん？　もう七時だから」

「結構喋しやべったな……」

　もうすっかり夜だなぁ～、夕日は完全に沈しずんでいるし、夜空を見上げると綺き麗れいな紺碧色だし。それに、白い月が浮うかんでいる。

　河川敷なんて滅めつ多たに人が通らないから、今は俺と空野の二人きり。

　川の涼しげなせせらぎが耳に心地いい。

　河川敷から近くにある橋を眺ながめると、往来する車のライトが綺麗だった。

　一方で俺と空野のいるところは暗くて、少しドキドキする。

「最後に、神園はさぁ──」

「どうした？」

「リアルで恋愛をするなら、どんな恋愛をしてみたいん？」

「──、わからない。──、──空野は？」

　ふいに、空野はベンチから立ち上がる。

　そして未いまだに座っている俺に手を差し出す。

　いやいや、一人で立てるから。転んだわけじゃあるまいし。

　しかしわざわざ手を差し出されているのに無視するのもアレだし……。

　結局、俺は空野の手を握にぎって、立つのを手伝ってもらった。

「ぶっちゃけ、あたしもわからない。──、でも────」

「──でも？」

「神園の手、熱くなっているよ？」

　慌あわてて俺は空野から手を離はなす。

　嗚呼、リアルなんてこんなものだ。理由がなくてもドキドキして、異性ってだけで変に気にして、それでも結局は抗あらがえなくて。

　でも──、あるいは──、やっぱり──、

　こうして、俺の高校生活のプロローグは終わり──、

　クサい言い方だけど、オタクたちの青春ラブコメが始まる。




　　　　◇　◆　◇　◆




　そうして訪おとずれるコミケの一日前の一〇時過ぎ──

「みんな、そろそろ新幹線、来るよ♪」

「はいはい！　ツッキーはココロ先輩の隣となりの席を所しよ望もうするニャン！」

「私は窓側の席がいいわね。こう、仙せん台だいから東京に近づいてるっていう感じの景色を楽しみたいもの。それでいいかしら？」

「あたしはどこでもいいから」

「ってことは、横に三列ある方の座席に、窓側から順に百合姫・俺・月島。横に二列しかない方の座席に、窓側から雪村先輩・空野。──って感じか」

　──ニジケンのメンバーは、仙台駅の新幹線ホームで、東京に向かって発たとうとしていた。それぞれキャリーバッグとかボストンバッグを携たずさえて。

　さぁ、いよいよ明日あしたはコミケだ！

　今日は到とう着ちやくして時間があるならアキバにも行く！

　だがその前に、一つ突つっ込んでおかないといけないことがある。

「百合姫、お前その靴くつ……っ」

「うみゅ？　あ、こ、この靴、心路くんに少しでも可愛かわいいって褒ほめられたいなって……」

「なんでお前……っ、明日からコミケだっていうのに、ヒールで新幹線に乗ろうとしてんだよ!?　新幹線に乗ったらもう、三泊ぱく四日で仙台に戻もどってこれないんだぞ!?」

「うえ!?　だ、だって、心路くんと初めてのコミケだからオシャレしないとって……」

「ああ～、いるニャン～、コミケにヒールを履はいてくるオタサーの姫」

「ついでに言うと、コミケの入場待機列で日ひ傘がさを差すオタサーの姫もいるわよね」

「あぅ～っ、日傘も持ってきてゴメンなさい～」

　今の百合姫の恰かつ好こうは──、通気性が悪そうな童どう貞ていを殺す服。地べたに座ると仮定した場合、明らかに座りづらそうで汚よごれたら目立ちそうな、フリフリスカート。そして今も言ったヒールである。

「まぁまぁ、神園、初日の今日は時間があるんだし、向こうに着いてから服を買うことだってできるから。アキバで痛Ｔシャツを買うとかね？」

「まぁ、そうだけど……」

　確かにもう改札を抜ぬけたんだ。今いるのは新幹線のホーム。今さら『家に戻って服を替かえてこい』なんて言えないしな。空野の言うとおり、東京に着いてからどうにかしよう。

「ヒメ、みんなの分の熱ねつ中ちゆう症しよう対策アイテムも持ってきたから、つらくなったら言ってね」

「ツッキーも、スマホの携けい帯たい充じゆう電でん器きや、小型ルーターを持ってきたから、必要になったら教えてほしいニャン！」

「あら、二人とも気が利きくのね。ありがとう、助かるわ」

　なんてやり取りをしている内に、──おっ、どうやら後数十秒で新幹線が来そうだな。

　三人がコミケの話に花を咲さかせていると、俺は余ってしまった空野と、目があってしまう。

「どうした、なんか黄昏たそがれている感じだけど？」

「いや、微笑ほほえましかっただけだから」

「三人がはしゃぐ様子が？」

「それもあるけど、あの三人、凄すごく仲良さげでしょ？」

「そうだな。特に今日は、同じ趣しゆ味み、同じ目的のために旅行するわけだし」

「だから──、みんなリアルの友達も大切にするんだ、って。二次元だけじゃないんだ、って。──そう安心しただけだから」

　空野がそう言って、俺が何かを言い返そうとした瞬しゆん間かん──、

　新幹線が仙台駅のホームに到着する。

　さて──、

　いざ往ゆかん東京！

　待っていてくれコミケ！

　そうして──、

　──俺たちは新幹線に乗り込んだ。








あとがき









　読者の皆さま、こんにちは。佐さ倉くら唄うたです。

　この度は『オタサーの姫と恋ができるわけがない。』をご購入頂き、誠にありがとうございました。本作は、前作と比べて大幅にラブコメの『コメ』の部分をパワーアップさせましたので、一回でもギャグで笑って頂けましたら幸いです！

　だいたい──萌もえ３：ラブ[image: 2.5]：エロ[image: 2.5]：コメディ２──ぐらいの比率でしょうか？







　この巻は、本作の第一巻ということで、メインヒロインの花はな咲さき百合ゆり姫ひめちゃんのことを少しばかり語ろうと思います。

　百合姫ちゃんは『オタサーの姫』ですが、読者の皆さまはオタサーの姫と聞いてどのようなイメージを浮かべるでしょうか？　清純を装ったビッチ？　メンヘラ？　サークルクラッシャー？　もちろんそのようなマイナスイメージを持つ人もいるでしょう。むしろ、そっちの方が多いでしょう。

　しかしオタサーの姫にも良いところはあります！

　一つ──『オタクを外見で判断しない』。だいぶ偏見が混じってしまい恐縮ですが、オタクというとどうしても『ファッションにこだわりがない』とか『あんまりイケメンじゃない』とかって思われがちです。特に非オタの一般人からは。私自身も、あまりカッコよくないので、イケメンリア充には劣等感を覚えてしまいます。しかしオタサーの姫は、そんなこと気にしません。どんな男性でもオタサーに入ってしまえば、オタサーの姫に優しくされることでしょう！　だって、オタクを「オタクだから……」って突き放すオタサーの姫なんて、聞いたことないですよね？

　二つ──『どんなに濃い話を聞いてもドン引きしない』。意外とオタクの方々は感覚が麻ま痺ひしていると思うのですけれども、非オタの一般人にオタクトークをすると、かなりの確率でドン引きされてしまいます……。私も非オタの方に九割セーブしたオタクトークをしたことがあったのですが、その時もドン引きされてしまいましたし……。翻ってオタサーの姫は、どんなにディープなオタクトークをしても受け入れてくれます！　エロゲの話題にだって、正直うんざりするぐらい長いウンチクにだって、「うんうん、それわかる～♪」とか「わぁ、すごぉい！」とかって、寄り添ってくれます。ありのままの自分を受け入れてくれる包容力が、オタサーの姫にはあるのです！

　三つ──『自分から積極的に男子に話しかけてくれる』。私なんかは特にそうなんですけれども……、人とコミュニケーションを取るのが苦手な人は、オタクに限らず多いと思います。私の場合は、コミュニケーション自体は取れるものの、会話とかメールが終わった後に、（さっきの発言で嫌われたらどうしましょう……）とか（さっきのメール、相手はどんなニュアンスで受け取るのでしょう……。伝えたかったことが正しく伝わっているのかな……）とか極度の不安を覚えがちです。で、どんどん不安になって、今では自分から他人に話しかけるのが苦手な人種になってしまいました。けれどもオタサーの姫は、こっちから話しかけることができなくても、向こうから積極的にコミュニケーションを図ってきてくれます！　その上、二つ目の『どんなに濃い話を聞いてもドン引きしない』にもあるように、自分が一番話しやすい趣味のことを、とことん聞いてくれるのです。

　…………。

　……、…………。

　さて、オタサーの姫にはこの様に二面性があるわけですけれども、──あれ？

　この二面性の良いところだけをピックアップしましたら、凄すごくイイ女の子じゃありませんか!?　リアルではオタサーの姫って陰口の一つ扱いですけど、前述のような視点で見てみると、何気に正統派ヒロインっぽいですよ!?

　こう考えると、オタサーの姫って可愛かわいくないですか？

　本作のメインヒロインである百合姫ちゃんも、悪い部分よりも良い部分の方が多い性格です！　特に主人公である心しん路じくんに対しては！

　百合姫ちゃんは、人を外見で判断しませんし、人の話を楽しそうに笑いながら聞いてくれるし、自分が受動的でもコミュニケーションを図ってくれます！

　なに、この理想の女の子！　ビバ！　オタサーの姫！







　他ほかに書くことと言えば……、

　この本と同じ発売日（二〇一六年五月二〇日）に、ドラゴンマガジン七月号が発売されます。そちらの方で『オタサーの姫と恋ができるわけがない。』の短編を載せてもらうことになりました！　よろしければ、短編の方もぜひぜひ、よろしくお願いいたします！







　最後に謝辞を──

　担当編集のＡさま。前作に引き続き、的確なアドバイスをありがとうございました。そしてスケジュールがかなり厳しくなってしまい申し訳ありません……っ。本作を執筆するにあたって、自らの実力不足を痛感しております。今後とも研けん鑽さんいたしますので、本作の方でもよろしくお願いいたします！

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさま。本作のイラストを担当して頂き、本当に感謝感激です！　みんな可愛いですが、特にあゆまさまの描かく継つぐ未みは最高だと思っております。キャラクターデザインが上がってきた時は、思わずパソコンの前で狂喜乱舞してしまいましたし。キャラクターたちに姿形を与えてくださり、本当にありがとうございました！

　最後に読者の皆さま。本作をご購読頂き誠にありがとうございます！　少しでも「あっ、このヒロイン可愛い」とか「この展開萌える」とか思ってくだされば、作者といたしましては光栄の極みです！　二巻ではヒロインたちの水着や浴衣や、コミケ合宿・アキバデートなどを予定しております。二巻以降もお手に取って頂ければ幸いです！





二〇一六年三月　佐倉唄










佐倉唄

●さくらうた



第27回ファンタジア大賞にて『ノーパンツ・チラリズム』で銀賞を受賞。本作のヒロインの中には『学生ラノベ作家』がいますが、現実の学生ラノベ作家は全く青春しておりません！　この本が発売する頃には、私は大学４年生で就活の真っ只中でしょう。取材という建前で女の子とデートなんてできなかった！　学費も自分の印税で払うことになった！　それでもラノベ作家は夢と希望に満ち溢れています！


















カバー・口絵・本文イラスト／あゆま紗由

カバーデザイン／伸童舎










オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。








佐さ倉くら 唄うた
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